




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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口絵・本文イラスト／サマミヤアカザ







　よく晴れた秋の空は高く、澄すんだ空気に満ちていた。

　遠い青い空に接するような小高い丘おかの上には、この国の王の住まう城が見えている。陽ひの光が時おり城の壁かべに反射して輝かがやいているのが眩まぶしくて、思わず目を眇すがめた。

「おしろ、きらきらしてるね。ママ」

「そうだね、きらきらだな」

　ビイの腕うでの中にいた末っ子のレンもその光が眩しかったのか、小さな手でまぶたを擦こする。柔やわらかい目を強い力で擦りすぎてしまうことのないよう、その動きを黙だまって注視した。すると空いていたもう片方の手が、くんと下に引かれる。

「ねぇ、ママ。あっちのお店のジャガイモは十個で銅貨二枚で、こっちのお店は十七個で銅貨三枚だったよ」

「こっちのお店の方が二個オトクだねー……ぐぅ」

　四男のルイがそう言いながらビイの手を引いたと思ったら、五男のルカがそのまま寝ね落おちしそうになる。レンガ敷じきの大通りは、馬車などの車両が通る道を中央に据すえ、その両りよう脇わきに露ろ天てん商しようたちが店を出している。町はずれの畑で取れた新しん鮮せんな野菜や、果物などが売られていた。

　二人は情報を集めて、どちらのジャガイモを買うべきか判断してきたようだ。ルイは十七個の方の店へ連れていきたいらしく、ぐいぐいと手を引かれた。ビイは苦く笑しようする。双ふた子ごたちが先日教えた計算を見事に使っているのは感心するが、そこまで単純な話ではないのだ。

　どう教えたものかなと悩なやんでいるところで、ビイを引っ張っていこうとしたルイとルカの横に、次男のリッカと三男のリックが追いついてくる。

「……ルイ、ルカ。ちょっと待って。そのジャガイモ、大きさはどうだった？」

「そうだぞ！　見るべきは個数だけじゃないぞ！」

　お、とビイは笑えみをこぼした。ルイとルカは「大きさ？」と首を傾かしげた。

　しかし元気なリッカはそれに答えず「わはは！　見てみればいいぞー！」と笑って駆かけだしてしまい、残されたリックが「全くもう」とそれを渋しぶい表情で見送った。後ろから一歩遅おくれてついてきていた長男のライカが穏おだやかな口調で助け舟ぶねを出す。

「リッカとリックはね、それぞれのお店のジャガイモの大きさを比べてみたらどうかって言ってるの。……たぶんだけど、十七個で銅貨三枚のお店の方が小さいんじゃないかな？」

　ルイとルカはその場で顔を見合わせた。ビイから手を離はなして、こっそりと先ほど見て来た店の前に向かう。ビイもライカたち上の兄弟の意見に賛成だ。少し離れたところで見ていると、二人は兄たちの言っていたことを理解して、「ちっちゃかった……」としおしおと戻もどってきた。

「落ち込むことはないよ。今日は計算がちゃんと出来たじゃんか」

　うなだれた二人の頭を代わる代わる撫なでてやりながら、ビイは銅貨を二枚渡わたして背中を押す。二人がジャガイモの入った袋ふくろを持って戻ってくるのを待ってから、全員を連れて歩き出した。

「リッカ、荷物持ってよ」

「なんだよ、ちゃんと持ってるじゃん。ほらー」

「重さが全然違ちがうんだよ。そっち軽いのばっかり持ってる！」

　荷物の配分に問題があるとリックが言い出して、それにリッカが混ぜっ返す。ルイとルカは仲良くひとつの袋を分けて持っているというのに、上の双子は見本になってくれないようだ。長男のライカが止めた方がいいかと視線を投げてくるが、ビイは笑って首を振ふった。このくらいのケンカはじゃれ合いのうちだ。ケガさえしなければ良い。

　よく晴れた空を見て、ビイは家に帰ったら洗せん濯たくもしたいな、とふと思った。そしてあることに気が付く。

「なぁ──なんか、聞こえないか？」

　双子たちの言いあいの声の中、ふいに何か聞き慣れない音がした気がしてビイは辺りを見回した。

　ミィ、と小さな声が聞こえた気がする。怯おびえたような、助けを求めているそれを誰だれが発しているのか探して、ふいに顔を上げて息を止めた。

「ママ！　あそこ！」

　同じタイミングでライカも気付いたようだ。指差した先の三階建ての集合住宅の壁に貼はりつくようにして、子こ猫ねこが鳴いている。

　出ている三角の耳は震ふるえていて、手足は明らかに強こわ張ばっている。子猫の頭上には開いた窓があった。そこから身を乗り出したか何かして、戻れなくなったようだ。

（──助けなくちゃ！）

　いくら身が軽くても、猫の身に慣れていない様子だ。落ちたら危ないと、迷うことなくビイはレンを下ろして壁に駆け寄って足を掛かけた。

「ママ！」

　ついてこようとする子どもたちに矢や継つぎ早に指示を飛ばす。

「ライカ、もしママが間に合わなくてあの子が落ちたらキャッチして！　リッカ、でっかい布を探してきて！　リック、三階に行ってこの家の人に知らせて！　ルイとルカは人を呼んできて！」

　子どもたちは弾はじかれたように駆けだす。一人だけ指示のないレンが焦あせったように手を広げる。

「ママ！　ぼくもー！」

「レンはママの応おう援えん！」

　あい！　と元気よく返事した我が子に一いつ瞬しゆんだけ視線をやって、ビイは壁の上を見み据すえた。壁に触ふれたまま、腹の底に力を入れると、ざわついた血が集まってくる。獣けものの血だ。それを全身に巡めぐらせるように呼んだ。

　ほんの数秒。それだけでビイの全身はユキヒョウの成せい獣じゆうに変わる。

　白い毛皮に浮うかぶ特とく徴ちよう的な斑まだら、猫に比べて太めのしっぽ。岩登りのしやすい爪つめと足をしている。そのまま壁に触れる爪つま先さきだけに力を入れ、蹴けるようにして躍おどり上がった。レンガ造りの壁は爪を引っ掛ける場所があって登りやすいが、その分脆もろくて長時間同じところに摑つかまっているのは難しい。

　目指す先に震える毛玉は、近づいてくるビイの姿を見ると助けを求めるようにミィミィと鳴いた。

　その先で、リックが知らせたのか窓から女性が顔を出して叫さけぶ。

「ヴィルゴ！　ヴィルゴ！　お母さんのところにおいで！」

　半はん狂きよう乱らんになって呼んでいるのは、子猫の名前だろうか。どうにか窓から救出できないかとビイは期待したが、彼女の手は子猫のところにわずかに届かない。

（やっぱりオレが行くしかないか）

　ビイはユキヒョウの身を躍らせるようにして壁を駆け上がる。元から岩がん壁ぺきなどを登るのは得意な方だ。

（けっこう壁が脆いのだけ、怖こわいけどっ！）

　二度ほど跳ちよう躍やくして、なんとか前まえ脚あしが子猫のところに届く。ビイは身を乗り出して子猫の顔に鼻を寄せた。猫科の挨あい拶さつだ。同じ仕し種ぐさをした小さな毛玉は、待ってましたとばかりにビイの足にすがりつく。壁にひっついたままでざっと見たところ、ケガなどはなさそうだ。

　そうと分かれば長居は無用。ビイはその小さな首元を、はむっと銜くわえる。本能的に全身の力を抜ぬいた子猫を、すぐそばの窓で泣きながら見ている母親に差し出した。

「ありがとうございますっ！」

　しかし目の前に現れた母親の姿に子猫が足をばたつかせる。まずい、と思ったビイの口の端はしを小さな爪が掠かすめた。

（あっ）

　わずかに顔をそむけようとしたことで、爪を掛けていた脆い壁に力が加わってあっけなく崩くずれた。子猫は間かん一いつ髪ぱつ、母親の手の中に戻れたが、ビイは新しく摑まり直すことができなかった。

（──しまった！）

　重力に負けた身体からだが傾ぐ。予定では壁を駆け下りるつもりだったのに。爪先は完全にその壁から離れてしまった。

「ママ！」

　下から子どもたちが叫ぶ声がする。ビイはその方向を見て、落ちながらも何とか姿勢を反転させた。頰ほおを、耳元を切り裂さくように空気が通り抜けていく。みるみるうちに地上が迫せまってきた。

「──ママ！」

　ぼふん、と空気が抜けるような音がその場に響ひびいた。両手両足が衝しよう撃げきに痺しびれるが、それと同時にビイは立ち上がった埃ほこりを思いっきり吸い込んで咳せきをした。

　衝撃が去ってしまえば身体に特に痛みはない。どうやら、ルイとルカが呼んできた人たちがリッカが調達してきたシーツを広げてくれた上に無事着陸できたようだ。ユキヒョウから人の姿に戻れば、街の人々がビイを助け起こしてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶか、ビイ。ちびたちが血相変えて呼びに来たから何かと思った。無事で良かったよ」

　声を掛けてきたのはビイの職場の同どう僚りようだった。ビイは咳こみながらも何とか立ち上がる。

　住宅の三階から駆け下りてきたらしい母親が、人ひと垣がきの中にいるビイを見つけて走り寄ってきた。母親は腕うでの中の子猫を抱だいたまま、極度の緊きん張ちようから解放されたのか泣きながら礼を言ってきた。

　ビイは埃を払はらいながら母親に微笑ほほえみかける。気にしないでほしかった。できるところにいたからやったまでだ。きっとここにいたのがビイ以外の大人でも、同じようにしただろう。

　恐きよう縮しゆくしきりの母親から、助けた子猫を預かると、ビイの顔を見てみゃあみゃあと鳴く。御お礼れいを言っているつもりらしいふかふかの毛皮を優やさしく撫でてやると、無事で良かったとしみじみ思えた。

「この子、今日初めて獣になれたんですよ……」

　母親は子猫に向かってそう言う。ビイに抱き上げられた子猫は喉のどの奥でグルルと鳴いてから、ふいにひと震えして幼児の姿を取り戻もどした。母親と二人で顔を見合わせたビイは覗のぞき込みながら、成長の階段を上がったことを祝福してやった。

「ヴィルゴ、獣じゆ姿うしおめでとう。おうちに帰ったら、いっぱいお祝いしてもらいな」




　　　　◆




　ビイたちの暮らすフォーマル王国は猫科獣人の国だ。

　その歴史は古く、人の姿で生まれてきた子どもは、だいたい十歳くらいまでに血筋に応じた獣姿を手に入れ、十五歳くらいになると自由にコントロールできるようになる。

　獣姿は大体感情が高ぶったときに変化することが多い。早い子では三歳くらいから、と発現する年ねん齢れいに幅はばはあれど、親たちはそれを「獣姿を得る」と呼び、成長のあかしとして喜ばしいものと考えている。

　長かった戦争が終わったばかりのこの国で、次々に生まれる子どもたちが獣姿を得ていくのは大人として見ていて微笑ましいばかりだ。

（まぁ今日は大変だったけど、みんな無事だったから問題ないな）

　ビイは六人の子どもたちを連れて家路についていた。帰る方向が同じだった職場の同僚のオリオンも一いつ緒しよだ。少し渋しぶい顔でビイに言う。

「お前なー、さっきの救出はお手て柄がらだったけど、もう少し慎しん重ちようにやれよ？　何かあったらお前んちのちびたちが路頭に迷うんだからな」

「はぁい……」

　痛いところだ。肩かたをすくめる。一緒についてきている子どもたちも同意見なのか、「ママはそういうとこある」と頷うなずいている。人命を助けたというのにこの仕打ち。しかし確かに子どもたちの目の前で落下してしまった手前、心配をさせたことは反省しなくてはいけなかった。

「でも助けてあげなくちゃと思ったんだよ」

「分かるよ。立派なことだ。でも、ケガしたら、何で助けに行ったんだよって言われるぞ」

　忠告も指導も聞くつもりではあったが、オリオンのその言葉は承服しかねた。何で、と理由を問われる方が不思議だからだ。

「何でって……どんな子だって守られて育つべきだろ。それを手助けするのが大人の仕事だ」

　オリオンはその答えに「まぁそらそうなんだけど」と首をすくめた。彼はビイの荷物を一つ持ってくれている。

「しっかし戦後復興のためとはいえ、金が掛かかることばっかだなー。さっきの子も、申しん請せい書出すのに金貨一枚もするんだろ」

　そう言われてビイは苦く笑しようした。

「先月値上がりしたんだよ。獣姿獲かく得とくの証明書は、金貨一枚と銀貨二枚」

「はー!?」

　オリオンは絶句した。独身だから知らないのも無理はない。今日のように子どもが獣姿を得ると、保護者は役所に届け出る必要がある。ひとりにつき、一枚。子どもの人数分必ず必要なそれにオリオンは顔を青ざめさせた。

「ってことは、ビイんちって……」

「うん……末っ子のレン以外全員提出済み。あらためて計算すると、すごい金額になるよね。けど、きっと教育費にあてられてるはずだから」

「……よな……手当とかないんだよな。あ～、結けつ婚こんするのがこわい。そのときは転職かなぁ……たしか王宮の仕事って給料良いいんだろ。でも働きたくないから王様になりたい」

　オリオンは疲つかれているようで、呟つぶやく内容が摩ま訶か不ふ思し議ぎなものになっている。ビイはずり落ちてきそうなレンを何度か持ち上げて抱きなおす。美しい城の中にいる王様のようになれたら。子どものような夢だが、言いたくなる気持ちも分からなくはない。

「王様に、本当になりたいの？」

　いろいろ生活大変そうだけど。そう聞くと、オリオンはハッと我に返ったように首を振ふる。

「うそうそ。血に飢うえた戦せん鬼きにはなりたくない。首と命がいくつあっても足りない」

「だよな」

　長期化していた戦争を終わらせた今の若き王の血なまぐさい話は、一いつ般ぱん市民にまで知れ渡わたっている。肩を落とす同僚をなぐさめながら、ビイは丘おかの上に見える王宮に目を眇すがめた。

「ん？　何の音だろう」

　遠くを見ていたビイの耳に、どこかの通りで何か重いものに重いものがぶつかる音が聞こえた。ビイと子どもたちは何かと驚おどろくが、同僚は事情をすでに知っているのか憤ふん慨がいした様子で言い放つ。

「お貴族様のお遊びだよ。馬車で人通りの多いところわざと駆かけ抜けてくんだってよ」

　逃にげ惑まどう人を見て楽しむらしい。ビイはそれに不快感をおぼえた。同僚も吐はき捨てた。

「働かなくてもいい、趣しゆ味みの悪い遊びをしても怒おこられない。……貴族のライオンってのは、いい身分だよな」

「だねぇ。オレたち小型・中型猫ねことは生まれが違ちがうって感じだね」

　そう話しながら、賑にぎやかな市場の立つ大通りから、一本道を曲がるだけで、静かな住宅街に入る。

　道なりにまっすぐ進んで、建物もまばらになり出したあたり、大きなアクイラの木を背にした場所にビイの家はあった。旅人だった父が母とつがうと決めたときに植えた木だ。両親がいなくなってもビイたちを見守るようにそこにある。

　昼食時にさしかかる時間帯、どこも食事の支し度たくをしていてあちこちの辻つじ道みちから良い匂においがした。

「よーし、買ったもののお片付けをしよう。そしたらお昼ご飯、ハムとチーズのサンドイッチ食べよ！」

「わーい！」

　家についたところでそう声を掛けると、子どもたちは歓かん声せいを上げて走っていく。腕にいたレンも無事に玄げん関かんに入ったのを見届けてから、ビイはオリオンに持ってもらっていた荷物を受け取る。

「……ビイ、お前、上の子を養子に欲しいって話、断ったんだって？」

「う、誰だれから聞いたの」

　荷物を受け取って、ビイは一いつ瞬しゆんのけぞる。思ったよりも重い荷物をオリオンに持たせていたようだ。決してオリオンから言われたことに驚いたわけではない。

　ビイの質問に、オリオンはため息をつく。

「マダムポラリスから聞いた。心配してたぞ」

「ああマダム本人からかぁ～。……そりゃあ、オレが育てられるのに手放す謂いわれはないってだけで」

「──血の繫つながらない子どもを、未婚の男が六人も育ててる現状のどこが支障がないんだよ」

　怒ったようなオリオンの答えにビイは頭を搔かいた。オリオンは心底心配してくれているようで、うかつに撥はねのけることはできなかった。言葉を選んで、そっと呟く。

「……兄貴の子どもたちだから血けつ縁えん関係はあるよ」

「分かってるくせにごまかすな、そういう問題じゃない。……このままじゃ、お前結婚もできないだろ。家族が作れない」

　僅わずかな反論は、想像通り叩たたき落とされてしまった。その言葉に「結婚、ねぇ」とビイは過去に思いを巡めぐらせる。目の前のオリオンを筆頭に、ビイに女性との縁えん談だんを持ってきてくれる人は何人かいた。紹しよう介かいされた女性は素す敵てきな人ばかりで、そのうちの数人はビイも良いなと思った。

　しかし誰もがビイの六人の子どもを見て尻しり込ごみするのだ。

　と言っても、ビイだって逆の立場なら同じになるだろうから、相手を責める気にはなれない。初婚でいきなり六人の子どもができます、と言われたら、まぁ無理だろう。そりゃそうだよなぁと思うばかりだ。けれど、だからといってそのために子どもたちを手放せと言われる方がよっぽど分からない。

「自分の子どもじゃなくたって、家族にはなれるよ。現にオレの親は戦災孤こ児じだった兄貴とオレを拾って育ててくれた」

　ビイがそう言い返すと、オリオンは眉み間けんにシワを寄せる。付き合いも長い彼が言葉を濁にごしているのは、ビイのそういった過去も含ふくめて知っているからだ。しかし長い沈ちん黙もくのあと、オリオンが呟いた一言にビイは胸を押さえる。

「……お前、こないだカシオペアさんとこの内職受けたんだって？」

「う」

「ペルセウスさんとこのも」

「……うぅ」

　オリオンは長いため息をついてから、胸を押さえているビイに容よう赦しやなくとどめを刺さす。

「それで、一番上の子の誕生日プレゼント買ったんだろ。深夜にこっそりと」

「……あれは、ちょっと値段の張る本だったから……」

　まさか内職の件まで知られているとは思わなかったとビイは震ふるえる。兄貴分にあたるオリオンが、ここまで言ってくるのは珍めずらしいなと吞気のんきに考えていた先ほどまでの自分の予測力のなさを恨うらめしく思うばかりだ。オリオンはイライラした様子で続ける。

「ビイが頑がん張ばっているのはみんな分かってるよ。けど、睡すい眠みん時間減らして内職してる現状のどこが支障ないんだっつの」

　言いきられてしまうと返す言葉もなかった。

「これから子どもはどんどん金が掛かるぞ。死別した訳でもない兄貴の子どもなら、兄貴が育てるべきだろ。お前もいつまでも〝ママ〟なんて呼ばせるなよ。パパは別にいるから、自分はママだ、なんて涙なみだぐましいけどさぁ！」

　オリオンの言葉がどこまでも刺さる。ビイはぐうの音もでない。

「何かあったとき子どもたちを一人で守れるのか」

　オリオンの問いかけにビイは顔を上げる。

「何があっても六人全員連れて逃にげるよ。オレが守る」

　数秒の沈黙を置いて、オリオンも我に返ったように額に手を当てる。

「……ちょっと言い過ぎた。……ごめんな」

　ビイの兄は、旅に出て三年ものあいだ音信不通だ。育てるように言うのが難しいことに思い至ったのだろう。

　ビイの肩かたを軽く叩いて「また明日あしたな」と元来た道を戻もどっていく。

　話しこんでいたらすっかり遅おそくなってしまった。気を取り直してビイは荷物を抱かかえて家に戻り、ダイニングに繫がる扉とびらのノブをひねる。きっと子どもたちはお腹なかをぺこぺこにしているに違いない。少し落ち込んだ顔をしているだろう自分の表情を明るく作り直して扉を開けた。

「遅くなってごめん……な……？」

　ビイの想像では、そこには何もないはずだった。

　からっぽのダイニングに、子どもたちがいるだけの予定だった。しかし現実は、大皿が出されていて、その上に用意したおぼえのないサンドイッチがある。少しばかりいびつではあるが、ちぎったハムと野菜とチーズがちゃんと挟はさまっている。立派なサンドイッチだ。

「？　これ、どうしたの？」

　ビイが驚いているのを見て、長男のライカと三男のリックが目を合わせてにこっと笑った。

「ママの真似まねしてみんなで作ってみたの！」

　目を丸くしているビイの足元で四男のルイがぴょんぴょん「作った！」と跳ねまわる。五男のルカも手伝った後で力ちから尽つきたのか、手に野菜くずをつけたまま椅い子すの上で寝ね息いきを立てていた。次男のリッカと末っ子のレンが、ミルクを入れたポットとカップを運んでいる。

　ビイが戻ってこない間に子どもたちだけで協力してこれをやったのかと思うと、想像以上の成長に震えてしまう。可愛かわいい。たまらなくなって、ニコニコ笑う子どもたちをビイはしゃがみこんで抱だきしめた。

（──可愛いなぁ、もう！）

　六人全員をまとめて抱きしめるのは中々難しいが、長男次男三男が身を縮めてくれたので何とか腕うでの中に納まった。何が起きているか分かっていないルイとルカは、まとめてほっぺにちゅう。最後に控ひかえたレンは、最後なのが分かっていたのか、ビイに向かって自信満々に両手を広げて抱っこをねだってみせた。

（ああ、うちの子たちは、最高に可愛い！）

　レンを抱っこしてぎゅうぎゅうと抱きしめながら「すごい！　えらいぞ！」と、褒ほめちぎる。

　サンドイッチを分けていくと、七等分には少し足りないので、ビイはこっそり自分の分を減らした。子どもたちは皿に置かれたサンドイッチを夢中で食べているので気が付かれはしないだろう。

　隣となりの席のレンは最近自分で食べることに挑ちよう戦せんしていて、ビイの手伝いを必要としない。もちろんまだまだ周囲に被ひ害がいが及およぶことはあるものの、おかげでビイは大分ゆっくりと自分の食事をする時間が取れるようになった。

　ふいに反対側の隣に座るルカの服から砂が落ちた。ビイは静かにそれに触ふれて首を傾かしげる。また、ルイに掛かけられたのだろうか。

（……ルイ、弟のこと可愛がってるのに、このルカに砂を掛けるいたずらは何がしたいんだろうなぁ……）

　四男のルイの活発さからして、五男のルカのおっとりしたところが気に入らないのだろうかと思ったこともあったが、どうもそうではないようだ。

　何度止めてもルイは止やめないし、ルカも嫌いやがらずに受け入れているようなので今は静観することにしている。不思議なことではあるが、子ども同士の決まり事で大人が理解できないことは数多い。

（過ぎるようなら、それぞれに話を聞いてみよう）

「そうだ、ママ。郵便受けに手紙入ってた」

　ふいにライカからそう言われ、ビイは差し出された封ふう筒とうを手に取る。差出人はない。住所だけは間ま違ちがいなくここのものだったが、奇き妙みようなことに宛あて名なもなかった。

（なんだろう。もしかして、兄さんかな）

　子どもたちの親である兄からは基本的に連れん絡らくはない。だが兄以外にこうしてビイに無記名で手紙を送ってくる人はすぐには思い当たらなかった。

（兄さん、ケガしたとか、病気したとかじゃないといいけど……）

　そこまで考えてからビイは気持ちを切り替かえた。昼食のあとは洗せん濯たくが待っているし、明日の仕事の準備もある。全部終わってから確かく認にんしようとポケットにねじこんでからビイはサンドイッチの残りを口に運んだ。
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　休日の陽ひはあっという間に落ちていく。ビイは回収した洗濯物を子どもたちと畳たたんでから夕食を終えて入浴を済ませ、歯を磨みがき終えた子どもたちをベッドに追い込み、絵本を読み聞かせてやり、どれくらいの時間が経たっただろう。小さな寝息がひとつ上がり、ふたつ上がり、みっつ……。

　全員の寝息が聞こえてきたのを確認して、ビイは起き上がった。本ほん棚だなに隠かくしておいたライカの誕生日プレゼントの本を取り出す。起きたらすぐに目に入るように枕まくら元もとに置いてやった。

（そうだ、手紙……）

　ビイは先さき程ほどポケットにねじこんだ紙し片へんの存在を思い出して、一人リビングに移動した。隔へだてる扉もないため子どもたちの眠ねむりを妨さまたげない程度に明るくしたランプの下で、開封して目を凝こらす。

（なんだこれ……借用書？　金貨三百枚……って兄さん、借金したのか……！）

　ビイは見間違いではないかと目を何度かしばたかせた。金貨三百枚など、夜でなければ叫さけんでしまいそうな金額だ。借用書の借り主のところは間違いなく兄の名前になっている。それがビイたちの家に届くということは金を貸した相手も兄の住所が分からなかったのだろう。

（……どうするつもりなんだよ、兄貴……）

　戦災孤こ児じだったビイたち兄弟は、亡なき両親に拾われるまで二人だけで生きてきた。三歳になるまで兄だけが頼たよりだったビイにとって、彼がとんでもないことをやらかしたとしても、すべてを否定することはできない存在なのだ。

（だから……子どもたちだって）

　旅人だった育ての父親の影えい響きようからか、気が付けばふらふらと外に出ることが多かった兄は、十年前に突とつ然ぜん赤ん坊ぼうを連れて帰ってきた。

　兄は数日預かってくれと言ってすぐにどこかへ行ってしまった。当時十五だったビイに子育ての経験はなく、周囲の手を借りながらただひたすら兄の帰宅を待ち続けた。名も無いふわふわの赤ん坊は、まだ目も開いていなくて小さくて、抱くことすら怖こわかったのをよく覚えている。

　しかし予定の数日が経ち、一週間が経ち、ひと月が経った頃ころ。すっかり目も開いて愛らしく微笑ほほえむようになった赤ん坊を慣れた手つきで世話できるようになった頃。

　兄が戻ってきて、一いつ緒しよに旅に出ると言い出したのだ。母親はどうしたと言ったら、フラれたという。

　無計画にもほどがあるとみんなで止めて、子どもは預かることにした。子どもが自分の意思で旅についていくと言い出したらにしようと。

　徒労でぐったりしてしまったが、赤ん坊はひと月面めん倒どうを見たビイの顔を親として覚えたのか、小さな手で指を摑つかんで笑った。

　心の深いところに、きゅんっと矢が刺ささったような気分だった。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを自分に寄せているこんな可愛い子が他ほかにいるか。

　──オレがちゃんと育てよう。

　その赤ん坊はライカと名付けられ、今日まで大事に大事にビイが育ててきた。

　結局、一人では済まなくて、二年置いて上の双ふた子ごが「すまん。この子たちも頼たのむ」というメモつきで玄げん関かんの前に放置されていた。そのまた三年後に下の双子、一年後にもう一人、となし崩くずしにビイは合計六人の親になったのだ。

　ライカを抱えながらリッカとリックという双子の世話をしたときは死ぬかと思ったが、慣れとは恐おそろしいもので三年前に末っ子のレンを玄げん関かん先で見つけたときは「ああ、またか」としか思わなかった。もはや頼むのメモさえなくても意図を把は握あくしたほどだ。

　一人から二人になるのは大変だが、五人が六人になるのはさほど変わりない。そう思った自分は、たしかに少しおかしいのかもしれない。事情を聞いたオリオンが言ったことだ。

　ビイは兄宛あてのその手紙をそっと戸と棚だなにしまった。

　オリオンに心配されるまでもなく、ビイにも分かっている。今のビイの力では子どもたちを育てあげることはたしかに難しいかもしれない。

　けれど、マダムポラリスの言うように養子に出す気にはなれなかった。

　寝しん室しつに静かに戻もどると、子どもたちの寝ね息いきが聞こえてくる。

（ひとり、ふたり、さんにん……）

　ひとつのベッドの上で縦じゆう横おう無む尽じんに眠る六人の子どもたち。ベッドの下に転げ落ちていたりしないか、そっと触れながら人数確認をしてから、ビイもようやく横になる。今日はいろいろなことがあったので、猛もう然ぜんと眠ねむ気けに襲おそわれる。

　眠りに落ちながらも、子どもたちにも将来の心配をさせてしまっていたとしたら、申し訳ないとふと思った。たしかに高給取りとは言えないが、細々と貯金もしている。子どもたちに少しでも不自由な思いをさせたくない。

（何かもう少し稼かせげる仕事を探さなきゃな……）

　いまの仕事は月給で金貨二十一枚。ライカのプレゼント代は銀貨五枚。銀貨十枚で金貨一枚換かん算さんとなるので確かに高価なプレゼントではある。しかし今日のサンドイッチの件でも分かるように、ライカをはじめ、子どもたちは贔屓ひいき目めなしに頭が良いい。彼らの未来のために親としてできることは投資してあげたい。

　そのためにできることは何か。

　うつらうつら考えながら、気付けばビイは寝入っていた。
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　翌朝、職場についたビイは、あるはずのものがそこに見当たらなくて茫ぼう然ぜんとした。

　周囲には同じように茫然としている人が他にも多くいる。

「ビ、ビイ！　なんじゃこりゃ……何が起きたんだ!?　仕事場、なくなってんじゃねーか！」

　背後からオリオンが突とつ進しんしてきてそう言ったので、ビイはようやくこれが自分にしか見えていない幻まぼろしではないことを理解した。

　ビイたちの勤める職場があったはずの場所が、がれきと化していたのだ。建物の残ざん骸がいらしき木やレンガは残っているものの、それらは燃えた後らしくあちこち焦こげている。

「──昨日きのう、暴走した馬車が突つっ込んできて、建物が火事になってしまったんだって……」

　出勤してきた同どう僚りようたちが騒そう然ぜんとする中、経営者から事前に連絡を受けていたらしい数人が青ざめながらそう説明してくれた。説明を聞くビイたちも真っ青だ。

　馬車とは昨日遠くから聞こえた、貴族の暴走馬車のことだろうか。あのときの音はまさか自分たちの職場にぶつかった音だったのだろうか。ビイはぐるぐると考えながらも、今後のことに不安をおぼえる。

「そ、それで……復旧は、いつ？」

　すぐには無理だとしても、ビイは働かなくてはいけない。家にいる子どもたちを飢うえさせるわけにはいかないからだ。その場にいた誰だれもが同じように思っただろう。しかし固かた唾ずを吞のんで見守る労働者を前に、説明の任務を受けた人たちは全員泣きそうになって首を振ふる。

　絶望と、怒ど号ごうがその場に響ひびいた。しかし説明をしてくれた人を責めるわけにもいかず、ビイはめまいのしそうになる頭を必死で支えた。

（……ど、どうしよう）

　多少の蓄たくわえはあるので、すぐにどうこうなる心配はない。しかし無職がいつまで続くのか考えると恐ろしかった。その場にいた誰もが同じように不安をおぼえたらしく、どうするのか改善策を話し合っている。

「──こういう場合、たしか王宮に訴うつたえ出たほうが良かったような気がする！」

　誰かがそう言ったことで、周囲がざわめいた。以前にも別のところで同じような被ひ害がいに遭あった人が貴族からの被害を補ほ塡てんしてほしいと申しん請せいしたところ、救済法があって受理されたらしい。

「うちの王国は法律だけはちゃんとしてるんだよな……」

「すぐに行こうぜ、こっちは生活かかってるんだから！」

　わずかに見えた光明に、ビイと同僚たちは安あん堵どのため息をつき、連れ立って王宮への道を急いだ。
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　いつも遠くに眺ながめていた王宮への扉はその大きさもさることながら、作りも美しく、手入れも行き届いている。ビイは生まれた世界の違ちがいをしみじみと感じた。

　一いつ般ぱん市民も通れる門から宮きゆう殿でんに向かう道に目を落とすと、高級そうな作りになっている。整えられた道は、土つち埃ぼこりも舞まわないし、歩きやすい。両りよう脇わきには美しい花々も咲さき誇ほこっていた。

　お金があればこんな生活があるのだ。王宮に生まれられたらと一いつ瞬しゆん思うほどに、恵めぐまれていた。

「ビイ、はやく来いよ。こっちだ」

　オリオンに呼ばれ、ビイは自分が一人だけ遅おくれてしまったことに気付いた。申請のための窓口の前に、同僚たちが集まっている。急がなくては。

　そう思って顔を上げたとき、ビイの耳に何か聞こえた。誰かが呻うめくような声だ。

「……そこに誰かいるの？」

　発信元を探してビイは周囲を見回す。昨日のように、どこかから下りられなくなってしまった子どもでもいるのだろうか。

「──ぎゃっ」

　上を見ていたビイは、足元にある温かく柔やわらかいものを踏ふんでしまい悲鳴を上げた。よくよく見ればそれは人で、行き倒だおれるようにして地面に伏ふしている。

「あの……あの、大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　おそるおそる声を掛かけるためにしゃがみこむが、伏せたままのその人は小さく唸うなるばかりだ。

「ビイー！　何してるんだ、はやく来いよー！」

「ここに、人が倒れてるんだ！」

　オリオンにそう答えると、いつもは助けに来てくれるはずの気の良い彼が苛いら立だったように「こっちの方が緊きん急きゆう事態だろうが！」と言った。

　ビイは肩かたをすくめるが、それもしかたない。それだけ切せつ羽ぱ詰つまっているのだ。それはビイも同じ立場だった。はやく申請して、はやく何とかしてほしいのは山々だ。

（でも、倒れてる人をほっとくのは違う……！）

　ビイは再三自分を呼ぶ声を無視して、倒れた男を助け起こそうとした。しかし、相手はビイより体格が良い。一人では無理なら、やっぱり誰かを呼んできたほうがいいだろうか。ビイがオリオンたちを呼ぶために立ち上がろうとすると、その足首を、ひたりと摑つかまれる。

「──ひっ！　んぐっ！」

　思ってもない反応にビイは悲鳴を上げかけるが、それは大きな手でふさがれた。倒れていたはずの男性は、ビイに寄りかかるようにしながらも自分の足で立ち上がっていた。

「……助けてくれた、お兄さん。いいひと……いいひとだね？」

「ははははいっ!?」

　そう囁ささやかれたとき、ビイはパニックのあまりちゃんと返事が出来なかった。自力で立ち上がったにせよ、凄すさまじい土気色の顔をしていて、生気がなかったからだ。すでに息絶えた人ですと言われた方が信じたかもしれない。

「……ねぇ……仕事しない？」

　ビイは今ここで死ぬ訳にはいかないと震ふるえていたが、その言葉に、ようやく相手が何かを問いかけていることに気付いた。

「……仕事、ですか？」

　その仕事がなくなってしまって、いま王宮に来たところだったのだ。もしかして担当の人なのだろうか。ビイが口を開く前に男は土気色の顔のまま、言った。

「仕事内容は、ある方の補ほ佐さ役。三食付きの簡単なお仕事だよ」

「ある方ってどなたですか」

　どうやら別で仕事を持ちかけられているようだと思った。しかしそのビイの反応で、脈がないわけではないと思ったらしい相手は、「あっち行って詳しよう細さいを話そう」と肩へとのしかかってきた。

　同僚たちの声が遠くなり、いくつも扉とびらを越こえたあたりで周囲は静せい寂じやくに包まれる。

（……ほ、本当に王宮の仕事なんだろうか）

　ビイが不安になり始めたころ、男は、ようやく立ち止まる。

「ここが仕事場」

　そう言って扉に触ふれる。ビイはそれを下から上までまじまじと眺め、一瞬にしてその意味を察した。

　交差する二本の剣けんの中央で吠ほえる白銀のライオン。

　この国の旗印だ。戦争のときに嫌いやというほど見てきた。そんな紋もん章しようが施ほどこされた扉の中にいる人なんて、一人しかいない。

「こ、国王陛下……!?」

「あらら気づいちゃったかー……」

　彼は、しごく軽い口調でそう言った。全身の血が噴ふき出したかのような心地ここちになったが、実際に噴き出したのは冷や汗あせだ。ぐっしょり濡ぬれる嫌な感覚に震えながら、ビイは「無理です」と首を振った。

「だだだだって国王陛下って、逃にげる敵兵十人の首を一いち撃げきで落としたとか、地下水から井い戸どに混じるほど敵の血を流したとか……たしか、二つ名も、血なまぐさかったような……」

　噂うわさに聞く白銀の王は、常に血にまみれている。

　英えい雄ゆう談は数あれど、子どもに語って聞かせられるような話ではないものがほとんどだ。劣れつ勢せいのところを単たん騎きで敵てき陣じんに突つっ込んでいって数百人はいた敵国の親衛隊を撃破し、向かい傷ひとつを顔に負っただけで帰き還かんしたという。

　しかしその身体からだは返り血にまみれていて、誰が呼んだのか分からないがいつからか王はこう呼ばれるようになった。

「──血の向かい傷、ね。噂が広がりすぎて、とんでもなく怖こわい人みたいな扱あつかいになっちゃってるね」

　男はそれだけ言って、よろめきながらドアを開けた。

「でも、そこまでひどい人じゃないよ。真ま面じ目めで、責任感の強い人。──ただちょっと間が悪いだけ」

「でも！」

「給料は、破格。三食付きでひと月金貨三百枚」

「えっ」

　逃げようとしていた身体が一瞬止まる。金貨三百枚。ビイの稼かせぎでは何ヶ月もかかりそうな金額が、ここで働けばひと月で稼ぎ出せる。職場の復旧も、心の余よ裕ゆうを持って待てるだけの額だ。

（──どうしよう）

　ビイの逡しゆん巡じゆんを彼は答えとみなしたようだった。しなだれかかるように背中を後ろから押し、部屋へと一いつ緒しよになだれ込む。

「うわっ！」

　まさかそんな力ちから業わざをされるとは。思いっきり押し込まれたせいで顔から床ゆかにつっこんだビイは、高そうな素材の床に手をついて顔を上げた。

「──誰だれだ」

　悲鳴を上げなかった自分を褒ほめてほしい。昼間なのに暗い室内に、山のように積み上がる書類。そのふもとに目をギラギラさせた肉にく食しよく獣じゆうが一人、座っていたのだ。整った顔の中央、鼻筋を横切る向かい傷がある。唸るような声が聞こえた。

「──私は忙いそがしい。手短に用件を言え。さもなくば」

　音も無く気配が消える。そして茫ぼう然ぜんと床に座りこむビイの眼前で、低く呻いた。

「さもなくば、食い殺す」
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　二十年戦争。この国は、ビイが物心ついた頃ころから戦争をしていた。水源を巡めぐる隣となりの犬科獣じゆう人じん国との諍いさかいは話し合いでは決着が付かず、相手方の挙兵をもって始まり、泥どろ沼ぬまの様相を呈ていしていた。ビイの子ども時代は常に戦火とともにあった。

　しかし、それは三年前の現国王の出しゆつ陣じんから状じよう況きようが変わる。当時まだ二十歳はたちになったばかりの年若い白銀のライオンが戦地に赴おもむき、誰も予想しなかった強さで相手の王を屠ほふったのだった。長年の戦争で疲ひ弊へいしていた相手国は、あっという間に力ちから尽つき、あっけなく戦争の幕切れが訪おとずれた。

　生きる伝説の王と呼ばれる白銀のライオンは王宮の奥にこもり、それ以来姿を見せていないと聞いていたが、いまそれはビイの目の前にいる。それも、苛立ちを隠かくせない様子で。

「だから何の用で、この部屋に参ったのかと聞いている。口が利きけないのか。それとも利く気がないのか。どちらだ」

「……あ、あの」

「利けるではないか。ならば私の側近をそこに置いて、回れ右でここから出て行け。帰り道はその口で誰かに聞くんだな」

　白銀のライオンはイライラしたようにそう言ったきり、どすどすと大きな足音を立てて机に戻もどる。積み上がった書類を数枚手に取り、しかめっつらをしながら続きを読み始めた。書類はうずたかく積まれており、その山は幾いく重えにもなっている。

　ビイは顔色の悪い彼が言っていたことをそこでようやく思い出す。ある方を手助けしろと言っていた。それが、これか。状況が理解できたと、ビイは姿勢を正した。　>>>♥

「オレ、じゃなくて……僕、この人に、付き人として働かないかって誘さそわれたんですけど……」

　それだけ言うと、国王の青い目がギラッと光った。書類をめくる手は止めないまま、唸うなるようにして言う。

「ツェーイ。また余計なことを。人などいらん。以前にもいたが、数日でみな辞やめていったわ。お前のようなひよわな子どもが勤めあげられるような仕事ではない」

　断言されると、少々腹が立った。ビイの何を知っているというのか。理り不ふ尽じんな発言に対して言い返す。

「僕は子どもではないです。今年で二十五歳になりますし、自分の子どももいます」

　王は一いつ瞬しゆんだけ手を止める。その青い目がビイの全身を確かめるようにして上下した。

「……つくならもう少しマシな噓うそをつくんだな。そんなひょろひょろした身体で私より二つも年上だと？」

　信じられんな、と王は言ってから間をおかず、唸った。

「私の噂も知っているだろう。いつまでもそこで聞き分けのないことを言っていると、腹が立って食い殺してしまうかもしれないぞ」

　その脅おどしに、ビイは顔を上げて睨にらみつけた。先ほどの腹立ちに加算され、言っていいことと悪いことがあると怒いかりが沸わいた。

「王が、国民を殺すんですか」

「……歴史ではよくあることだ。本を読まない子どもには分からんかもしれんが」

　その言葉にかちんとくる。歴史ではよくあるどころか、ビイの職場は貴族の遊びで破は壊かいされたのだ。それがどれだけビイたちの生活に影えい響きようを与あたえたことか。加算され、積み上がった怒りの根本を撃うち抜ぬかれたようで、内臓で暴れる怒りを吐はき出さずにはいられない。

「そうですね。国民からの王への逆ぎやく襲しゆうも、歴史上よくあることです。よく本を読まない子どもでも、分かりますけどね」

「──きさま」

　国王がゆらりと立ち上がる。言い過ぎたか、とビイは身構える。跳ちよう躍やくしたのか、ビイよりも二回り近く大きな身体が一瞬にして目の前に現れた。襟えり首くびに手が回り、強く引かれる。

「さっさと出てい……」

　王の手が扉にかかったのか、空気が動いた。放ほうり出されることを覚かく悟ごしてビイは身をすくめた。

　──ぐう。

　余計な力が身体に入ったせいかもしれない。全身が強こわ張ばったかわりに、反応したのはビイの胃だった。

「……腹が減っているのか……」

　ビイを投げ飛ばそうとしていた王は、すごい姿勢でそれを止めていた。半分持ち上がったビイは恥はずかしさのあまり顔を覆おおう。そういえば今朝も朝食が少し足りなくて、子どもたちに多めに配分してしまったのだ。よくあることだったが、それにしたってまさかこんな時に鳴らなくても。

　喘あえぐようにして息をして、頷うなずくことで何とか王の問いかけに答えた。同意するようにもう一度腹が鳴る。もうダメだ。怒おこられる。

「……そうか」

　しかし意外にも王は穏おだやかにそう答え、ビイを床に下ろした。その下ろし方も乱暴ではなく、ビイが転ばないように手を添そえられる。

（──あれ？）

　していた覚悟は疑問に形を変える。王は隣となりの部屋に姿を消したかと思えば、すぐに何かを持って戻ってきた。

「食え」

　差し出された皿には、高級店でしか見たことのないクッキーが載のっていた。たしかひとつで銀貨二枚する。砂糖で芸術的にコーティングされたそれは、ガラスの飾かざり窓から覗のぞいて、味を想像しては、そのかたわらにある値札の数字にのけぞって諦あきらめていたものだ。いつか子どもたちにも食べさせてやりたいと思ったのと同じものが、無造作に積まれている。

　値段を知っているだけに、はいそうですかと口にはできない。しかし王はこちらの迷いも気にせずにひとつ取って差し出してきた。

「お前は見るからに瘦やせすぎだ。国民を餓が死しさせる国王になりたくはないからな」

　先ほどの言葉へのあてこすりなのは十分に分かった。その上で王がそう言うのだ。遠えん慮りよなくひとつ貰もらってしまおう。

　やけくそのように王の手からそれを貰い、ばっと口に放り込む。粉の甘味が口いっぱいに染しみた。

「──ッ！　おいし……！」

　最初に感じた甘味は口の中でほどけるように引いていくが、今度は香かおりが広がっていく。贅ぜい沢たくに使われたバターの風味だろうか。ときどきビイが作るおおざっぱなクッキーとは別世界のものに思えた。

（こんなに美味おいしいもの、みんなにも食べさせてあげたいなぁ）

　ビイのときどき焼くそのおおざっぱなクッキーでさえ、喜んで一瞬で食べ尽つくしてしまう子どもたちに、こんな美味しいものを与えたら飛び上がるだろう。

　しかし六人分で金貨一枚と銀貨二枚だ。自分の稼かせぎを考えればおいそれと買うことはできない。まして、今は仕事を見つけないといけない身の上だ。クッキーどころの話ではない。めったにない上質な味を反はん芻すうしながら、ビイはため息をついた。

「……子どもがいるんだったか。その分も持っていったらどうだ」

　国王の提案は思いがけないものだった。驚おどろいて顔をあげたビイに国王は何でもないことのように答えた。

「構わん。ここまでの足代だと思え。出口はあちらだ」

　お土産みやげとしてくれるつもりのようだ。ビイは皿と国王の顔を交こう互ごに見る。はやくしろと皿が急せかすように振ふられる。噓ではないようだ。ならばありがたく、とクッキー六枚を確保すると、王は眉み間けんにシワを寄せた。

「……転売しても、大して金にはならんぞ」

　転売？　ビイも眉間にシワを寄せる。

　おぼえのないことだ。クッキーを手にして、転売を疑われる？

「……子どもの分ですけど」

「六枚もいらんだろう。お前には六人も子どもがいるのか」

「……六人いますけど」

　噓は一いつ切さいない。しかし王には信じがたいことだったのか、眉間のシワは更さらに深くなった。

「つくならもう少しマシな噓をつけ。さっきも二十五だと言ったな。どう見ても二十歳かそこらだ。腕うでもこんなに細いじゃないか。よく六人の親だなんて噓を」

　王はクッキーの皿を机に置いてからビイの腕を摑つかんだ。

「骨と変わらん。木の枝か、めん棒の方がよっぽど摑み甲が斐いがあるぞ。お前獣じゆ姿うしはなんだ」

「人のこと植物扱あつかいしないでください。僕の獣姿はユキヒョウですよ！」

「はぁ、にわかには信じられん。そもそも子どもがいるなら手当があるだろう。一人につきひと月金貨二枚。六人もいるならそこそこの助けにはなっているはずだ」

　今度はビイがきょとんとする番だった。手当？　ひと月金貨十二枚も？　毎月の給きゆう与よの支し払はらい明細を思い出すが、税金として引かれる額こそあれ、そこにそんな欄らんは存在したことがない。王に対して首を振る。

「そんなもの、今までもらったことはないです。何かの記き憶おく違ちがいではないですか？」

「……くだらん噓をつくと身の為ためにならんぞ」

　一瞬の間を置いて王が腕を組んだ。疑ってかかる様子を見ると、話にならない。申し開きをするだけ無む駄だになると判断した。手にしていたクッキーの包みを押し戻もどすようにして渡わたす。

「また噓扱いですか。……何なんです、誰だれも彼も敵扱いですか。だったら話なんか聞かなきゃいいのに」

　もったいなかったが、疑われてそのままクッキーを持って帰れるほど豪ごう胆たんでもない。先ほど入ってきた扉とびらに向かい、歩き出す。顔色の悪いツェーイの姿には心が痛んだが、ビイにやれることはないようだ。このままここにいて時間を消費するよりも、別で仕事を探した方が良いい。

「どこに行く」

「帰るんですよ。さっきからあなたがそうしろって言ってたでしょう」

「……手当を受け取っていないというのは本当か」

　王の確かく認にんするような発言に、腹が立った。一から十まで疑われることに不快感を隠かくせない。

「さぁどうでしょうね。噓うそかもしれません。僕は十代かもしれないし、子どもなんかいないかもしれない。けど聞く耳を持たないあなたには関係ないでしょう。ここで書類に埋うもれて過ごせばいいんだ。クッキーごちそうさまでした！」

　目の前の男が、あの血の向かい傷で有名な国王であることは一いつ瞬しゆん忘れていた。疲つかれた様子ではあったが、王の青い目は理性的だったからだ。

　何度も促うながされた出口から、足早に廊ろう下かに出る。先ほど連れられた道をずかずかと歩いた。半分まで来たところで先ほどの土気色の顔の男が追いかけてくる。

「……ちょ、ちょっと待ってよ。おにいさん、本当に困ってるんだ。助けてよ」

　悪い人じゃないんだよ。繰くり返すようにそう言う。分からないではない。空腹のビイにクッキーを差し出した人間が、慈いつくしみの心を全く持ち合わせていないとは思わないからだ。

　しかし発はつ露ろの方法が分かっていない人の側そばにいて黙だまって傷つけられるほど、強くもない。確かに仕事に困ってはいるが、噓つき呼ばわりを受け入れるのはつらかった。

「紹しよう介かいしてくださったことには感謝します。他ほかに引き受けてくれる人がいるといいですね」

「ビイ！　どこに行ってたんだ！」

　先ほどツェーイを拾ったあたりで、オリオンたちの姿が見える。ちょうど良い。ビイは彼らの誰かが希望するなら紹介しようかと振り返ったが、すでにそこにツェーイの姿は無かった。
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　オリオンたちの方は申しん請せいをすることはできたが、状じよう況きようが芳かんばしくないということを知らされた。以前救済措そ置ちがあった人とは状況が違ちがう、の一点張りで補ほ償しようについて何も聞かされなかったらしい。代表を立てて雇こ用よう主と話をしてみることになり、ビイはひとまず家に戻ることにした。

　昼食の時間を過ぎた城下町は活気に満ちている。いつものように大通りの道ぞいには行商が店を広げ、夕食の材料を買いに来た人たちで溢あふれていた。

　中心にある大通りを抜ぬけて、脇わき道みちに入る。家の真裏のアクイラの木が見えてきた。

　いつものように道を行き、顔見知りが窓から外の庭木に水をやっているのに会え釈しやくして通りすぎた。

　さらに通りの奥、見慣れたオレンジの屋根を目にしてビイは足を速める。

　気のせいか、遠くでレンの泣き声が聞こえたような気がしたからだ。それはいつもの不ふ機き嫌げんとは違う、嫌いやな泣き方で、にわかに動どう悸きがした。歩いてはいられず、ビイは走り出した。

　レンの声、近づいていくとルイとルカも泣いている。上の三人が声を張り上げて何かを叫さけんでいるのも聞こえた。

　尋じん常じようではない事態が起きている。通りを抜けて家の前に滑すべり込むと、玄げん関かんの前に我が子六人が座りこんでいる。

　号ごう泣きゆうしていたレンがビイに気付き、「ママァ！」と叫んで飛び縋すがってきた。他の子どもたちもそれに倣ならう。全員を抱だき留めて状況を確認すると、家から見慣れぬ柄がらの悪い男がひょっこりと顔を出した。

「──うちになんのご用ですか」

　声は震ふるえてはいなかっただろうか。できるだけいつも通りにと姿勢を正し、やってきた柄の悪い四人の男と対たい峙じした。

「──借金の回収に伺うかがいました」

　四人のうち、中心人物と思われる男が一歩前に進み出てそう言った。趣しゆ味みの合わない派手な服に、じゃらっと首から下がった貴金属。日差しが反射して、一瞬目がくらんだ。

「し、借金なんかしてないですけど」

　目元を覆おおうようにしてそう言い返すのがやっとだった。身に覚えがない。それは声を大にして言いたい。

　しかし、胃がひっくり返りそうな恐きよう怖ふがビイの中にはあった。ビイ自身に覚えがなくても、昨日見たあの手紙。戸と棚だなにしまったままだ。

　どうか。どうかそれじゃありませんように。

　冷や汗あせをかきながらビイは思った。目の前の男は芝しば居いがかった仕し種ぐさで胸むな元もとから何か紙し片へんのようなものを取り出して、優ゆう雅がに開いてみせた。

「そんなこと言わないで、ここを見てください。この借金ね、あなたのお兄さんの、ベテルさんがしたんですよ」

　──やっぱりか、あのクソ兄貴！

　ビイはその場でへたりこんでしまった。想像の中で、最低最悪な引き出しが根本まで一気に引きだされた気分だ。

　悪気はない。悪気はないが、ビイの兄のベテルという男は少し考えが足りない。ゆるすぎるのだ。へたりこんだビイに子どもたちもくっついてくる。

「兄ベテルとは同居していません。ここにいるのは僕と、僕の子どもだけです。兄の借金は兄から取り立ててください」

　ごく正論と思われる言葉を告げ、ビイは家から出ろと叫ぶ。しかし家の扉を、目の前に立つ男が足で蹴ける。

「こっちも遊びで来てんじゃねーんだ。本人がいようといまいと関係ねぇ。アンタ弟さんだよね？　これ、借用書。借金が返せなかったら、実家を売りますって書いてあるの、これ控ひかえ。見える？」

「そんな契けい約やくしたんですかあの人！」

　借用書を確認すると、借用金額欄らんを見てめまいがした。担保としてビイの家が書かれている。あの手紙は、兄の住所としてではなく担保としての場所に送られてきたのだ。

　借金を回収しに来たという男はビイの耳元で言う。

「そう。そのすごい大金をね、アンタのお兄さんは期日の昨日までに返さず、逃にげたの。行方ゆくえ知れず」

「逃げた……」

　借用書を持つ手が震える。血の繫つながった兄が、ビイの暮らす実家を担保に借金をし、それを返さずいなくなってしまった。債さい権けん者は当然担保を回収しようとする。

（──うそだろ。いくらなんでも、こんな……）

　記き憶おくの中の兄と、借用書の中の兄が一いつ致ちしない。こんなことをするなんて。手が震える。

「だからね、今日からここはアンタたちの家じゃなくなったんだよ。だからお子さんたちにも外に出てもらったんだ」

　そう言いながら、男は何かをぽんと投げた。ちょうど水たまりになっているところへ開く形で落ちたものを見て、ライカが「何をするんだ！」と悲鳴を上げる。プレゼントしたばかりの本は、水たまりに沈ちん殿でんした泥どろにまみれて汚よごれてしまった。

「やめろよ！　まだ返さないなんて言ってないだろ！」

　子どもたちを後ろに庇かばいながら喉のどがちぎれんばかりに叫ぶが、借金取りたちは面おも白しろがるようにして家の中のものを放ほうり出す。どれも大切にしていたものばかりだ。ビイの亡なき両親のものもある。けれど破は壊かいを止やめさせる力がない。今、ビイは借金を叩たたき返すだけの財力もなく、仕事まで失っている。オリオンの問いかけがビイの中でリフレインする。

（子どもたちを、守れるなんて……全然言えない……！）

　ビイは自分の無力さを、ただ呪のろった。

（でも、このままにはできない！）

　やぶれかぶれでも何かできないかとビイが立ち上がろうとした瞬間、突とつ如じよとして、涼すずやかな声が聞こえた。

「──お前、年収はいくらだ？」

　声は背後から聞こえた。唐とう突とつな質問に、ビイは一瞬固まった。おそるおそる振ふり返ると、斜はす向むかいの建物の屋根の上に、つい先ほど別れたはずの王が立っている。

（え？　なんで？）

　日差しを浴びて、王の銀ぎん髪ぱつがきらきらと輝かがやいていた。肩かた口ぐちに金の刺し繡しゆうがある上着はよく見れば上品な光こう沢たくのあるものだ。幾いく重えにも重ねた内側にも凝こった意い匠しようの裾すそが見え隠れしている。

　ビイは問われたことも忘れ、思わずその姿に見み惚とれる。

　王はビイと、家を交こう互ごに見てから「……どう見ても金貨九百枚を稼かせいでいるとは思えんな」と呟つぶやいた。そして舞まうように屋根から下りて、こちらへ近づいてくる。

「──なんだお前？」

　よく鍛きたえられた拳こぶしをぽきぽきと鳴らしながら「関係ないやつはひっこんでろ」と凄すごむ相手に対し、王は歩みを止めずに口を開く。

「フォーマル王国民法三百五十九条、貸し金業者において年間貸し付け金額は、最大で債務者の年収の三分の一を超こえてはならない」

「は？」

　王の言葉に、ビイも疑ぎ問もん符ふが浮うかぶばかりだ。借金取りも同じように理解不能という表情をしている。

「──半年前に、私が不ふ眠みん不休で作った法律だが、知らないのか」

　しかし王は、まるで気にしていないそぶりでそう言った。借金取りのリーダーは、不快感をあらわにする。様子がおかしいことに気付いたのか、室内にいた他ほかの男たちも外に出てくる。

　いくら王でも多勢に無勢だ。助けを呼ばなくてはいけない。子どもを抱いたまま、立ち上がろうとしたビイだったが、王は平然とした顔で続けた。

「この法律には、威い嚇かく行動や非人道的な取り立てを禁止する条じよう項こうも付帯しているが、お前たちは本則、附ふ則そくともに違い反はんしている。今すぐやめて、法に則のつとった活動をしろ」

　王の明めい瞭りような声は不思議とよく通り、一いつ瞬しゆんその場は静まり返った。しかし借金取りたちはすぐに我に返り、鼻で嗤わらった。

「法律が何だってんだ。そんなの守ってて仕事ができるかよ」

「──法を守らぬ者は、法にも守られんぞ」

　対峙する王の青い目が、男たちを射い貫ぬくようにして光る。一瞬男たちは固まった。しかしその意図するところを理解できなかったのか、一人がハハ、と笑い出すと一いつ斉せいに全員が同じように笑う。

「法、法って、あんたおめでたいヤツだな。面白い。けど長生きできねぇよ」

「……法を守らぬことを選ぶのか」

　男たちは王を包囲するように立ち並ぶ。その様子を見た王は、大したことでもないというように小さくため息をついた。まるで今から行く道を確かく認にんしただけのような、なんら脅きよう威いではないという姿勢に、借金取りたちも苛いら立だった様子だった。

「守んねぇよ。何か問題があるのか？」

　借金取りのリーダーが嘲あざ笑わらい、言った。しかし王は怯ひるむ様子もない。遊んでいた襟えり足あしの髪かみをまとめ、「いや、構わん。むしろそうであれば話は早い」と、ただ一言だけ告げる。

「──実は、私もそちらの方が得意だ」

　言うが早いか、王の一番近くにいた男が宙を舞った。

　何が起きているのか分からなかった。ビイが事態を把は握あくするよりも早く、風が舞い、それが収まると同時に二番目の男も地に沈しずんだ。俯うつぶせに倒たおれた男は死んではいないようだが、ぴくりともしない。気付けば少し離はなれたところにもう一人倒れていて、その場には青い顔をしたリーダーだけが残っていた。

「……さて。もう一度、法律の話をしようか」

　王はリーダーを片手だけで簡単に押さえ込み、持ち上げて近くの木の枝に引っ掛かけた。

「一人の客に年間で貸して良い金額は？」

「ひ、ひい」

「ひいじゃない。単純な計算だろう。金貨二百四十枚の年収の客に、貸し出せるのはいくらだ？　言ってみろ」

「……き、金貨八十枚ですぅっ！」

「そうだな。その債権回収の際も、気を付けることがあるな。今から言うことを復唱しろ」

　男が法律を暗唱している間にも、騒さわぎを聞きつけた近所の人が集まってきた。マダムがへたりこんでいるビイを助け起こしてくれた。

「い、いま警けい邏ららの兵士を呼んだからっ！　大だい丈じよう夫ぶだからね！」

　その言葉と同時に武器を持った兵士たちが飛び込んできた。倒れ伏ふしている男たちを見て、王に向かって槍やりを向けた。

「ぎ、ぎゃああ！　助けてくれぇ！」

　警邏の兵士を見た借金取りのリーダーは助けだと思ったのか、つぶれたカエルのような悲鳴を上げて手足をばたつかせ、目の前の王へと摑つかみかかった。その手には、隠かくし持っていたらしい刃は物ものがきらりと光っている。相対する王は丸まる腰ごしだ。ビイは悲鳴を上げる。

「危ないっ！」

「──ッ！」

　ガスッと鈍にぶい音が響ひびく。

　叫さけんでいた男は刃物を取り落とし、額から血を流しながら、ゆっくり沈んだ。

　警邏の兵士たちが、王が振り向くのに合わせて息を吞のむ。頭ず突つきをしたときの返り血で額が汚れてはいるが、鼻筋に横に走る傷から、彼がこの国の王だと分かったらしい。

「こいつと、倒れている二人。あとそこの塀へいの上にひっかかっている男を連れていけ」

　あまりに唐突なことばかりで、ビイは子どもたちを抱かかえたまま茫ぼう然ぜんとしていた。兵士たちは速すみやかに男たちを拘こう束そくして連れていった。

「このあたりに孤こ児じ院はないか？」

　茫然とする中、王が集まった見物人にそう声をかけている。知らないとの返事に王は少しがっかりした様子だ。

　服の裾を軽く叩はたいてから、ちらりとビイの方を見た。それから人差し指でかぞえるような仕し種ぐさをする。

「……？」

　どうやら子どもの数をかぞえているらしい。そういえば疑われていたんだった。思い出したビイは肩かたをすくめる。

「本当に、六人いるのだな……」

　そう言うと、王は胸むな元もとから何か布でくるまれたものを取り出して、ビイの前にしゃがみこむ。

「菓か子しだ。みんなで分けると良いい」

　王の手には、先ほどのクッキーが六枚あった。受け取った子どもたちの目が輝く。

　全員に行き渡わたって良かった、とビイがほっとしていると、長男のライカが「ママの分がないから僕と半分こね」と健けな気げにも分けてくれようとする。

「いい。いいんだよ。ママはさっき貰もらったんだ」

　まるっと一枚食べなさい、と言うと、すぐそばで一口食べたリッカが「うっまーい！　これ美味おいしいよ！　ありがとな！」と興奮ぎみに叫んだ。それを見て、ライカもそのまま口に運び、目を輝かせた。ルイも、ルカも、リックも口に入れた途と端たん、絶句している。確かに美味しかった。さきほど食べたあの味が蘇よみがえって、口元に笑えみが浮かんでしまう。

　ふと末っ子のレンが何も言わないことに気付いた。ビイに背を向けている小さい我が子と視線を合わせるようにしゃがみこむ。

「何してるの」

　するとレンはクッキーを何とか割ろうとしていた。固くもないが柔やわらかくもないそれを適当に割る力加減が難しいらしく、奮ふん闘とうしている。しかしその小さい手が何のためにそれをしようとしているのか分からず、ビイはとりあえず落下に備えて、その小さな手の下に自分の両手を広げた。

「あの、おじちゃんにも、あげるの」

　奮闘するレンが、小さくそう言った。王が驚おどろいたようにこちらを見る。耳がいいらしい。おじちゃんと言ったことも聞こえているなら後で訂てい正せいしなくては、と思っている間にクッキーがぱきんと音を立てて割れた。

　想像通りビイの手の中に落ちて来たそのうちのひとかけを、レンは嬉うれしそうに摘つまみ上げて王に向かって差し出した。小さな手がもみくちゃにした後だ。得意ではない人もいるだろう。まして自分の縁えん者じやでもない他人の子どもだ。無理に勧すすめることはしないよう注意しなくては。

　そう思ったビイに対して、しかし王は黙だまってしゃがみこみ、それを受け取って目の前で口に運んでくれた。

「美味しい？」

　息を吞んで成り行きを見守るビイの前で、レンが首を傾かしげれば小さく王が微笑ほほえんだ。

「ああ。美味しい。……分けてくれてありがとう。残りは自分で食べろ」

　満面の笑みを浮うかべ、残ったクッキーをレンは口いっぱいに頰ほお張ばった。その味に驚いたらしく、口を押さえたまま他ほかの兄弟のところへ走り出す。

「あの、ありがとうございました。何か御お礼れいを」

　ようやく今日のことの御礼ができると立ち上がりそう言うと、王は静かに首を横に振ふっただけだった。

「気にするな」

「でも大分時間を取らせてしまいました。申し訳ありません。僕、失礼なことばかり言ったのに、どうして」

　王は伸のびをしてから、もう一度「いいや」とビイに向き直る。

「もし、お前の言うことが真実で、家に子どもが六人いたとしたら、私はその子たちから菓子を奪うばってしまったことになる。……それが無む性しように気になってな」

「……そんなことで？」

　些さ細さいなことだ。ビイの言うことを疑いながら、そんなことを気にしていたというのか。内心で舌を巻く。

「ねぇママ。あのひとたちもう来ない？」

　ライカがルイとルカの手を払はらってやりながらそう聞いてきた。今は捕つかまったが、長くは拘こう留りゆうされないだろう。ビイもそれに答えることができない。

「分かんない。けど、借りたものは返さなくちゃね」

「違い法ほうな取り引きを成立させる義務などないぞ」

「……それはその通りですけど、さっき王様がなさったように法が通じる相手じゃないですから」

「しかし金貨三百枚を稼かせぐのは容易ではないだろう。子どもたちの生活費もいる」

「それは……」

　職場もない今、明確な解決策は確かに持ち合わせていない。言い淀よどむビイに対して、王は「分かった」と力強く言う。

「今日から私の付き人として採用しよう。期間は一ヶ月。それで良いな？」

「!?」

　驚いてビイが顔を上げると、王は青い目を優やさしく緩ゆるませている。

「──そういえば、まだ名乗っていなかったな。私の名前はハウトだ」

「……ビイ、です」

　なんという日だろうか。ビイはくらくらする頭を抱えて言葉を失った。




　　　　◆




　子どもたちの荷物をまとめて王宮にたどりつく頃ころには、ビイの混乱も落ちついてきた。いつも遠くに眺ながめるばかりだった白はく亜あの宮きゆう殿でんに足を踏ふみ入れた子どもたちは目を丸くしている。

　高い天てん井じよう、大通りよりも広い廊ろう下か、いくつあるのか分からない扉とびら。それぞれに凝こった意い匠しようの彫ちよう刻こくを中央に配した広間など、まるで縁えんのなかった高貴な世界だ。ビイも圧あつ倒とうされる。

　子どもたちは、しきりに周囲を見回し、けれどビイの足元から離はなれることはしない。少し歩きにくかったが、走り回られるよりマシだと腹をくくってビイは進んだ。

「あぁ～、良かった。無事に戻もどってきてくれて」

「ツェーイ、それはどっちのことだ」

「やだなぁハウトさん。あなたも付き人さんもどっちも大事だよ。良かった～」

　先ほどよりはツェーイの顔色はマシになっていた。あれから少し眠ねむったらしい。過労だよ、と軽く言われてビイはそうですか、とも言えない。何もないところで倒たおれるほど疲つかれていたとはどういう状じよう況きようなのだろうか。

　不ふ審しんに思いながらもビイたちは、一ヶ月好きに使って良いと言われた部屋の扉の向こうに広がる世界に圧倒された。

「すごーい、広い！」

　ビイたちの家がそのまま三つくらい入ってしまいそうなフロアが続いている。天井に届くほど大きな窓が三つもあるおかげで日当たりも良い。窓から外のバルコニーに抜ぬけることができて、そこからは裏庭を望むことができた。

「ねぇママ、たんけんしたい！」

　子どもたちがキラキラした瞳ひとみでビイを見た。

「いいんじゃない？　入れないところには鍵かぎが掛かかってるから」

　ツェーイから許可を得て、部屋から出てみる。探検は、ビイも楽しかった。ハウトのいる執しつ務む室は左右に大きな部屋を設けていて片方はビイたち一家の部屋、執務室を挟はさんで反対側がハウトの私室となっているらしい。

　三つの部屋はサンルームで繫つながっていて、そこにある階段を下りれば美しく手入れされた中庭に出ることができた。

　広い中庭のふかふかした芝しば生ふをリッカが走り、その後ろをライカが下の双ふた子ごの手を引いて歩く。ビイはレンとリックに歩調を合わせた。

「なんだろ、ここ」

　中庭の隅すみ、サンルームからわずかに見えるところに倉庫のような建物があった。大きな扉に丈じよう夫ぶそうな鍵がついているが、使われなくなって大分経たつのか錆さびついて朽くちていた。

「中には入れないねー」

　リックが「かくれんぼに使えそう」と笑った。歩くうちに温室や噴ふん水すいなど、豪ごう華かな施し設せつを見ることができた。

　特にどこまでも長く続く王宮の廊下は、先が見えないことに啞あ然ぜんとする。途と中ちゆうで歩き疲れてしまったレンを抱だっこして、ようやくたどりついた突つき当たりの壁かべには、大きな絵画が飾かざられている。

　近づいていけば、額縁の下にわずかに見える金のプレートには第五十六代と書いてある。

（これ……ハウトのお父さんとお母さんかな？）

「おうさまー？」

　ビイの腕うでにいたレンが絵を見てそう声を上げた。ビイは「たぶん」と答えながらも、わずかに首を傾げる。

「……なんか、似てないね」

　ルカのその感想はビイも同じように思った。

　絵は前王と王おう妃ひと思われる装よそおった男女がソファに座り、その後ろに少年が立っているという構図だ。

　前国王夫妻の顔を知らないので評価のしようもないが、唯ゆい一いつ知っているはずのハウトと思おぼしきその少年の顔は、妙みように少女めいて線が細く、これが十年経って彼になるだろうかと言われたら、若じやつ干かん同意しかねる出来だった。

「もしかしたら絵を描かいたひとが上手じゃなかったのかもなぁ」

　いっそ別人だと言われた方が納なつ得とくできる。

「ねぇママ。ここ、図書室じゃない？」

　先を歩いていたリッカが興奮したように叫さけんだ。ライカも「ほんとだ！」と叫んだので、ビイは足を速めた。王宮の図書室とは、どんなものなのだろう。

「すごーい！」

　扉から中を覗のぞき込んで、ビイは子どもと一いつ緒しよになって思わずはしゃいだ。幸運にも扉には鍵が掛かっていなかった。本の香かおりのするその部屋は、見上げるほど高い棚たなが二階建て分の天井までみっしりと埋うまっていた。

　ビイは上方にある本を取るためのはしごにライカが足を掛けたのを見て、慌あわてて止める。

「ここにある本、全部見ても良いいのか聞いてくるから少し待って！」

　ビイは図書室の扉から外に出た。扉にある窓から、中で子どもたちが楽しそうにおしゃべりに興じているのが見える。横目で確かく認にんしながら歩いていたビイは、いきなり目の前に現れた柱にしたたかに顔をぶつけてよろめいた。

「あいたたた……」

　そんな大した高さもない鼻が無くなってしまったらどうしようかと廊下の端はしにしゃがみこんだ。するとタイミングが良いのか悪いのか、王宮の奥の方から人がやってくる。

　ビイがしゃがみこんでいたところが死角になっていたのか、やってきた人は立ち止まり、誰だれかとひそひそと話をしている。声だけ聞けば、それは男たちのようだ。

（……？　なんだろ、王様のことかな？）

　少し近づけば聞こえるかもしれない。もしかして、仕事の理解に役立つことだったら。ビイは聞いて良いことか迷いながらも、耳をそちらに集中させた。

（──ん？）

「ツェーイが、過労で倒れたらしいな」

「……裏切らせろ、王の孤こ立りつを深めていけ」

（──なんだこれ）

　ビイは身を硬かたくした。裏切らせる？　王？　孤立？　聞いてはいけないものかもしれない。冷や汗あせが一気に出た。わずかな動どう揺ようで、身じろぎしてしまい、音がする。

（しまった！）

　話をしていた男が「誰だ！」と叫ぶ。ビイは身を低くし、獣じゆう化かして廊下の先に走った。ユキヒョウの足は音も無く走るのに向いている。

（ちくしょう、行き止まり……！）

　しかし道を知らず走ったところで、行き止まりだ。

「──ビイ」

　聞き覚えのある声が聞こえ、ビイは腕を引かれて倒れ込んだ。

「こちらへ逃にげたぞ……！」

　追いかける声が近づいてきたが、ビイの視界は白い布で遮さえぎられた。誰かの手が、ビイの口をふさぐ。

「おや、ピスケスではないか。このようなところで何を？」

　聞こえてくるなめらかな声は、ハウトのものだ。ビイは白い布が彼のマントだと気が付き、息をついた。安心してユキヒョウから人の姿へと戻る。

「……国王陛下こそ、何をなさっておいでで？」

　ピスケスと呼ばれた男が低く呻うめいた。声だけ聞けば、老ろう齢れいのように思える。

「野や暮ぼだな。口説いていた人がようやく許してくれたんだ」

　ハウトの手が、マントの下でビイの唇くちびるをそっと撫なでる。

「……本当にその下にいるのが意中の方なのですか？　急きゆう遽きよ採用したという付き人が、私たちの話を盗ぬすみ聞きしたのでは？」

（──全部ばれてる）

　ビイは背筋を凍こおらせたが、ハウトは意にも介かいさぬという風ふ情ぜいで嗤わらった。

「はは、疑うたぐり深いな」

　そう言うなり、ハウトは横たわっていたビイをマントでくるんだまま抱き起こした。口元だけめくられたと思ったら、ぬるっと濡ぬれた何かが唇に触ふれる。

（──!?　なに!?）

　視界は遮られたままのビイには何が何だか分からない。ただ少しして、ビイの舌を何かがつついた。それだけで、ビイは状じよう況きようを察した。

（……噓うそだろ……）

　キスは長い時間続いた。最初は息を止めていたビイも、何とか呼吸を確保してから、それらしく振ふる舞まおうとハウトの身体からだに沿うように姿勢を変えた。

「──いつまでそこで見ているつもりだ？」

　どれくらいキスが続いたのか分からなくなってきた頃ころ、ハウトが重なった唇をわずかにずらしてそう言った。

「──もう結構。お忙いそがしいようなら今日の議会へはご出席なさらなくても宜よろしいのでは？」

　ピスケスはそう言い、足音が遠ざかっていった。ハウトはそれでもキスを止やめない。ビイはいつまで続けたら良いのかと震ふるえながら耐たえた。

　そうして、足音が聞こえなくなってしばらく経ってから、ようやく唇がほどかれた。完全に息を上げたビイが倒たおれ込むのを支えるように抱きかかえてからハウトは「ふむ、意外だ」と呟つぶやいた。ビイは肩かたで息をしながら聞き返す。

「なにが……」

「──ビイは六人の子持ちのくせに、キスが下手だな」

　その言葉の数秒後に、乾かわいた音が響ひびいた。
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　ビイはフラつきながらハウトの後ろを歩いていた。手伝ってほしいことがあると言われ、ついていっている最中だが、先ほどのキスについては弁解も謝罪もない。

　危ないところを助けてもらったのは分かっているので文句はないが、ひとつだけひっかかっていた。

（……初めてだったんだけどなぁ）

　口には出せない事実だ。しかしハウトは当然のようにそれを奪うばい、あまつさえ下手だと言ったのだ。御お礼れいを言おうと思ったのに、その一言で思わずひっぱたいてしまった。

（そういえば、ピスケスって人が議会の出席がどうとか言ってたけど……）

　前を歩くハウトはどこに行くつもりなのだろう。黙だまってついていくだけでいいのか？　聞こうとしたところで、ハウトがぼそりと「一日二回もピスケスの顔を見ることになるとはな……」とうんざりした様子で呟いた。

「今から議会に参る。傍そばに控ひかえてその紙に書記をせよ」

　ハウトは大きな扉とびらを前にしてそう言う。ひときわ大きな扉だ。中からは人の気配もする。ビイは王の付き人らしい仕事だと姿勢を正す。

「入るぞ」

　ハウトが入った瞬しゆん間かん、待機していたらしい人々は水をうったように静まり返った。

（おお、さすが王様）

　ビイは感心しながら後に続く。しかしその静せい寂じやくは続かなかった。

「──ごきげんよう、陛下。お時間さほど経たっていないようですが、意中の方との逢おう瀬せはもう宜しいので？」

「ピスケス宰さい相しよう。議題は何だ」

　ハウトに声を掛かけた男の声には聞き覚えがあった。つい先ほどマントの下で聞いた。宰相？　宰相って言った？　思わず反応してしまう。男は「そうですのう」と呟いた後、毒気たっぷりに言った。

「陛下の婚こん約やく者である我が孫まご娘むすめのところにお渡わたりがないのは、あの意中の方の影えい響きようですか」

「知らぬ間に結ばれたものは婚約とは呼ばぬ」

「そう冷たくなさらず。この国の未来のためにお子様は必要ですよ」

「そうだな。子どもの乳母うば車、押している最中に後ろから突つき飛ばされねば良いがな」

「ほほ、面おも白しろいことをおっしゃいますなぁ。乳母車はきちんとお守りします」

「──それが、スピカの血を引く子ならか？」

「前々国王の叔父おじである私のひ孫であり、陛下のお子様だからです」

（なにこの露ろ骨こつな対立）

　ビイは啞あ然ぜんとした。察しが良ければなんて程度ではない。言葉の殴なぐり合いだ。王宮ではこんなことが日常茶さ飯はん事じなのか。

　しかし国王のハウトがピスケスとの会話をやめて席についても、ビイの驚おどろきは続いた。議会の誰もが、ハウトではなく先ほどの宰相の方を向いていた。王宮では、こういう座り方が法律なのかもと、ビイは自分を無理やり納なつ得とくさせる。

　議題は戦災孤こ児じに対する教育費の国庫負担だった。

　ビイも興味がある内容だったので議論の推移を見守ろうと姿勢を正したが、第一声でピスケスが「手を尽つくすが財源には限りがあるからのぅ」と言うと、周囲は「まったくもっておっしゃる通りで」と口を揃そろえて同調する。

「では、この件に関してはそれでよろしいですかな。次にまいりましょう」

　時間にしてわずか数秒。議論らしい議論はまるでない。

（うそでしょ）

　こんなもの議会ではない。目の前の事態が信じられず茫ぼう然ぜんとするビイの横で、ハウトが口を開いた。

「待て。それは重要なことだ。現状でできないという結論を出すより、財源を確保することを前提にもっと話し合うべきだ」

　洗い直せばできないことはない、と市民からすればまっとうなことをハウトが言ったので、ビイは良かったと胸をなで下ろす。国の最高権力者がこう言っているのだから、これで終わりということはないだろう。

　しかし不自然な沈ちん黙もくの間ができた。まるでハウトが発言したことを責めるような圧を感じたことにひやりとした違い和わ感をおぼえる。

「……では、決をとります。本件について、ピスケス殿に賛成の方」

　その場で静かに出席者の手が挙がる。ハウトを除き、全員が挙手していることに気付いてビイは小さく「うそでしょ」と呟いた。満場一いつ致ちだ。苦々しげな顔で低めに挙手している人もいたが、ハウトの意思は一いつ顧こだにされない。

（どういうこと。だって今、国王が意見を述べたのに？）

「これで終わります」

　ビイが目を白黒させている間に、議会は解散した。さきほど苦々しげな顔をしていた人だけが、去り際ぎわにハウトにわずかに頭を下げただけで、あとは誰だれもこちらに目を向けることはなかった。

「──あんなのおかしい」

　ビイは執しつ務む室に戻もどってから、大きめの声で言った。

　図書室で本を読むのには飽あきてしまったのか、子どもたちは中庭で楽しそうに遊んでいる。鬼おにごっこだろうか。こんな時でもなければビイも混ぜてほしいくらいだ。

　しかしビイの前には、ようやく過労から復活してきたらしいツェーイと、ハウトが並んで座っている。

「おかしいように見えるかもしれないけど、議会の多数決が優先される法律があるからね」

「そんなの法律のほうがおかしい！」

　ツェーイのその言葉にビイは嚙かみついたが、当のハウトが首を振ふる。

「王の独裁を議会が防げるようになっているという意味では価値のある法律だと思うぞ」

　そう言われてはビイも言葉がない。権力が偏へん在ざいせず、多数の意見が優先されるならば民主的で良い方法だ。だが、目の前の議会があんなにいびつな形で運営されているのだ。納得できなかった。

「……どうしてあのおじいさんと真っ向から対立してるの？」

　ピスケスの顔を思い出しながらしたその問いかけに、ツェーイは「どうしてだろうね」と、へらりと笑う。

「露骨に敵対関係で、こっちは劣れつ勢せい。ハウトさんについてるのは、戦場で拾われたオオカミのオレしかいない」

　ビイはにわかには信じがたくて首を振る。ツェーイが犬科獣じゆう人じんだったことも驚きだが、何よりもハウトは国王なのだ。

「──どうしてです。何故なぜ、王様よりも宰相につく人が多いんです」

「色々あってねぇ……」

　そんな言葉で表現できることだろうか。ビイは詰つめ寄るようにして二人に言った。

「さっきピスケスは、あなたを孤こ立りつさせるためにツェーイを裏切らせろと言っていました」

　しかしハウトは「まぁそうだろうな」と眉まゆを寄せることさえしない。

「書類仕事ぜんぶハウトさんにやらせて、執務室から出られないようにさせてるくらいだもんね～」

　調子外れなツェーイの明るい声に、ビイはめまいがした。

「意味が分からない！　法律はあなたが決められるんでしょう？　王様は無視してはいけないとか、一番偉えらいのは王様であるとか作ったらいいんじゃ」

　ツェーイが笑って首を振る。

「それも議会で却きやつ下かされたら終わりだ。……それに、ハウトさんはそういう法律は作らないよ」

「どうして」

　何故そう言えるのか。ビイが疑問に思っていると、ハウトも横で「ああ、作らない」と答える。

「先ほども言ったが、王の独裁を議会が防げるというのは重要なことだ。血統で決まる王のすべてが、正しい王になれるかは分からないだろう。私の代のためだけにこの法律を破は壊かいすることはできない」

　実に筋の通った意見だった。ビイは反論の余地なく黙だまり込んだ。ハウトが少し言葉を和やわらげて「我々もピスケスに関しては全くの無策というわけではない」と言うのを釈しやく然ぜんとしない気持ちで聞いた。

「そういえば、ビイくんのチビちゃんたちは全員獣姿は得てる？」

　中庭で遊ぶ子どもたちを見ながら、ツェーイが言った。

「末っ子のレンだけまだ。あとは全員証明書済み」

　すっきりしないままビイは子どもたちを見た。教育費の国庫負担か、と思ったことでふいにあることを思い出す。

「どうして獣姿証明書って、あんなに高いの。オレてっきりあれが教育費にあてられるんだと思ってたんだけど。もしそうじゃないなら金貨一枚と銀貨二枚はつらい」

　ほぼ愚ぐ痴ちのようなものだ。きっと子どもたちのためになるからと思って支し払はらったものが、そうではないのかという愚痴。しかし、そのとたんハウトがぴたりと動きを止めた。青い目が嫌いやな光を灯ともしてらんらんと輝かがやいている。

「……いま、何と言った？」

　ビイはその光に後ずさりをした。ビイの愚痴はそんなに許されないものか。震ふるえるビイにツェーイがさらに言い募つのる。

「証明書に金が掛かかるだって？　そんなはずないよ。必ひつ須すの登録で費用なんか掛からないって」

　ツェーイのその言葉に驚きはしたものの、ビイはゆっくりと首を振った。

「いえ。間ま違ちがいなく払いました。役所で申しん請せい書を出すときに揃えないと受理されないから」

　ハウトは絶句したままゆっくりと頭を抱かかえてから、静かにビイに向かって言った。

「私を役所に連れてゆけ」
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　街に繰くり出せば、真っ白なライオンの獣人というのはとても目立つ。

　それはハウトも分かっているのか、長い大きなマントを羽織り、顔を隠かくせるように調整していた。顔の向かい傷も有名なので、口元と一いつ緒しよに鼻も隠しており、すっぽりマントにくるまったハウトは、目元しか見えない。

　護衛もなしでいいのかと思ったが、彼の実力を思えば愚ぐ問もんとも言えた。ビイは子どもたちを連れて、いつものように役所への道を進んだ。

「ねぇ、穏おん便びんにやってね」

　ハウトは答えない。「ねぇ」ともう一度呼んでマントをひっぱろうとすると、何かごつりとしたものに触ふれる。

（──マントの下？　なに持ってるんだろう）

　そう疑問に思った直後、見えてきた役所の前に見覚えのある女性の姿があった。

「あ、ヴィルゴのお母さん」

　リックがそう声を上げた。昨日きのうビイが助けてやった子の母親だ。リッカが走って行って呼び掛ける。

「ああ、先日はどうもありがとうございました。今日は、獣姿証明書の申請に来まして」

　子どもたちを連れたビイを見て、彼女は丁てい寧ねいに頭を下げてそう言った。普ふ段だんならば「へぇ、いってらっしゃい！」で済むはずの話に、ビイはひきつった。

　背後のハウトが怒いかりのオーラを出しているからだ。まさに話題の獣姿証明書だ。その提出について、事実を一から十まで見られると、二人はヴィルゴの母親について役所内に入った。

　何の用でここに来たのかは器用にリックが躱かわしてくれる。リッカがヴィルゴと遊んでいて、ライカはハウトに役所の説明をしている。

　冷や汗あせが止まらなかった。ビイは「できるだけ穏便にやってね」と繰り返す。

　昼間の役所は平和そのもので、そう待つことなく窓口の女性がヴィルゴの母を呼んだ。用件を告げる彼女に対して、窓口は当たり前のように費用を請せい求きゆうした。

「──何故金が掛かるのだ」

　窓口に影かげが落ちる。ヴィルゴの母と窓口の女性が、顔を見合わせて震えあがった。

「答えろ。何故、全員が提出する書類にそんな費用が掛かる。いったい誰が決めた」

「も、もう少し言い方ってもんがあるだろ……!?　すみません、詳くわしい人が他ほかにいたりしませんか……!?」

　にわかに周囲が騒さわがしくなり、ビイは慌あわててハウトを止めに掛かる。ヴィルゴの母がビイに助けを求めるような視線をくれた。

　確かに彼女にとってみれば、予定外の男が途と中ちゆうから割り込んできたのだ。何事かと思うだろう。窓口の女性も異常事態と察して、後ろにいた上司らしい男性を呼ぶ。

「騒ぎは困りますよ。話ならあちらで」

　間に割って入った上司が、ハウトに強い口調で食ってかかった。しかしハウトも当然ひくはずがない。

「どこにもゆかぬ。ここで良い。お前なら説明ができるか。何故この証明書一枚にそんな金が掛かるのだ」

　気が付けば周囲からは人が引いている。役所の窓口の向こうでも、慌ただしく誰だれかを呼んでいた。穏便に、という数分前のビイの願いは儚はかなく散った。

　対応している男性も困ったのか、机を軽く叩たたいた。その指の下にあったヴィルゴの申請書が音を立てる。

「──これに何故お金が掛かるって、そんなの法律だからに決まっているでしょう。何故って、文句なら制定した王様に言ってください。何なんだアンタ」

（知らないって恐おそろしいなぁ……）

　ビイは内心でそう思いながらことの成り行きを見守っている。ハウトはまだ身分を明かすつもりがないらしく、顔を隠したままだ。

「まだ騒いでいるのか」

　睨にらみあいがしばらく続き、にっちもさっちもいかなくなったのをようやく察したのか、奥から老ろう齢れいの男が出てくる。周囲の様子から見て、彼が一番偉い人らしい。ハウトに対応していた男性が、そちらに向かって弱り切ったように助けを呼ぶ。

「……知らん顔だな」

　ハウトが小さく呟つぶやいたのは、ビイにしか聞こえなかったと思われた。ビイ以外の誰もが、現れた責任者がこの顔を隠した闖ちん入にゆう者を追い出すと考えただろう。

　ハウトがゆらりと姿勢を変える。ようやくマントを外して顔を出した。向かい傷のあるその顔に、一いつ瞬しゆん周囲がざわめいた。

「……その者にな、王が制定した法律で費用が掛かると決まっていると言われた」

　しかし戦争を終えたばかりの国で、向かい傷など珍めずらしくもない。すぐにハウトだとは気づかなかったらしく、男は気け圧おされながらも半笑いで言う。

「そうです。法律で決まっていますので、費用を払わないと登録はできません」

「──どの法律だ？　私はこの国の法律をすべて記き憶おくしているが、そんな文言見たことがない」

　そう言うなりハウトはマントの下から法律書を取り出して叩きつけるようにして男の前に置いた。ごごん、という重い音が、その本の重量感を語っている。

（そんなもん持ってきてたのか！）

　確かに何か重そうなものを持っているな、とは思ったのだ。まさか本を持参しているとは想像できなかった。

　ビイでさえそんな状態だ。事情も知らない責任者が「何を言っているんだ」と怪け訝げんそうな顔をするのも無理はない。彼は差し出された法律書に手を出すことはなく、背後にいる警備員に声を掛けるチャンスを窺うかがっているようだった。

　しかし途中でハウトが外の様子で何かに気付いたらしい。法律書を叩きつけたまま、後ろを振ふり返った。

「あの音は何だ、ビイ」

　ハウトがそう言ったのとほぼ同じタイミングで通りの向こうから悲鳴が聞こえた。暴走馬車に気を付けろと騒ぐ声も聞こえる。

　緊きん急きゆう事態だと察したハウトが唸うなる。ビイが最近出しゆつ没ぼつしている貴族の悪あく趣しゆ味みな遊びだと伝えれば、途と端たんにそのまなじりがつり上がる。

　ビイが役所の扉とびらを開けると、まさに目の前を馬車が通過しようとしていた。通りすぎたと思われる現場は散々だった。出店が多い道にわざわざ四頭立ての馬車が進入し、なぎ倒たおすように駆かけている。

「あっ、危ない！」

　馬車の進路から逃にげ回る人々の中で、幼い子どもが一人転んでしまったのがビイのいる場所から見えた。しかし馬車はそれに構うどころか、むしろ目指すようにしてスピードを上げて突つっ込んで行った。

　誰もが大惨さん事じを想像して固まった。鈍にぶい音が響ひびく。ビイは子どもたちに悲惨な現場を見せまいとかばった。

「……ママ、大だい丈じよう夫ぶそうだよ」

　しかし、リックの言葉におそるおそる振り返れば、そこにはひしゃげた馬車と、それを片手で止めて涼すずしい顔をしているハウトが立っていた。対照的に馬車のパーツのどれもがぐしゃぐしゃになっている。

　ハウトの足元はどれだけ力が掛かかったのか、そこだけがえぐれるようにして凹へこんでいた。

　仁に王おう立だちをするハウトの肩かたでは、逃げ遅おくれた幼い子どもが泣いている。どうやら無事のようだ。ビイは安あん堵どの息をこぼす。

「何すんだよ、てめぇ。これ、どうしてくれんだ」

　馬車に乗っていた貴族の若い男は中断されたことに怒り、降りてきた。ハウトはその男が真横に来るまでじっと待っていた。

　胡う乱ろんげにそう言いがかりをつけてくる男に、民衆は固かた唾ずを吞のんでその様子を見守った。するとハウトは唯ゆい一いつ無事だった馬車の前輪を外したかと思うと、その鉄製の輪を腕わん力りよくに任せて思いっきり押し曲げた。

「あーっ！　何すんだよ！」

「それはこちらのセリフだ。貴様ここで何をしている、どこの家の者だ」

　ハウトはひん曲げた前輪をぽんと放ほうり投げた後、泣いている子どもをちらりと見た。転んだせいか頰ほおに泥どろがべったりついている。マントで拭ふいてやってから、ハウトはそっと肩から下ろした。

「あんたに名前を答える筋合いはない。高貴な血筋なのはこれで分かると思うけど」

　そう言うと、男は貴族を表すライオンの獣じゆ姿うしを取る。分かっていたこととはいえ、猫ねこ科肉食獣の頂点に立つその姿の威い圧あつ感は凄すさまじく、周囲の人ひと垣がきはざわめいて少し距きよ離りを取った。

　しかしそれがハウトにとって何の威い嚇かくになるというのだろう。当たり前だが、ハウトは平然と「それが何だ」とにべもない。子どもが避ひ難なんしたのを横目で見てから、詰きつ問もんするように言った。　>>>♥

「私の顔も分からんような木っ端ぱ貴族の分際で、よくも市民生活をここまで荒あらせるものだな」

　ハウトのその挑ちよう発はつ的な言葉に若い貴族は憤ふん慨がいしたようだったが、次の瞬間、ぶわりと姿を変え現れた白いライオンに、歯の根を震ふるわせる。

　月が落ちてきたように銀色に輝かがやく姿に、その場にいた誰もが目を見張った。

「国王陛下だ……」

　誰かが呟くのと同時に、ハウトは白銀のライオン姿のままひしゃげた馬車の上に飛び乗り、咆ほう哮こうを上げた。周囲の建物の窓ガラスがビリビリと揺ゆれ、人々はざわついた。

　実在を疑うような伝説が目の前にいる。それが信じられない者が多いのだろう。

「ひしゃげた馬車など作り直せば良いが、命は替かえがきかんのだぞ！」

　ビリビリと怒いかりの声が響いた。怒りのまま、人型に戻もどったハウトは年若いその貴族の首根っこを摑つかんだ。その勢いで役所から出ていた数人の男に向かって視線を送る。

「──して、そなたらの言う法律は、どこかにあったか」

　不勉強な私に教えてほしいものだ。低く問う声に、答える者は誰だれもいなかった。




　　　　◆




「もう今日は休め。いろいろ助かった。……明日も頼たのむ」

　何となくヨロヨロという表現の似合う足取りで部屋に向かう王を見送ってから、ビイは子どもたちの世話を始める。様子を見に来たツェーイに「何かある？」と聞けば、夕飯でも食べてもう休めと指示された。

「はぁ」

　そうは言っても夕飯はどうしたら良いいのだろう。

　誰に聞けばいいかな、と思ったところでちょうど部屋の前に誰かがやってきて扉をノックする。

　慌あわてて開けると、そこには銀色のワゴンカートを押した女性が二人頭を下げていた。

「お食事をお持ちいたしました」

　求められるままに室内に入れると、二人は顔を伏ふせたままさくさくとテーブルの上を整え、人数分の食事をセットしていく。ビイも何か手伝おうとしたが、一人にきっぱりと断られてしまった。

　驚おどろいたのはビイだけではない。子どもたちもその様子を言葉もなく見守っている。

「ママ、ここだとママがご飯を作らなくてもいいの？」

「たくさん食べられる？」

「……みたいだね」

　お行ぎよう儀ぎ悪く皿の中を覗のぞき込んだら、新年のお祝いくらいでしか口にしないような上等なお肉のステーキが載のっていた。子どもたちと一いつ緒しよに思わず生なま唾つばを吞んでしまう。

「き、今日って、何か特別なお祝いだとか？」

　毎日がこんなはずはないだろう。ビイが声をかけると、女性は「特になにもございません」と言ってさっさと退出していこうとする。

「ちょっと待って、どうして、そんな慌てて出て行こうとするの」

　女性たちの顔が青いことに気付いたビイは思わず聞いてしまった。顔を見合わせた彼女たちはそれでも顔を伏せたまま震えながら口を開く。

「お許しください、陛下のお部屋の側そばに寄るのも私どもには恐おそろしいのです」

　そう言うなり身を翻ひるがえすようにして姿を消す彼女たちにビイは何も言えず、温かい湯気の上がるスープを眺ながめた。

「王様、そんなに怖こわい人じゃないのにね」

　入浴も済ませ、寝ねる準備を終えたライカがルイとルカの着き替がえを手伝いながらそう言った。あの場で言い出さないだけの分別に、我が子ながら感心する。

「そうだね。少し不思議だけど、ね」

　とにかく色々あって疲つかれた日だった。ビイがベッドに身を横たえると、執しつ務む室からはまだ光が漏もれていた。王も予定外の外出があったせいで仕事がたまっているのだろう。

　ひと月限定とはいえ身の引き締しまる思いだった。

（……そういえば、トイレの場所を確かく認にんしておかなくちゃ）

　下の三人は、まだ夜中にビイを起こすことがある。部屋の扉を出て、廊ろう下かをまっすぐ行った先に目的の場所を見つけ、ビイは胸をなで下ろした。

（ハウトはまだ仕事してるのかな……）

　少し気になったので子どもが寝静まってから、ビイは身を起こした。

　すでに夜の帳とばりが降りて薄うす暗ぐらい執務室に声を掛けて足を踏ふみ入れると、王は書類が山積みの机に向かっている。ビイが近づいてきたことは分かっているようだ。青い目が光ってこちらを見た。

「……食事は摂とりました？」

　執務室は静かだった。針を落としても聞き取れそうなほどの痛い静せい寂じやくに吞まれるように、ビイの声も少し小さくなる。王は一いち瞥べつしただけでそのまま机に視線を戻もどしてしまった。

「食事、しました？」

　聞こえなかったのか。ビイは少し声を張った。

「うるさい」

「質問に答えてください」

　ビイの質問を無視したので、ビイも無視した。その意図が伝わったのかは分からないが、王は明らかに苛いら立だっていた。

　睨にらみつけられるが、近づいてきた王の顔は業務時間に比例して疲ひ労ろうが濃こい。それに気づいてしまったのでビイにも引く気が起きなかった。戻ってきてから休きゆう憩けいもせずにずっと仕事をしているというのなら、体力のある人でもへばってしまうだろう。

「ほら、そこに座って。ペンは持ってこない！　ご飯を取ってきます。食べたら今日はもうおしまい！」

　まるで子どもに言い聞かせるようだ。少し幼い表現になってしまったことを後こう悔かいするが、王は一いつ瞬しゆん驚いたような顔をして、ビイに押されるまま応接用のソファに腰こしを下ろす。

　勢いのままビイは扉とびらから出て、廊下に置かれたままになっているハウトの分の食事を確保した。

　踵きびすを返し執務室に戻れば、王はちょうど伸のびをしているところだった。

「……」

　扉のところで思わず二人は見つめ合った。気まずそうに王が先に視線をそらす。

「仕事をしていたらどうしてやろうかと思いました」

「今日はもう終わりだと言われたのでな」

　その言い方は何だか言い訳じみていて、しかし母親に悪さを諭さとされた子どものような仕し種ぐさだった。自分でも悪いことは分かっていてバツが悪そうな、そういう類たぐいのものだ。

　手早くソファの前のテーブルを拭ふき、持ってきたトレーをそのまま置いた。テーブルクロスなんて大層なものは準備する気にはなれない。

　まだ湯気の立つ食事を前に、王はあっけにとられたようだった。添そえられていたポットを覗くとお湯が入っている。

「お茶、淹いれますね」

　王はもくもくと食事を口に運んでいた。スプーンを咥くわえたまま、こちらを見る目が少々恨うらめしげだ。

「ちゃんと温度ぬるめにしますから。お互たがい猫舌でしょ」

　そう言ってティーカップを二つ用意して、一つを王様の前に置いた。もう一つをどうするのだ？　と王が視線で聞いてくる。怒おこってさえいなければ青い目はとても素す直なおだ。

「失礼します」

　もう一つのカップはビイの使うものだ。王の対面にあるソファに座り、優ゆう雅がに口をつける。

「ああ、これは美味おいしい……さすが」

　勝手にお相しよう伴ばんにあずかってしまったが、淹れた茶のあまりの香かおり高さに身み震ぶるいする。唸うなるようにして感想を述べる。

「茶葉は値段と味が比例しますよね……」

　しみじみと呟つぶやく。王はきょとんとした顔をしていた。美味しくないお茶など飲んだこともないせいだろう。ビイはもう一口お茶を飲みつつ何気なく話しかけた。

「今日は書類仕事が立て込んでいる日だったんですか？」

　王はまたきょとんとした顔をする。今度はお茶の話のせいではないとビイも察した。何かまずいことでも聞いたのかと思い、ビイも同じ顔になる。子どもたちならば微び妙みような表情の違ちがいで何を求めているのか分かるが、さすがにこの短期間の付き合いではそこまでは難しい。

「……すみません、何か？」

　率そつ直ちよくに聞くのが一番と思ったが、王は目をしばたかせているだけだ。そこから伝わるのは、ただただ彼が戸と惑まどっているということだけだ。

「いや……用が済んだのに、そこにいるのか」

　ビイはその言葉にソファから即そく座ざに立ち上がる。なるほど、と思った。

「ひとりでご飯食べるのは、さみしいかと思って……すみません、余計なことでした」

　よく考えれば一いつ般ぱん市民の考えとは違うはずだ。王族との付き合いの差異を分かっていなかったと反省しながらビイは自分の茶器を片付けようとした。

「ち、違う！　そういうことじゃない。そうじゃなくて」

　その手を王は焦あせったように止めた。そのままソファに座るように促うながされる。王は何か言葉を探しているようで、あちこちに視線をさまよわせていた。

「こういうとき、何を話せばいいんだ」

　少しの沈ちん黙もくのあとに王はそう言った。

「……食事のときに誰だれかがいるのは、初めてなんだ」

　さすが王族。常識が違う。

　ビイは動どう揺ようして立ったまま、お茶を一口すすった。間ま抜ぬけにも「はぁ」としか返事が出来なかった。王はビイがそのあと何か応こたえるものと思ったらしく、スプーンを持ったままこちらを見ている。

　食事のときに何を話すか？　そんなことを考えて話をしたことはない。両親にせよ、兄にせよ、子どもたちにせよ、話したいことを好きなように話すから会話は自然発生していた。そのルールを改めて問われると難しいのでは。ビイは思いながらも、ティーカップをテーブルに置いて咳せきばらいをした。

「……思ったこととか聞いてほしいことを、話せば良いいんですよ」

　抽ちゆう象しよう的なことを言ってしまった。投げられたボールをあさっての方向に投げてしまった自覚はある。内心で呻うめきながらビイはお茶を口に含ふくんだ。子どものときに自分が言われたら絶対に納なつ得とくしないだろうなぁと思い、次に来るであろう疑問に身構えた。

「……今日は、市民生活を知ることができて良かったと思った」

　しかし思ってもない方向からボールは返ってきた。顔を上げると、王はパンを手に取って二つに割ってから口に運ぶところだった。普ふ段だん見ている子どもたちならばかじりついてひきちぎっているが、こういうところに育ちの差は出るものなのだなぁ。そんな感想を抱いだきつつ、ビイは口を開いた。

「普段は、外には行かないんですか」

「……ツェーイしか側近がいないから、そうやすやすとは外には出られん」

　なるほど。ビイは唸る。そもそも王が軽々しく外に出るのもどうかと思うが、今日のように、彼にだけ知らされない現場の状じよう況きようがあるのもおかしい話だ。

「しかし、街にあんなに人が多いとは思わなかった。栄えていて良いな」

（あ、笑った）

　見た目が整っていることと顔のほぼ中央にある大きな傷のせいで、近づきがたい印象だが、笑うと途と端たんに幼くなることに気付いた。自分よりも二歳年下なのだということをまざまざと思い知らされる。

　王は笑いの余よ韻いんを残したまま、ビイが先ほど淹れたお茶を手にした。ソーサーを支えながら口元に運ぶ姿も美しく、絵になる様子だった。

「──あつっ」

　途端に神こう々ごうしい絵画が崩くずれる。王はカップを持ったまま肩かたを跳はねさせ、小さく舌をちろっと出した。

「すみません、かなり冷ましたつもりだったんですけど」

「……もっと冷ましてくれ」

　大げさではなく熱かったらしく舌がしまわれないので、ビイは水差しから水を汲くんで渡わたしてやった。王はそれを受け取り、ゆっくりと口にする。

「今度はうちの末っ子と同じくらいの温度にしますね」

「ぜひそうしてくれ……」

　二杯はい目の水を飲みほした王は少しうとうととし始める。ビイはきれいに空になったトレーを片付けながら答えた。

「王様はよく働いてます。僕だったら一日じゅう書類と向き合ってるだけでおかしくなっちゃう」

　ビイが本心から言う。王もお茶を口に運んでから気を抜ぬいたように呟く。

「私もおかしくなりそうだ。……そもそも座り仕事は得意じゃない」

　あまりに萎しおれたようなことを言うので、ビイは心配になる。確かに王の頑がん強きような身体からだと強い心技に比べて、書類仕事は見合っていないような気がした。

「……どうして、ピスケスとうまくいっていないの？」

　ずっと疑問に思っていた問題を切り出すと、ハウトは遠い目をして「そうだな……」と息をついた。

「彼は、自分が王になるものだと思っていたのだよ」

「どうして」

　ビイはあっけにとられた。たしか前々国王の叔父おじとは言っていたが、直系の子がいるならありえない。ハウトは思いっきり伸のびをしてから、話を続ける。

「……私は、そもそも王位継けい承しよう権のない子どもだったんだ。ピスケスにも存在を知られていなかった」

「え!?」

「いわゆる、妾しよう腹ふくというやつだ。父も頑強で兄も健在だったから、私の存在は公おおやけにはなっていなかった」

「ほんとなの……？　そんなことが」

　驚おどろくと、王は諦あきらめたように笑った。

「たしかに知らなかったようだぞ。──だから、兄のようにピスケスに殺されずに済んだ」

「え!?」

　ハウトの言葉はビイの度ど肝ぎもを抜くのに十分な衝しよう撃げきを与あたえた。ハウトの兄、とは王の子どもだ。ハウトが妾腹だと言うなら、きっと正せい妃ひの子どもだろう。それが同じ国の宰さい相しように殺されるなんてことがありえるのだろうか。ビイは知らず、背を震ふるわせた。

「わかっているのは状況だけで、結論は推論でしかない」

　ハウトの言葉に操あやつられるように頷うなずいてビイは続きを待った。ハウトは自分の中の言葉を探すような表情をしていた。

「私の兄は戦争の末期、お妃きさきとごくわずかな側近のみを連れて別の城に逃のがれていた」

　終戦は三年前だから時期的にはそのあたりなのだろう。ビイは固かた唾ずを吞のんで続きを待つ。

「信しん頼らいしていた側近たちだったらしいが、そのうちのひとりがピスケスに内通していたらしく、兄はそこでお妃とともに亡なくなられた」

　ビイはただ聞くことしかできない。ハウトの表情は苦く悶もんに満ちている。兄が、戦争で敵に討うたれるわけではなく身内の策さく謀ぼうによって命を落としたなど、ビイには耐たえられないことだ。ただただ痛ましいとビイは唇くちびるを嚙かんだ。

「──逃にげ延びたのは一名の側近。その者も深い傷を負って、瀕ひん死しの状態で、つい先日まで記き憶おくを失っていた」

「でも生きてたんだね」

「そう。記憶を取り戻もどしたその者は、ピスケスのしたことを告発した」

「良かった。……でも今も宰相が普ふ通つうに王宮にいるってことは」

「……その証言が信頼するに足らない、と結論づけられたのだ」

　ハウトは悔くやしそうに唇を嚙む。

「傷を負って何年も記憶喪そう失しつになっていた男の証言は妄もう想そうでしかない、と」

　ビイは顔を歪ゆがめて「ひどい」と呟つぶやいた。

「だが側近も記憶に混こん濁だくがあったのは事実だ」

　ビイの前でハウトは悔し気に息をついた。

「──その側近は、生まれていた兄の子どもを連れて逃げる途と中ちゆうでピスケスの手の者に襲おそわれたと言っている」

「その子どもはどうしたの」

「……逃げる途中で危険だからと孤こ児じ院に預けたそうだ。しかしその孤児院が、どこにも存在しない」

　ハウトの手の中でコップの一部が嫌いやな音を立てる。似ていなかった廊ろう下かの肖しよう像ぞう画が。どうりで似ていないはずだとビイは苦い思いでいっぱいになった。

「……いつ頃ごろの話なの？　日付さえ特定できれば」

「おぼえていないそうだ。……ただ、間ま違ちがいなく子どもがいて、連れて逃げたと主張している」

「ピスケスはなんて？」

「……そんな子どもは存在しない、主あるじを殺された側近が自分の記憶を改かい竄ざんしたのだろうと一いつ笑しように付した。つまりは、ピスケスが反逆罪を犯おかしたという証言も、信しん憑ぴよう性に欠けると」

　ハウトが首を傾かたむけて、前まえ髪がみが揺ゆれる。

「今はその者はピスケスの手の届かぬところで保護している。私とツェーイにできることは、いたという兄の子どもを探し出して彼の証言の信憑性を立証することだ」

「どうやって探すの」

　ビイの問いかけにハウトは疲つかれたように微笑ほほえんだ。

「まだ側近殿どのは記憶があいまいなところも多い。もう少し預けたという孤児院の詳しよう細さいや、当時のことを聞きとる時間が必要だ」

　それまではこの状態に甘んじるしかない。そう言われてビイは脱だつ力りよくした。初めて王宮内の状況が分かった気がする。思っていた以上に、華はなやかな場所ではない。背が震えた。

「ピスケスって怖こわいおじいちゃんだね……」

　震えをあえて可愛かわいい単語で表現すると、ハウトが笑った。

「……それだけ王位に未練があるのだろう。老いてなお、この影えい響きよう力だ。誤算さえなければ間違いなく、彼は今ごろ王になっていた」

　ピスケスの唯ゆい一いつの誤算は、ハウトの存在を知らなかったことだという。

　前王が戦いくさで倒たおれたあと、妾腹のハウトが戦場に出しゆつ陣じんしたことも、そこで敵の総大将を倒したことも、凱がい旋せんするまで知らなかったらしい。そんなことがありえるのかとビイは絶句する。

「でも、戻ってきてすんなり受け入れられたの？」

「血筋は獣じゆ姿うしで証明できたからな。彼の孫まご娘むすめとの婚こん約やくを喜んで受け入れれば、また待たい遇ぐうも違ちがったのだろうが」

　そこまで言ってからハウトは「少し話しすぎたな」とソファから立ち上がった。ビイも思っていたより話しこんでいたことに気付いて、子どもたちの眠ねむる寝しん室しつへと戻った。

（いろいろ知っちゃって、眠れないかもしれない）

　ビイはそう思ったが、身体は疲れていたようでベッドに潜もぐり込んだ瞬しゆん間かんに意識は飛んだ。




　　　　◆




　その夜半、レンに揺り起こされてビイは目を覚ました。ぼんやりした様子で「おしっこ」と呟いている。少し冷える夜だったせいか。自分から言えたことを褒ほめてやる。

　ビイも半分眠りながらトイレに付き合い、部屋に戻る。

（執しつ務む室の、右側の……扉とびら）

　シンプルに何もない部屋の中央にあるベッドの裾すそを少しだけ持ち上げて寝ね転ころがる。習慣で子どもたちの人数確かく認にんを忘れない。

（ひとり、ふた……り？）

　ベッドに潜り込んで目をつぶりながら手で探さぐると、ふわふわした毛皮の塊かたまりに触ふれる。それは触れた途と端たん、一瞬びくっと身をすくませた。

（あれ……みんな獣姿になっちゃったのか）

　眠りに落ちながらビイはそう判断した。寒い夜は人の姿より、獣姿になって身を寄せ合った方が温かい。毛皮の塊の大きさからして全員獣姿になっているらしい。ならばビイも合わせよう。腕うでの中のレンを落とさないようユキヒョウの姿を得てから、ビイは身体からだを丸くして眠ってしまった。




　翌朝、いつもと違う寝具の匂においでビイは目覚めた。慣れ親しんだ家ではないことに、一瞬戸と惑まどい、すぐに王宮にいることを思い出す。子どもたちは全員よく眠れただろうか。いつものように半分眠りながらベッドの中にいるはずの人数を確認する。

（ひとり、ふたり、さんにん……よにん、ごにん……ろくにん？）

　目をつぶったまま、一瞬にしてビイは違い和わ感をおぼえた。人の姿で、六人いる。

（いやいやいや。レンは今抱だっこしてる。え……この触れてる六人め、誰だれだ）

「……おい」

「──!?」

　囁ささやくようなひそやかな声にビイは人型に戻ってばちっと目を開いた。その途端、飛び込んでくる、白銀の髪かみと青い目。

（うそだろ）

「こ、国王陛下!?」

　驚おどろきは全身に響ひびき、思わず声が出る。ベッドの中にいた子どもたちを起こすには十分な声量だったらしい。もぞもぞとみんな動き出す。

「ど、どうして」

「どうしてと聞きたいのはこちらだ」

　王は憮ぶ然ぜんとそう答える。身を起こすといつもよりもシンプルな白い合わせを着ていることが分かる。寝間着らしい。となると、なんで陛下が同じベッドにいるんだ、とビイの混乱は更さらに深まった。

「……ママ。ママが間違えたんだよ」

　固まるビイに追い打ちを掛かけるように言ったのはリックだった。ふわふわした髪を手て櫛ぐしで整えながら欠伸あくびをする。それからいつものように鼻ちゅーをしてくる三男に、ビイは事情説明を求めた。

「レンとトイレに行った後、ママが帰ってこなかったの。それでみんなで匂いを追いかけたらここだった」

　ルイがルカを抱き起こしながらそう教えてくれた。ビイは目を白黒させながら昨夜ゆうべのことを思い出す。　>>>♥

　執務室の右の扉を開けたはずだ。出るときに確認したから間違いはないはず。

「……右？」

　しかしその確信は一瞬で揺らいだ。寝ぼけて、どちらを正面にして右と判断したか断言できないからだ。

（とすると、オレ、間違った扉を開けて国王陛下のベッドに潜り込んじゃったってこと？）

　夜半、人数確認のために触さわった毛皮は、国王のものだったということか。

「も、申し訳ありません」

　頭を下げて許しを請こうと、王は思っていたよりも穏おだやかに言った。

「……驚きはした。次からは気を付けよ。昨夜は、よく寝られたか？」

「あ、はい。すみません……」

　恐きよう縮しゆくして答えると、ハウトが手を伸のばしてビイの頰ほおに触れた。

「クマがマシになっているな。夕食はちゃんと食べたか？　骨のヒョウを働かせるつもりはないから、よく寝て、よく食えよ」

　その言葉にビイは頭を搔かいたが、見えない位置にいた子どもたちは顔を見合わせ頷うなずきあっていた。

「それより……お前たち、さっきから何をしている」

「え？　これですか？　おはようの挨あい拶さつです」

　猫ねこ科はみんなするでしょ、鼻ちゅー。あなたもします？　そう聞くとハウトは眉み間けんにシワを寄せて「私は遠えん慮りよする」とだけ言った。
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「あっ、すごい。もうご飯がある」

　子どもたちを連れて顔を洗って歯を磨みがき、服を着き替がえて部屋に戻もどると、すでに朝食が置いてあった。ビイたちとすれ違うようにセッティングしたらしい。徹てつ底ていされていて驚いてしまうが、ハウトにとってはいつもの風景のようだ。

「昨日も気が付いたらお皿が片付けられててね、ビックリしたんだ」

　しかし庶しよ民みんのビイには慣れないばかりだ。まるで魔ま法ほうのようだと子どもたちに着席を促うながす。

「洗わなくていいお皿！　すごい！」

「拭ふかなくていいお皿！　すごい！」

　ルイとルカがきらきらした目で朝食を眺ながめる。自宅であれば食事のあとみんなで片付ける食器が何もせずともきれいになって翌日戻ってくるのだ。仕組みの分からない子どもにとっては夢のような話だろう。このお皿が欲しいと言い出した下の双ふた子ごに魔法か何かだと思われてはたまらないとビイは二人が座れるよう椅い子すを動かしながら苦く笑しようした。

「そういうものじゃないんだよ。そんな都合の良いいお皿はなくて、ここでは他ほかの誰かが洗ってくれて、拭いてくれるんだ」

　教育に悪いなぁとぼやくと、ハウトは中庭を眺めてから「自分で下げさせてやったらどうだ」と顎あごで差した。

「そこの小道をまっすぐ行ったところにある、あのレンガの建物から運ばれてきている」

　指示通りに見てみると確かに細い道の先にえんじ色の壁かべの建物が見えた。食堂だという。

　食事をしたら行ってみようか、と子どもたちに告げるとまた探検が出来ると歓かん声せいを上げた。

　子どもたちは片付けの人が来るよりも早々に朝ご飯を食べ終えてくれたので、ビイはほっとした。そして食器を吟ぎん味みして、落としても割れなそうなものを選別してそれぞれ一、二枚子どもたちに持たせた。あちこちをきょろきょろ見ている彼らを連れて、先ほど見えたレンガの建物へと向かった。

　溢あふれる人が行きかう音、食器がぶつかる音、誰かの会話。遠くから誰かを呼ぶ声も聞こえる。呼びこみのようにおススメメニューの名を口にしている人もいて、その活気は市場のようだ。

（こういうの、ホッとするなぁ……）

　ハウトたちの居住区にいると、聞こえる音は極きよく端たんに少ない。ビイの部屋には子どもたちがいるので完全な静せい寂じやくという訳ではないが、音は人の行動に関連して聞こえてくるものなので、こうして当たり前のように溢れているとホッとする。つくづく普ふ段だんと違う世界にいたのだ、と思う。

「おや、お片付けかい？　えらいね、坊ぼうやたち」

　声を掛けられて食堂の入り口で佇たたずんでしまったことに気付いた。邪じや魔まになってしまったのではないかと心配したが、声を掛けてくれた年とし嵩かさの女性たちはニコニコと子どもたちの差し出した食器を受け取ってくれる。

「ここに片付けてくださる人がいるんだよ。御お礼れいを言おうね」

　目的を果たそうと子どもたちに言うと、六人がめいめい頭を下げる。その姿は大人たちの目を和なごませたようで、気付けば周囲に人だかりが出来ていた。

「あらー。かわいい」

「ほんとね。弟たちを連れてるお兄さんもかわいいわねー」

　母とも言えそうな年代の女性たちにすれば、ビイも子どもとほとんど変わらないだろう。声を掛けてきてくれた女性のうち、アンドロメダと名乗った気の良さそうな女性がビイの頭を軽く撫なでて言った。

「見ない顔だけど、新人さん？　この食堂の説明しようか。王宮の注意点も聞いた？」

「あー……」

　親切心からくるそれにどう答えたものか。ビイは戸と惑まどって言葉を濁にごす。

　すると女性はビイの態度を遠慮と捉とらえたのか「気にしなくていいのよ」とニコニコと話しはじめる。

「まずこの王宮では第一に守ることがあって、それは国王陛下には近づいてはいけないということ。お顔も見ようとしてはいけないの、絶対よ」

　そばにいた女性たちは食器を洗いながらウンウンと頷く。

「それはどうして」

　ビイは思わず口を挟はさんでしまった。議会と違ちがって、直接かかわる人々なのに彼に対する給きゆう仕じの人たちの態度が頑かたくなな理由を知りたかった。

「どうして、って……坊やは戦せん鬼きって呼ばれる陛下のことを知らないの？　血に飢うえた恐おそろしい人なの。それに私たち下働きのことなんかどうでもいいって思っていらっしゃるのよ」

「そんな。……そこまで怖こわい人じゃ」

　否定しながらも、自分も少し前までハウトに対して抱いだいていた恐きよう怖ふ心を思い出し、ムリもないかと一いつ瞬しゆん口ごもった。その一瞬で、女性たちは口々に言う。

「怖い方だよ……！　王宮の奥でときどき唸うなり声が聞こえる」

「そう、側近の人を知っているかい？　いつも青ざめた顔をしているんだ」

　唸っているのは書類仕事が大変だからで、青ざめた顔のツェーイは疲つかれているだけで。とビイは内心で反論する。どのタイミングで否定したものか、と思っていたところである人がぽつりと呟つぶやいた。

「もう三ヶ月も前に出した食堂の修理申しん請せいに、未いまだに許可を下さらないんだ。きっと私たちの使う場所に手をかけるのが嫌いやで無視していらっしゃるんだわ」

　周囲の人たちも気ぜわしく首を振ふる。食堂の修理。ビイが繰くり返すと、アンドロメダは天てん井じようにある外れそうな大きい滑かつ車しやを指差した。

　外から食堂に材料を運び込むのに使用していたらしいそれは天井の梁はりから今にも落下しそうだ。ビイの身長ほどはありそうな大きさの本体は、それ自体には問題ないものの留め金の腐ふ食しよくのせいで役に立たなくなっている。周囲から伸ばしたロープで何とかそこに留まっているようだが、確かに早めに修理したい気持ちになる。

「持ち上げて新しい留め金のついた梁に掛かけ直すだけだから、大型猫科の兵士一人でも借りられればすぐ終わるっていうのに」

　食堂のテーブルで食事をしていた男性が疲れたように言った。庭師だという彼は苦々しげに続ける。

「ここにいるのは私をはじめヤマネコとかの小型猫科ばかりでね。力持ちのトラとかジャガーはいないんだ」

　たしかに見回せば女性も男性も小こ柄がらな人が多い。大型猫科はそもそも獣じゆう人じんとしても体格が良いのだ。力仕事もできる彼らはほとんどが兵士になっている。

「あ、オレユキヒョウです。何なら手伝います」

　本当に困った様子の人々に、一応中型に分類されるビイは挙手して告げる。しかし女性たちはビイの体格を見て「無理はダメよ。私より細いじゃない」と笑う。

「じゃあ……ライオン、とか」

　ふいにビイはそう呟く。お願いしたら手伝ってくれるかもしれない彼の面おも影かげがよぎる。しかしすぐに周囲からは否定の声が上がった。

「ライオン!?　貴族が手伝ってくれるはずないじゃない……」

　王宮の常識に一人馴な染じめないままのビイは詰つまってしまった。その途と端たん、足元にいた子どもたちが「僕たちてつだうー」と言い出した。

「あらぁ。手伝ってくれるの」

　舌ったらずなその発言に、殺気立っていた場が一瞬で和んだ。持ち上げられるはずもないが、その姿勢は周囲に微笑ほほえましく受け入れられたようだ。次男のリッカが梁のところまで飛び上がって「持ってくるの、こっちー？」と場所を確かく認にんしているのを眺めて笑っている。

「……ほんと、大型の力持ち一人いればできるのに。その力を貸してくださいっていう申請書も無視なさるのよね」

　弱々しい言葉だった。みんな子どもたちの動きを温かく見守りながらも、その目には諦てい観かんがあり、すでにどうこうしようという意思を失っていた。

（力持ち一人がいれば、できる……）

　思い当たる力持ちは一人いる。馬車を片手でひしゃげさせられる彼がいる。たしかに一見して強大すぎるあの力は恐怖をおぼえるだろうけれど、彼は誰だれかを守るために力を使っている。その発はつ露ろが下手なだけだ。

「……呼んでくる」

　ビイはライカに下の子たちを頼たのんだ、と耳打ちして食堂から駆かけだした。

（そんな人じゃないって分かってほしいよ）

　下働きの人がうわさに怯おびえるのは仕方のないことだ。ビイ自身、王宮に上がってハウトと話をするまで誤解していた。だが事実は違う、このままではだめだ。

　小道を抜ぬけてハウトの執しつ務む室に飛び込むようにして扉とびらを開けると、驚おどろいたような顔をする彼と目が合う。今まさに着き替がえようとしていたらしいハウトは、まだビイたちと同じシンプルな部屋着姿だ。髪かみも結ゆっていないし、王おう冠かんもない。いま大だい丈じよう夫ぶか、と事情を聞くより先にビイは言った。

「──ハウト、ねぇ力を貸してよ」

「何にだ」

「いいから！」

　ビイは手を引いて小走りで向かう。ハウトは「外に出るのか」といぶかりながらも、ソファにあったマントをかぶってついてきてくれる。面めん倒どうくさいという様子でもないことに感謝しながら、ビイは食堂の入り口をくぐって「みんな、人手を借りてきたから滑車やっちゃおうぜ！」と声を掛ける。

　そのままハウトの手を引けば、食堂の中央に躍おどり出た見るからに大型猫ねこ科という体格のハウトを見て、食堂の人々が沸わいた。王冠もなく、部屋着のまま連れてきたので、その場にいた者はハウトを非番の兵士か何かだと思ったことだろう。

「──あれを直したいのに申請書に国王陛下が許可くれないんだって」

　何事か分からないという顔をしていたハウトだったが、ビイが棒読み調子でそう言うと、眉み間けんに深いシワを寄せて指を差した先の滑車を見る。小さく「申請書なんて来てないぞ」と呟いた。

「ふぅん、どこに行っちゃったんだろうね」

　ビイがわざとらしく呟くと、ハウトはうんざりした様子でマントを肩かたから落として髪をまとめ、腕うでをまくった。食堂の人々は目の前の相手が自分たちが恐れていた国王だと気付く様子もないまま、滑車をどう持ち上げてほしいか説明をしている。

　ハウトは静かにそれを聞きながら、青い目でまっすぐに上を見た。

（お……）

　不思議と場が静まった。この場で彼が王だと知っているのはビイとその子どもたちだけであったが、誰もがその発する圧あつ倒とう的な気配に言葉を吞のんで押し黙だまった。

　低い唸り声を上げたハウトが大きな滑車を音もなく持ち上げる。よろけることもぶれることもない様子は、さすが大型猫科だと周囲から賞賛の声が上がり、ビイもその姿を見て意識せず感かん嘆たんの声を漏もらした。

　鼻筋に向かい傷のあるその姿は、この国が苦しんできた二十年戦争をその手で終わらせた伝説の王だ。人型でもまばゆいその銀ぎん髪ぱつは太陽に愛されたように光を集め、きらきらと輝かがやいている。

（かっこいいな）

　そう思っている間にも滑車が新しい梁の真下まで移動していく。ライカが「ママ！」と声を上げた。

（──おっと、いそがなくちゃ）

　ビイは獣姿になって梁の上に躍り上がった。リッカが待機していたそこにつくと、忙いそがしく人型に戻もどり、新しい留め金を引き寄せて近づいてくる滑車に触ふれる。

　わずかに揺ゆれた滑車だったが、真下にいたハウトに視線で位置を指示すると察しが良い彼はちょうど良い場所に数歩ズレた。

「よい、しょっとー！」

　留め金が音を立てて滑車と連結する。梁に対して滑車の重みが掛かって、わずかにビイのいる場所が揺れた。任務完かん了りようの合図のようだった。真後ろでリッカが喜んでビイに飛びついてくる。

　ビイはそれでも油断せず、二度ほど留め金に触れて問題がないかを確認した。

「やぁ、兄ちゃんらすげぇな！」

　真下から飛ばされた賞賛に応こたえるようにしてビイは梁の上から手を振る。視線を感じてハウトの方を見ると、彼の視線はまっすぐにビイの方に向けられていた。人が輪のように彼を囲んでいるにもかかわらずハウトのところにだけ光が当たっているようで、思わず見み惚とれる。

　下に下りると、ビイもその輪の中に取り込まれた。口々に礼を言われ、頭やら背中やらを叩たたくようにして賞賛される。

「これ奢おごりだよ！」と御お礼れいの代わりにアンドロメダから渡わたされた小さな瓶びんを受け取って、ビイは大口を開けて笑う。結果が良ければすべて良し、と言うとどっと沸いた。瓶の中身を嗅かぐと、アルコールではなく、味付きの炭酸水だった。街ではよく飲む一いつ般ぱん的なものなので、子どもたちにやってから、ふいに同じものを渡されたハウトはどう感じるだろうかと思った。

　あちこちから上がる褒ほめ言葉に返事しながらも、ビイはハウトの方へと足を向ける。

　彼は人に囲まれたまま平然としていた。しかしその表情は書類仕事をしているときよりもイキイキとしているように見える。くすぐったい嬉うれしさに、思わず笑え顔がおになってしまう自分の表情をひきしめられずに困ってしまった。

「……まったく、お前というやつは」

　ビイの笑顔を見て意図するところを察したのか、ハウトはため息をついた。のしかかるようにしてビイの頭に肘ひじを置く。拗すねたような仕し種ぐさは何とも言えず、幼くて可愛かわいかった。

「わはは。いや、かっこいいハウトをみんなに見せてやりたいと思ってさ」

　からかいを含ふくんだ声こわ音ねで笑いながらビイが言うと、ハウトは本気で分からない、というような様子で戸と惑まどう。

「ハウト？」

　顔を上げるとハウトは小さく「そうか」と呟いた。そして表情が見えない位置まで顔を反らす。ビイはそれを追い掛かけるようにして首を伸のばしたが、ついにその表情を確認することは出来なかった。

「照れてる？」

「……そんなことはない」

　答えるまでの沈ちん黙もくに、ビイは図星を指してしまったことを察した。

「うっそ。うそだろ」

「そういうことを私に言ってくるものはいない」

「これからはオレが言うよ」

　他意なく、わりととりとめのないことを呟くと、ハウトが覗のぞき込むようにして口を開いた。

「私はユキヒョウのお前も、美しいと思うぞ」

「お、褒めてくれんの？　ありがとな」

「子ども扱あつかいは、ほどほどにしてほしいのだが」

　ハウトが少し不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめる。ビイは軽く謝ろうとした。

「ユキヒョウのお前は、伸び上がる姿がしなやかで何より美しい。梁はりの上からこちらを見下ろす姿も優ゆう雅がで、捕つかまえたいという心をはやらせるぞ」

「……お、おう。そうか」

　青い目が、ビイをじっと見ている。これは本気なのだろうか。

「走っているところも風のようでいつまでも見ていたくなる。しっぽも長さがあって、とても愛らしいな」

　ビイはだんだんどぎまぎしてくる。ハウトは睫まつ毛げまで銀色なのだ。そんな相手に評価されるなんて。自分も先ほどまで気軽に褒めていたが、逆にされると気き恥はずかしいことこの上ない。子どもに褒められることは多かった。けれど尊敬を含んだ幼いまなざしで、純じゆん粋すいなそれは嬉しいばかりだったのに。何が違ちがうのか、ハウトからの評価は頰ほおが赤くなるばかりで何だかじっとしていられない。

　ふいにハウトの青い目を見ると、とても楽しそうなことに気付いた。

「……もしかして、からかってる？」

　はたとビイはそう口にすると、ハウトはおかしくてたまらない、というように口を押さえた。

「やっぱりか！　なんか変だと思った！」

　ただのユキヒョウに対してライオンがこんなに絶賛するはずがない。

「心にもないこと言うなよ！」

　一いつ瞬しゆん真に受けてしまったことが恥ずかしくてビイは文句を言う。しかしハウトはしれっと答えた。

「心外だ。思ったことを言っただけなのに」

「あっそう！　外交の場でもそのよくまわる舌、上手に使えよ！」

　妙みように弾はずんだ心が、ようやく静かになる。当然だ。あらゆる動物の頂点に立つライオンから、こんなに美しい白銀の王から褒められるはずもないのだ。何というか、一瞬浮うき足立った分、落ち込み幅はばは大きく、先さき程ほどいたところよりも低い場所に着地した気分だ。

「……やりようによっては外交問題になるかもしんないから気を付けた方がいいぞ」

　悔くやし紛まぎれにビイがそう言うと、ハウトは「心得た」と鼻を鳴らした。それを注意しながら、ビイは心のどこかで自分が落ち込んでいくような気持ちになっているのを、妙なこととして不思議に思っていた。

（予想外に褒められたことを一瞬でも喜んだ、それが恥ずかしかったのかもしれないな）

　自分の心の動きをビイはそう判断して、そっとその気持ちにふたをした。

「なんだなんだ、兄ちゃんたち仲良いいな。お互たがい最近王宮で働きだしたばっかりか？」

　考え込んでしまってから、ふいにそう掛けられた声にビイは当初の目的を思い出す。

（おっとそうだ。どっかでハウトが誰だれか分かってもらわなくちゃ）

　それで彼への要いらぬ誤解を払ふつ拭しよくしよう。ビイはそう思って顔を上げた。

「うるさいぞ──何の騒さわぎだ」

　ビイの視界の端はしで、食堂の入り口にいた人ひと垣がきが一部崩くずれた。そこから姿を現したのは貴族だ。議会のときに、ピスケスの意見に苦々しげな顔をしていたのでおぼえがある。

「……ドラドか」

　ハウトはビイと同じ炭酸水の入った瓶を呷あおりながら横目でそう答えた。ドラドと呼ばれた貴族は、髪かみをまとめてマントを脱ぬぎ腕うでまくりをしたハウトが誰だか分からずにいたようで、一瞬の間を置いて悲鳴のような声を上げた。

「──こ、国王陛下!?　このようなところで何をなさっておいでで!?」

（やっば）

　ビイは肩かたをすくめる。こんな形でバレる予定ではなかった。みんなには察してもらえる程度にハウトのことをほのめかすつもりでいたのに台無しだ。行動が遅おそかった自分を責めると同時に、響ひびいた声の内容に当然食堂内は騒そう然ぜんとし、次の瞬間には静せい寂じやくに満ちた。

（ああ、みんなで無礼を働きまくったもんね……）

　ハウトの背中をばしばし叩いていた男性は自分の手を見つめて小刻みに震ふるえているし、飲み物の瓶をくれたアンドロメダは硬こう直ちよくしてしまっている。

「ふむ、何をしている、か」

　ハウトは自分の一挙手一投足に注目が集まっていることなどどうでもいいと言わんばかりに優雅に床ゆかに落ちたマントを拾い、それを肩にひっかけてから言った。

「どうやら私が一枚書類を紛ふん失しつしてしまったようでな。通らなくなった修理依い頼らいの責任を果たしていた」

　ハウトの口元に浮うかんでいる、イタズラっ子のようなその笑いに食堂の人々は一瞬虚きよをつかれたような顔をした。お、良い感じでは、と思ったビイの頭を軽くはたいてハウトは出口に向かった。

「すまなかったな。これ、美味うまかったぞ。ありがとう」

　アンドロメダは差し出された小こ瓶びんを慌あわてて受け取った。その表情は驚おどろきながらも、口元にはじわじわと喜びが浮かんでいる。ビイもすれ違いざまに小さく「ありがとうございました」と声を掛けて、ハウトの後ろに続く。

　子どもたちも全員ついてきているか確かく認にんするために後ろを振ふり向くと、食堂にいた全員がこちらを凝ぎよう視ししていることに気付いたので、ビイは満面の笑みを浮かべて両手を振ってみせた。

　どうだ。ハウトは良いやつだろう。怖こわがることなんかないんだぞ。

　少し誇ほこらしささえ覚えながら後ろ向きに歩いていると、うまくよけきれなかった小石に引っ掛かりバランスを崩した。

「あでっ」

　ひっくり返りそうになったビイの後頭部は、そのまま前を歩くハウトの背中にぶつかる。ごちーんと派手に音を立てたそれにはハウトも驚いた様子だったが、呆あきれるように青い目を眇すがめただけで特に怒おこることもなかった。

　きっと、きっとよくなる。昨日の役所の件も良い進展があるといいな、とビイは思って、歩くハウトの後を追った。










　　　　◆




　しかしその数日後、出頭してきた役所の責任者は、獣じゆ姿うし証明書の件は自分一人の判断でしたことだと、議会では言い張った。

　自らの私腹を肥やすためにやったことだと主張し、不要に徴ちよう収しゆうした分は自宅に貯ため込んでいたのだと大金を出してきた。

　議会ではそれを以もつて犯人捕ほ縛ばく、返金を行って解決という流れになった。

「え～。でもその人はハウトに糾きゆう弾だんされたあと、ピスケスの屋や敷しきに行ったんでしょ？」

「もちろん出入りを確認したよ、ビイくん。帰り際ぎわに、何か重そうな入れ物を持っていたのも確認済み」

「……返へん却きやくした金がちょうど入っていそうな入れ物でな」

　ツェーイの言葉を継ついだハウトは不機嫌そうにソファに肘ひじをつく。

「同じように、子ども手当の件も担当者一人の責任になりそうだ」

「えっ。それって」

「……一人の子どもに金貨二枚、たしかに国民には届いていなかった。担当者が着服したと言い出した」

　最初にハウトが言っていた手当のことだ。ビイにまるでもらったおぼえがなかったのには、やはりカラクリがあったのだ。食堂の滑かつ車しやの申しん請せい書や、ビイたちの職場の補ほ償しようについても、ようやく書類が上がって来たらしい。不自然に遅かったのも作さく為い的だとハウトは吐はき捨てた。

「どいつもこいつも黒幕の名前は吐かなかったが、絶対に証しよう拠こを見つける。言い逃のがれはさせん」

　ハウトの強い意志に、ツェーイもビイも頷うなずいた。何か手伝えることがあれば、と言えば、急ぎじゃないがこれを届けてほしいとツェーイに書類の束を渡わたされた。

　気分よくそれを受け取って、ビイは足取りも軽く部屋を出る。

　希望したように変わるのかもしれないと思うと心が弾んだ。ハウトたちはいろいろ大変かもしれないが、良い方向に変わっていくのならいくらでも力を貸せる。

（あんまりできることはないけど）

　戻もどったら紅茶でも淹いれてあげよう。そう思いながら廊ろう下かをまっすぐに進み、曲がったところで、ふいに向こうから来た男がビイの名前を呼ぶ。

「──ビイ、オレだ」

　とっさのことだった。ビイは目の前の男の顔を見て、動きを止めた。記き憶おくの中より、全体的に少しくすんでいたけれど、忘れようもない。一いつ緒しよに育った顔は、そう変わらなかった。

「兄さん……!?」

　ベテルは周囲をしきりに気にしている。ビイが今何をしているのか聞こうとしたが、遮さえぎるようにベテルはその場で床ゆかに額をなすりつけるようにして伏ふせた。

「すまん……っ！　本当にすまん！　金貨三百枚、旅の資金に借りたまま、返せていなくて！」

　ビイは顔を覆おおった。やっぱり旅の資金だったのだと分かって、脱だつ力りよくする。育ての父に憧あこがれて旅人をしているのは分かっていたが、父はきちんと自分の資金でできる範はん囲いの旅をしていた。計画性というものをこんこんと説明してやりたいと思ったビイに、兄は顔を上げる。

「だが、運命の女性に出会って気が付いた。オレは緩ゆるすぎた。変わりたい」

「……それは、いいことだと思うけど。いきなりどうしたの」

　ビイの知る二十五年近く、ずっとふわふわしていた兄だ。何があったのかと驚いた。ベテルは口を開く。

「その……叱しかられたんだ。……人として正しくない、と」

　発言内容にビイは目を剝むいた。この兄にそこを理解させられるなんて、と驚いてしまった。

「何とかなるよ。彼女もいる。けど、ここじゃ一緒にはなれないから、連れ出してやりたい。お前に任せたままの子どもも引き取るよ。ああ、でも五人も子ども育てるのは、大変かぁ」

（──は？）

　ビイはその驚きで言葉を失った。

　聞き間ま違ちがいだろうか。一人足りない。

　そもそも引き取るとはどういうことだ。ベテルに確認しなくてはいけないと思った。運命の女性とは誰なのかも聞きたかった。しかし次の瞬間、兄は「金は返すアテがあるんだ。準備ができたらここを出よう、迎むかえに行く！」とだけ言って立ち去ってしまった。

「──ちょ、ちょっと待って！　聞きたいことが！」

　何がなんだか分からないまま、取り残される。

　追いかけようとしたビイだったが、今度は誰かに強く手を引っ張られた。細い廊下で、灯あかりもあまりない薄うす暗ぐらいところに引きずられる。摑つかんでいる手は複数あって、ビイは何事かと戦せん慄りつした。一いつ瞬しゆんピスケスの顔がよぎる。

「ビイくん、あたしよ」

　抵てい抗こうしようとしたビイはその声に動きを止める。聞き覚えのあるものだった。すでに摑まれていた手は解放されており、背後にいた女性を見てビイは声を上げた。

「──あれ、アンドロメダさん？」

　少し困ったような顔をしてそこにいたのは、食堂で会った彼女だった。その後ろでも数人の女性がこちらを窺うかがっている。すでに兄の姿は視界のどこにもなかった。ビイがあらためて「なんでしょう？」と聞くと、おずおずと口を開いた彼女は言った。

「国王陛下にお取り次ぎいただきたいことがあるのだけれど、いいかしら……？」
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　アンドロメダたち食堂の女性はハウトを前にして少し緊きん張ちようした様子で口を開いた。

「……明日、レプス王国の王太子がおいでになる予定なのをご存じですか？」

「何だと!?」

　ハウトとツェーイの様子がにわかに怪あやしくなる。ビイもぐずっているレンの世話をしながら驚いた。彼女たちは宴えん席せきの支し度たくを指示されて知ったらしいが、他国の王太子の来訪を王が知らず、宰さい相しようが準備を行うとは呆あきれたものだ。

（嫌いやがらせ凄すさまじいな……）

　もちろんレプス王国とのやり取り自体はピスケスが行っていたのだろう。詳しよう細さいを理解しているという意味で彼が同席するのなら分かる。

「面子めんつってものがあるでしょうがよ……」

　ツェーイが心底信じられないという様子でそう言った。レプス王国が輸出している鉄製品はフォーマル王国にとっても重要なものだ。

「国王陛下は出席なさらないとおっしゃっているとピスケス様から伺うかがったんですが、本当なのか気になったんです」

　アンドロメダの発言に、ハウトが苦い顔をする。

「今までは伺うのは怖こわいと思っていて、けど……先日助けていただいたときビイくんと話していらっしゃる様子を見て、もしかして違ちがうんじゃないかと思って。書類のことも、王様が無視していらっしゃるのだと思っていたのも違うのかな、勘かん違ちがいだったのかなって」

　食堂でのハウトを見て、彼女らの知る噂うわさとのあまりの違いに考え直してくれたのだ。ビイはそれだけで躍おどり上がりたくなるほど嬉うれしいと思った。

「──感謝する」

　ハウトも柔やわらかくそう言い、アンドロメダたちは自分たちの判断が正しかったと安あん堵どの息をついた。

「これからピスケスのもとに参る」

「ハウトさん!?」

　突とつ然ぜんのハウトの発言にツェーイが悲鳴を上げた。

「このまま明日を迎えれば、誰だれがこの件を私に告げ口したかピスケスは探し始めるだろう。彼女たちの勇気を後こう悔かいさせたくない。私が直接聞きだすことにする」

「陛下、私たちのことなどお気になさらず……！」

　焦あせる様子の女性たちに、ツェーイも同じように戸と惑まどって言った。

「それはそうだけど……あのピスケスがそんな簡単に口を滑すべらせるかなぁ」

　ツェーイのその言葉にはビイも頷かざるを得ない。力ちから業わざで何とかなるとは思えなかった。しかしハウトは同意のひとつもなくとも実行する気らしく、マントを手に部屋を出ていく。

「ちょ、ちょっと待って！」

　その後ろをビイとツェーイは慌あわてて追いかけた。

「もうちょっと策を練ろうよ。丸まる腰ごしじゃどうしようもないって！」

　長い足に置いていかれないよう必死で走ると、ちょうど目的のピスケスが見慣れない女性を連れて廊下を歩いているのが見えた。

　間が悪すぎる。ツェーイとビイは顔を見合わせて震ふるえあがった。

　気が付かれる前に進路変へん更こうをもくろむものの、相手が先にハウトを見つけてしまったようで「これはこれは」と近づいてくる。妙みように愛あい想そが良いのは何故なぜだろうか。ビイは警けい戒かいする。

「どうなさったのです、国王陛下。ちょうどこれから孫まご娘むすめのスピカを連れてご機き嫌げん伺うかがいに参ろうかと思っていたところです」

　ピスケスの背後にはきりっとした美女が立っていた。あまり似ていない。そういえば初めて参加した議会で、婚こん約やくの話がどうのと言っていたような気がする。

　ビイが黙だまったままことの成り行きを見守っていると、ピスケスが大げさに首をすくめた。

「先日、城下町での不正を暴あばかれた件、見事でございましたねぇ。狼ろう藉ぜきを働いていた貴族の捕ほ縛ばくもなさったとか。さすが陛下でいらっしゃる」

　ピスケスがいけしゃあしゃあと言うのに合わせて、ハウトの手が強く握にぎられる。やはり腹芸で勝まさるピスケスに、まっすぐな気き性しようのハウトは勝ち目がない。

　どうしたものか。ツェーイと二人で目を合わせるが、彼にも妙みよう案あんはないらしい。その間にもピスケスはどんどん話を進めていく。

「しかし陛下、大事なお仕事をお忘れでございますよ。御お子こを生なすことです」

　そう言ったピスケスは控ひかえていた女性を押し出した。

「どこに出しても恥はずかしくない、私の孫娘です。正しい血統の子が、生まれますよ」

（──正しい、って！）

　ハウトの出自のことを言っているのは明らかだった。ハウトの表情も硬かたくなる。明らかな侮ぶ辱じよくだった。血筋に正しいも正しくないもあるか。ビイはあまりのことにかっと血がのぼる。

「──おじいさま、陛下に失礼を働いてはなりません」

　しかしその場の怒いかりを抑おさえたのは、意外にもピスケスの孫娘だった。凜り々りしい表情の彼女は、庇ひ護ご者であろう祖父に向かってきっぱりと首を振ふる。

「わたくしは陛下にご挨あい拶さつをということでご一いつ緒しよ致いたしましたが、このような形でお目に掛かかるのは本ほん望もうではございません」

　想像にはない展開だった。ピスケスの孫とは思えないまっすぐな発言にビイがあっけにとられていると、祖父のピスケスさえ、驚おどろいた様子だった。スピカは一礼してその場から立ち去ってしまう。

「お前は！　国王陛下の婚約者なのだぞ！」

　そう叫さけぶピスケスに対して彼女は振り返りもしなかった。

（……あんな人がいるんだ）

　衝しよう撃げきのままビイが無言でいると、ハウトが思い出したように「話がある」とピスケスに向き直った。そのことでビイは自分たちが何故ここに来たのかを思い出す。

　食堂の女性たちの告発が露ろ見けんしないよう、ハウトが直接聞きだしたことにすると言ったのだ。「──貿易に関しての情報が欲しい。本当に教育に割さく財源がないのか洗い出しをしたい」

　財源の洗い出しという名目で貿易について話を進めていくつもりなのだろう。切り出し方としては悪くない。ツェーイがビイにだけ聞こえる小さな声で呟つぶやいた。ビイも同感だった。　>>>♥

　しかしすぐに旗色は悪くなる。ピスケスに「時間が掛かります。資料を集めるのに三日は必要です」と言われたからだ。ハウトが急いでいると告げても、「部下に徹てつ夜やはさせられません。法律で禁じられていますから」と法律を盾たてにさえしてみせる。

　堂どう々どう巡めぐりだ。ピスケスも明日のレプス王国王太子の来訪を隠かくすつもりでいるのだから当然ではあったが、情報源の秘ひ匿とくという意味ではハウトの方が分が悪かった。

　廊ろう下かで繰くり広げられる王とピスケスの小こ競ぜり合いは人目をひいたのだろう。通りすぎていく人が好こう奇きの目で見ていく。声を荒あらげようものなら、またハウトの印象が悪くなってしまう。

　一度引いた方が良いのでは。ビイがそう思ったときだった。

「──失礼します」

　背後から声を掛けられ、振り向く。タイミングが悪かったのかやってきた男の肩かたに鼻をぶつけてしまい、そっくりかえる。

「──大だい丈じよう夫ぶですか」

　渋しぶい顔をしつつビイを助け起こしてくれたのは、食堂でハウトに「ドラド」と呼ばれた男だった。ぶつけた鼻をさすりながらもビイは目を見張った。

「……ドラドか」

　ハウトが自分を認にん識しきしたと思ったのか、静かにドラドが膝ひざをついた。

「──国王陛下に、謝罪申し上げたく」

　続いた声に、ビイはツェーイと顔を見合わせる。ハウトも驚いたようだ。跪ひざまずいたドラドを立たせようと手を伸のばす。

「何事でだ。とにかく顔を上げよ」

「……これまでの非礼についてでございます。陛下が城下町を視察なさり、直接不正を糺ただし、国民を危険から救ったと伺いました。加えて食堂の滑かつ車しやの件……議会で直接お話が出来る身分でありながら、これまで不確実な噂を信じていた自分が情けなく、恥ずかしく……」

　震えながら続く言葉に、ビイは何となく事情を察する。ハウトもツェーイも理解したのだろう。わずかに口元を緩ゆるめて続きを聞いた。

「──ゆえに明日のレプス王国の王太子の来訪について、陛下にご相談申し上げようと思い、こちらへ参りました」

「……ほう？　レプス王国の王太子の来訪？　それは、どういうことだ？」

　思わぬ形で目的の単語が出たことにビイは驚きを隠せない。しかしハウトはしれっとした顔でドラドに続きを促うながした。
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　数日のうちに、王宮内の情勢は様変わりした。有力な文官であるドラドがハウト側についたことで、元から中立寄りだった貴族たちの心が動いたらしい。告発した下働きの女性たちも何のお咎とがめもなかったことで、ハウトは信しん頼らいを確かなものにした。

　レプス王国の王太子との会談は、やってきた王太子がハウトと年が近かったためかお互たがいの国の未来について肯こう定てい的な話し合いができて、今までになく良い取り引き条件を取り付けられたそうだ。

　最後まで王太子は会ってくれたハウトへ感謝しており、一いつ顧こだにされなかったピスケスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で会場を後にしたという。

　食事を用意しながらアンドロメダが給きゆう仕じで入ったその様子を教えてくれた。ハウトの部屋にもこれから食事の準備に行くのだそうで、顔も合わせず逃にげるように去られた初日との変化は著いちじるしいものだった。

「まぁ、人間どっかに正しいことをしたいって思う良心があるものだよね」

　ツェーイは出入りの増えた執しつ務む室の仕切りをしながらそう笑っていた。ドラドについてきた貴族が友好的になったおかげで、ハウトの部屋にやってくる下働きの人が増えた。そしてその人たちが噂うわさとは違ちがうハウトに驚いて周囲に「噂は噓うそだった」と言ってくれ、更さらに人が増えるという好循じゆん環かんが起きている。

　山積みだった書類は、増えた人の手で分別され、処理されていく。少し前までビイも手伝っていたその作業は今では滞とどこおりなく、書類の紛ふん失しつも無く進められている様子だった。

　子どもたちを寝ねかしつけたビイは夜にハウトの部屋に紅茶を淹いれに行くのが習慣となっている。

　その夜も、ビイはいつものように紅茶のセットを携たずさえてハウトの部屋を訪おとずれた。

「……疲つかれてるねぇ」

　ソファの上には白いライオンが伸びていた。周囲に落ちている書類を拾って片付けていると、ハウトが人型になってヨロヨロと起き上がる。

「こうして見ると、王の仕事とは多た岐きに渡わたるのだなと思ってな……以前はほとんど何もできていなかったようなものだ」

　紅茶を手て渡わたされたハウトはそれを口にしながらぼんやりと庭を眺ながめて呟いた。

「そんなことないよ。書類に埋うもれるほど頑がん張ばってたじゃないか」

　ビイはハウトの対面に座り、優やさしくそう言った。ハウトも頑張ってきたという思いはあるらしく、「そうだな」と力なく返事をした。

　いろいろな変化がありすぎて、どうやら本当に疲れているらしい。心配でビイはハウトの様子を窺うかがった。

「何もかも、この国のためには必要なことだと思ってやってきたんだがなぁ」

　王のぼやきは心配をさらに深めた。紅茶が熱かったらしく小さく舌を出した王に、ビイはそっと問いかける。

「ちゃんとこの国のためになっているよ？」

　ハウトは青い目で遠くを見ている。

「……私がしたことは、良い結果になっているか」

　ビイはその質問に即そく座ざに返事は出来なかった。元から返事を待つ気もないらしく王は独り言のように続けた。

「法律を作っても、それは国民には浸しん透とうしていなかった」

　ビイの家に来た借金取りを思い出す。ティーカップは執務机の上に静かに置かれた。

「書類にどれほどサインをしても、貴族の愚ぐ行こうひとつ知らされない」

　王は目を片手で覆おおった。深い沈ちん黙もくが後に続く。

「私は、誰だれかを守れているだろうか」

　王のつぶやきがビイには痛かった。この執務室は静かすぎて、時々世界から断絶されてしまったように感じることもある。やってきて一週間のビイでさえそうなら、生まれてからずっとここにいる王はなおさらそう感じるのだろう。ビイはふいに表から吹ふいてくる風を頰ほおに感じて、あることを思いついた。

「……陛下、こんな時間ですけど街を見てみません？」
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　ビイは生まれてからずっと、小高い丘おかの上に輝かがやく城を眺めて生きてきた。大きくて美しい城にはきっと素す敵てきな王様がいるのだろうと。

　ビイは王の手を引いて、最上階のバルコニーに出た。中庭が高い位置から見下ろせて、風も心地ここち好よい。

「あ、見えない……」

　街がある方向にちょうど大きな木があり、視界を遮さえぎっていた。広いバルコニーを端はしから端まで移動してみたが、何かに阻はばまれてしまい目的は達せそうになかった。

　バルコニーから大きな屋根を見上げれば、途と中ちゆうに明かり取りの窓がある。ビイは王の手を引いて室内に戻もどり、今度はその明かり取り用の窓まで移動した。

「よ、っと」

　小さな窓からビイは身を乗り出した。周囲を見回し、他ほかに人が見ていないかを確認してから窓まど枠わくに手を掛かける。それを見て初めて王は何をしようとしているのか分かったらしく、慌あわてた。

「おい、まさか屋根に登るつもりか」

　ここまでついてきて、何も気づいていなかったのか、とビイはおかしくなる。

「そのまさかですよ。大丈夫、お互い猫ねこ科でしょ」

　屋根に足を置いて、滑すべらないかを確認したら獣じゆ姿うしを取る。身軽に窓から下りて、屋根の頂上へと向かった。

　ついてこないかもしれない。そうビイが思ったのは一いつ瞬しゆんで、背後から大型の獣けものの気配が続いたので、ビイは気持ちも軽く歩みを進めた。

「わー、やっぱりここからなら見えますよ！」

　どうにか屋根の頂上に登ったビイは、そこから見える景色に歓かん声せいを上げた。眼下にて、ビイたちの暮らす城下町の光がちらちらとゆらめいていた。

　揺れる光が一筋ひときわ強く輝いているのは役所のある大通りだと思われた。人通りの多い道の街灯だ。以前ビイたちがハウトと歩いた道でもある。

　そう説明してやると、王は目を丸くした。首を伸ばし、まるで生まれて初めて宝石を見た子どものように、いろんな角度から矯ためつ眇すがめつ街の光を観察している。

「……オレんち、たぶんあのへん」

　指を差してそう言うと、王の青い目が一いつ緒しよに動く。正確ではないかもしれないが、大通りから少し外れた林の側そばにあるので、大体は合っているはずだ。家の後ろのアクイラの木が見えないかと目を眇めたが見えなかった。王はその方向を見やって、少ししてから小さく「すごいな……」と呟つぶやいた。

「すごいですよね。きれい！」

　ビイもそう言った。こんなにきれいに街の光が見えるとは思わなかった。予想以上で興奮してしまう。

　少し冷たい風が吹いてくる。けれど暗い世界にぼわりと光が浮うかんでいる。ゆらめいているのはまるで夢のようで、寒さも一瞬忘れることができた。

「あれ全部おうちなんです。あの光のあるところ全部にひとがいるんですよ」

「あの光が、全部……」

　王宮から少し距きよ離りはあるものの、光は間ま違ちがいなくそこで生活する人の姿だ。遠い山から吹き下ろすように来る風が、ちらちらと民家の煙けむりを揺らしていた。遅おそい夕飯の支し度たくだろうか。ビイは炊すい事じの煙を街で見るのが大好きだった。家に向かう道で、各家庭の夕飯の匂においを感じると胸が弾はずんだ。

「いつか、ここから街を見てみたいって思ってたんですよね」

　ビイがそう言うと、王は薄うすく笑った。ビイは姿勢を変えようと尻しりをふいに浮かせた。その途と端たん強めの風が吹いて、足元が揺らいだ。

「わ、わー！」

　急ぎ獣姿になればよい。そう分かっていても、一瞬パニックになってしまった脳はそうさせず、ビイは人の姿のまま屋根の傾けい斜しやに向かって身を投げ出しかけた。

「──しっかりしろ。こんな間ま抜ぬけな猫科、見たことないぞ」

　しかし恐おそれていた痛みはまるで襲おそってこない。大きな手が落ちるビイのシャツを摑つかんで引っ張り上げてくれた。

「スミマセン……」

　いたたまれない。自分で何とか姿勢を正そうとしたが、危あやうい気がした。ハウトは「こうした方が早い」と言うが早いか、ビイを膝ひざの上に抱かかえ込んだ。

「──わ」

　王の体温を身近に感じて、そこで初めてビイは自分が風に吹かれて少し冷えていたことに気付いた。最初は申し訳なさで身を縮めていたが、王は苛いら立だった様子もなく平然としている。しばらく無言の時間が続いたが、それは嫌いやな沈黙ではなかった。

「……王様にもありません？　子どもの頃ころにしたかったこと」

　ビイにはたくさんある。屋根の上から夜の街を見下ろすこと、好きなものをたくさん食べること、兄よりも大きくなってかけっこで勝つこと。今思えば子どもっぽい願望だが、こうして大人になって王宮の屋根から夜の街を見下ろすことが出来た。

　王様の腕うでの中から、中庭を見た。サンルームから庭に下りると、バラの咲さく広い芝しば生ふが広がっている。少し距離を置いたそこには、以前探検の途中に見た倉庫のような建物があった。

「……子どもの頃にしたかったことか……」

「そう。王宮だとお願いすれば何でもありなのかな？　ちょっとうらやましい」

　きっと欲しいものは何でも手に入ったのだろう。生まれの違いを思ったビイの耳に、ハウトが信じられないことを言った。

「……私は、あそこから出してほしいと常々思っていた」

　その声は、うすら暗い。指差すのは、ビイが倉庫かと思って眺ながめていた庭の奥にある建物だ。錆さびついて朽くち果てそうな鍵かぎの掛かっていたその場所を思い出して、ビイは首を傾かしげる。

「私は、あそこで生まれ育った」

「──え」

　ビイは言葉を吞のんだ。

「……妾しよう腹ふくと言ったが、母は父の側室にもなれないような身分の低い女によ官かんだったらしい。顔も知らぬ。私は物心ついた時から一人だった」

　風が吹いた。ハウトは寒さを避さけるようにビイの身体からだを抱だきよせる。

「アルタイル正せい妃ひに頭が上がらなかった父のデネブ王は、私をこの王宮へ入れることはなかった。鍵が掛かっていて、出られなかったのもあるが……今日のように少し寒い夜は、王宮から笑い声が聞こえると、寂さびしさが沁しみたな」

（あんなところで一人でいたって……？）

　ビイは信じられなくて何度も中庭を見た。どんな方向から改めて見ても、王の言う場所は倉庫にしか見えなかった。小さくて、うっそうと茂しげる木に埋うもれてしまいそうだ。

「ベガ兄様だけは、私を弟として扱あつかってくれた。禁じられていたから王宮へ私を入れることはなかったが、中庭で正妃殿どのの目を盗ぬすんで二人で遊んだものだ」

　寒い夜に一人ぼっちで膝を抱える子どもがいる。それが、こんな王宮であった光景だというのだ。

　ハウトの言葉にビイは幼いハウトに思いを馳はせる。

「……王宮の光は、憧あこがれだった。あそこに兄様や父上がいるのだな、と」

　星が明るく輝き始めていたが、特に外灯があるわけでもない王宮の中庭は木々の影かげでうっそうと暗く、ともすると飲み込まれそうな不気味な闇やみが広がっていた。

　その闇の中に、ハウトが育ったという小屋がある。

　鍵を掛けた正妃が死に、扉とびらを閉じた父王が死んで、ようやくハウトが王宮へ足を踏ふみ入れたとき、そこには誰だれもいなかった。笑い声がしていたはずの、明るい憧れた場所で、ハウトは一人なのだ。

（……ひどい……）

　ビイは内心でそう憤いきどおった。いくら生まれに思うところがあったとしても、ハウト当人には何ひとつ咎とがのない話だ。そんな子どもに対して、まるで罪人のような扱いをよくできたものだと思う。

　見れば見るほど、小屋は粗そ末まつなものだ。ここぞとばかりに夜目をきかせても、王の育った場所とは思えない。ビイの子どもたちなど一人で置かれたら数秒もしないうちに寂しさで泣きだすだろう。

（あそこで、あんなところに、一人で……ちっちゃなハウトが可哀かわい想そうだ……）

　同情など求める性格の人ではないのは、十分にわかっている。しかし食事を一人で取るのが当たり前だった彼が見せた幼い仕し種ぐさや、時おり見せる不器用な優やさしさから見える過去の傷があまりに切なくて、ビイは滲にじんできてしまった涙なみだを隠かくすように顔を覆おおう。

　何も知らなかったとはいえ不用意にこんな場所に連れてきてしまった。そう詫わびると王は笑って首を振ふった。

「一人で見る光は寂しいだけだったが、今はツェーイがいるし、ここにはこうしてビイがいる。ドラドも、下働きの者たちもいる。……子どもの頃と同じではないよ」

　どんなにしっかりしていたって、王族だって幼い子どもが自分一人でできることなんて限られている。甘えたい時もあっただろう。寂しかっただろうに。レンやルカやルイが、同じ目に遭あったらと思うと胸が詰つまった。

「うちに、うちに逃にげてきてくれたら……」

「ビイ？」

「そうしたら、オレが引き取ったのに。そりゃ……ものすごい贅ぜい沢たくは、させてあげられないかもしれないけどさぁ……」

「ビイ……」

　年ねん齢れいを考えればそんなことは出来ない。王が幼いのなら、いくら年上でもビイも子どもだった。けれどそんな話をしているのではないのだ。まだあの倉庫には、一人ぼっちで王宮の灯あかりを眺めている幼いハウトがいるような気がした。

「オレが育ててあげたかった……」

　支し離り滅めつ裂れつだ。冷静な自分が何を話しているのかと脳内で呆あきれているのが分かる。しかし、涙は止まらず、震ふるえるビイの頰ほおを濡ぬらしていった。

「そうだな。お前に育てられたら、……私はどんな人間になっていたかな」

　優しい声こわ音ねだった。決してそうはならなかったことを分かっていながらも、ビイの気持ちに沿うような。傷ついていたのは彼の方だったのに。ビイは自分の気持ちばかりが先立っていたことを反省した。

「……私もお前の家に生まれたかった」

　思ってもみない言葉にビイは目を白黒させる。何とか探して出た言葉は貧相なものだった。

「こ、こんな広い家じゃないぞ。静かじゃないし、あんまり裕ゆう福ふくじゃない」　>>>♥

　ハウトは柔やわらかく笑った。

「金は必要だが、金が泣く子をあやして寝ねかしつけてくれる訳じゃない。お前の子たちは健すこやかで可愛かわいい」

　我が子を褒ほめられて、ビイは嬉うれしくなる。ハウトが「そういえば」と、窺うかがうように言った。

「その……ずっと聞きたいことがあったのだが、子どもたちの母上は、どうしたのだ？」

　ああ、とビイは手を打った。まだハウトには、言っていなかった。

「あの子たちは、全員兄貴の子。……母親が誰かは知らないなぁ」

「兄!?　……それは本当なのか」

「ウソついても何にもならないよ。下の三人はそのことを知らないだろうから言わないでね」

　ハウトは「本当なのか……」ともう一度信じがたいというように呟つぶやいた。

「亡なくなったのは、戦争でか？　……間に合わなくて悪かった」

　不ふ可か抗こう力りよくと思ったらしいハウトに、ビイは首を振る。

「ぜんっぜん。当の兄貴はピンピンしてる」

　ハウトは絶句した。王宮では考えられないような話だろう。ビイは身内の恥はじを晒さらしてしまったなーと軽く笑う。

「自分の子ではないのに、あんなに可愛がれるものか。大変だったんじゃないか」

「……うん、まぁね。でもオレも育ててくれた両親の子どもじゃないから」

「なんだと」

　ビイは自分が戦災孤こ児じだったことや、亡なき両親に引き取られるまでのことをかいつまんで説明した。あまりに幼いころのことだったので全すべてをはっきりと覚えている訳ではないが、親との血のつながりがないことや、それでも幸せだった子ども時代はビイの人生の大切な一部だ。

「困った兄貴だけど、ベテル兄さんがいなければオレは飢うえ死にしてたと思うし、死んじゃった両親に引き取られなければここまで大きくなれなかった。たぶんね。だから今は恩返しみたいなもんかなぁ」

　どんな子どもでも等しく守られて、健やかに成長してほしい。ビイ一家だけでなく、街全体でそんな風に思っていると思う。

　そして何よりビイをママと慕したう子どもたちへの情は、血けつ縁えんなどどうでもいいと思わせた。

「手は死ぬほど掛かかるけど、自分の子どもじゃないなんて思えないくらい可愛い。やり方が下手くそでも、いびつでも、どうあってもこの子たちが大人になるまでオレが守りたい」

「そうか。すばらしいことだな」

「……あ、なんかごめん」

　家族の縁に恵めぐまれなかったハウトの前で言うことではなかったとビイは思い、口を閉じた。しかし続く沈ちん黙もくは二人の間の空気を気まずくさせるものでなく、むしろ心地ここち好よいとさえ感じてビイはこの時間が惜おしいと思ってしまった。




　　　　◆




　人手は増えたが仕事も増えたハウトの執しつ務む室は、その日もバタバタしていた。ビイも頼たのまれた書類をあちこちに運んで忙いそがしくしている。

（おっと、人が来る）

　廊ろう下かをこちらに向かってまっすぐ歩いてくる人物がいて、衝しよう突とつを避さけようとビイは一歩横にズレた。しかし相手はビイに気付かなかったのか、よりによってビイの進行方向に同じように曲がった。

　何でだろうか、と顔を上げると、

「あなた、国王陛下の側近さんですよね？」

　ビイよりも背の高いその女性がそう口を開いた。その顔には見覚えがある。

（このひと……）

　わずかな邂かい逅こうだったが、鮮せん烈れつな印象だったので覚えている。

　自分より少し年上くらいだろうか、凜り々りしく雄お々おしさを感じさせる雰ふん囲い気きはライオンの気配だ。戸と惑まどうビイをよそに、女性は深々と頭を下げた。

「以前お会いしたとき、きちんとご挨あい拶さつもせず失礼いたしました」

「えっ、えっ。あの……お気になさらず……あの、スピカ姫ひめ、ですよね？」

　以前ピスケスの背後から姿を見せた、彼女だ。

「新しい付き人のあなたが国王陛下と外の架かけ橋になっていると知り、ご挨拶に伺うかがったところです。ここでお会いできて良かった」

　スピカがそう言って、微笑ほほえんだ。

「え……」

　ビイは驚おどろきを隠せない。ハウトが良いいやつであるということをみんなに知らせたいという思いはあったけれど、国王と外の架け橋などという大層な評価は身に覚えがなかったからだ。しかしスピカは「王宮内では噂うわさで持ちきりです」とゆるく首を振って答える。

「身内の恥はずかしい話ですが、祖父の行動は目に余るところでございます。わたくしも気を払はらうようには致いたしますが、身の回りにどうぞご注意くださいませ」

「え、えーと。スピカさん、は、ピスケスさんのお孫さんなんだよね？」

　ビイは混乱していた。ハウトとあれだけ露ろ骨こつに敵対していた人の孫まご娘むすめを相手にしているのならば、ハウトを支えるビイなど目の敵かたきにされるだろう。嫌いや味みを言われこそすれ、助けてもらえる理由が分からなかった。はっきりと口にしなかったその疑問を察したのか、スピカは困ったように微笑んだ。

「……わたくし正しいことが好きです。祖父のすることは間ま違ちがっています」

　お恥ずかしい、とスピカは表情を曇くもらせた。その表情からは噓うそは感じられず、飛び上がるような心地になって、思わずビイはスピカの手を取ってしまった。スピカが噂に引きずられず、こうしてビイに声をかけてくれたことが嬉しかった。

　スピカはくれぐれもビイの身辺に気を付けるようにと繰くり返して去って行った。

「あんな人がいるんだなぁ！」

　ビイの心は軽かった。

（もしかして、ちょっとくらいは役に立ててるのかな）

　何かできているとはとても思えないが、気を付けろと言われるくらいには効果があったのだろうか。ビイは書類を無事に届けて帰る足取りも軽かった。
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　下三人がちょうどお昼ひる寝ねをしている今のうちに何か手伝えることはないか。ヤル気に満ちたビイは執務室を見に来たのだが、何もなさそうだと肩かたを落とした。人が増えたので、ビイにできることは減ってしまった。

　しかしツェーイはそれを見み逃のがさず、ビイの手を取る。

「うちの大将がどっか行っちゃったので見つけてきてください」

「ええ？　どっかって、どこ行っちゃったの」

「それが分からないから困ってるんじゃないですか」

　人の出入りが多くなったことで、今までのようにハウトの動きに注意ができなくなったと言うのだから、ビイとしてもなんとも言えない。

（っても、どこに……）

　廊下に出てから考える。ほかの人ならいざ知らず、ツェーイが探して見つからないと言うなら、普ふ通つうのところにはいないのだろう。

（──もしかして）

　ビイはこっそりと屋根につながる明かり取り用の窓があるところへ向かった。人目についていないか確かく認にんしたうえで窓から顔を出して屋根のてっぺんを見る。

（やっぱりここにいたか）

　以前二人で登った場所だ。ビイが窓から顔を出した時点でハウトも気付いていたのか、こちらをちらりと見た。

「ハウト、みんなが探してるよ。下りてこいよ」

　しかしハウトはちらっと向けた視線を戻もどしてしまう。下りる様子も無い。ビイは獣じゆ姿うしを取って屋根に足を掛けた。

「……ビイ、気を付けろよ」

　ハウトはそれを待っていたように言った。

（いやいや、下りてこいよ）

　ビイは一いつ瞬しゆんそれを期待して足を止める。しかしハウトはまるでそこに根が生えてしまったように動かない。

　来てほしいのか、とビイは判断する。しかたなく登って行き、ハウトの隣となりに人の姿で腰こしを下ろした。

「……どうしたの」

　責めるような口調にならないよう注意しながらそう口を開くと、ハウトはゆっくりと首をめぐらせてから、「困っている」と息をついた。

「息いき抜ぬきにここに来たら足が言うことを聞かなくなった。戻ろうとすると動かなくなる」

　その言い草にビイは思わず吹ふきだしそうになった。まるで小さい子が言う幼いわがままのようだ。口調が可愛かわいくて、ビイは「そうかー」とほのぼのと返す。

「ここ、風が気持ち良いもんな。眺ながめもいいし」

　そんな気持ちになるのもしょうがない。ビイはそう思って目を閉じた。

「怒おこらないのか」

　ハウトがしょんぼりとする。

「怒られると思ったの？」

　ビイは逆に聞く。ハウトは少し考えて、「分からない」と答えた。

「最近妙みようなんだ」

　ハウトはぼんやりしている。ビイは本腰を入れて話を聞いてみようと続く言葉を待った。

「前はそう思うこともなかったが、今はずっと仕事だけしているのがつらくなってきた」

「初めて会ったときは一日じゅう仕事してたもんね」

　あのときのハウトは怖こわかったなぁ、とビイが言えば、大きな身体からだがしゅんとなる。慌あわててビイは「あのときは、だよ！」とフォローを入れた。

「仕事ばっかりが嫌なのは普通のことだよ。むしろ今までよくやってきたじゃん」

　もう一度あの頃ころのハウトに戻れと言う人がいたら、ビイは激げき怒どするだろう。ツェーイたちが探しているのは分かっていたが、今すぐ連れ戻すのも無ぶ粋すいな気がした。

「良い風だなぁ。戻りたくないよなぁ」

　ビイがそう言うと、ハウトは黙だまって頷うなずいた。

「膝ひざ貸してやろっか？」

　ハウトの青い目がビイの膝を見る。骨と言われるようなビイなので、気持ち良くはないかもしれないが、疲つかれているなら誰だれかが甘やかしてやった方が良いのだ。ハウトは黙って仰あお向むけになってビイの膝に頭を下ろした。

（……日差しが眩まぶしくないかな）

　少しでもゆっくりできるように、ビイは太陽の位置を気にして自分の身体で影かげを作る。先ほどまで眩しかったらしい。ハウトはうっすら目を開ける。

「ありがとう」

　はにかんだような表情が可愛い。ハウトがこんなに可愛いなんて。ビイは合わせて微笑む。

「気が済んだら戻ろうなー」

　そう言うと、ハウトは拗すねたように「一生戻らないかもしれない」と言い出す。

「そっかー。日焼けして白ライオンが普通のライオンになっちゃうかもな」

　ユキヒョウのビイも黒くなってしまうかもしれない。そう言うと、ハウトが想像したのかぶはっと吹きだす。

「影を作ってもらって守られている顔だけは白いままか」

　気が付いていたらしいハウトのその言葉に、ビイは微笑む。おかしそうに笑うその顔が可愛いなぁ。心底そう思う。戻るように言わないといけないのになぁ。しかしその決意は、ハウトの笑いにほろほろと溶とけてどうでも良くなっていく。

（甘やかしてるのかな）

　同情なのかもしれなかった。人よりも大変な道を歩んできた彼が、ほんの一瞬でも安らげる止まり木になってあげられたら。

　ビイは風に吹かれて乱れたハウトの髪かみをそっと撫なでつけてやる。

「──今のはなんだ」

　ハウトが目をつぶったまま言った。

「今の？」

「頭に触ふれただろう」

「ああ、ごめん。髪がはねてたから。嫌だった？」

「……もう一度」

　乞こわれて、ビイはきょとんとする。ハウトが目を閉じたまま、ビイにすりよるようにする。

（もう一度、ってこう？）

　ねだられた行こう為いがどれだったのか思い出して、ビイは直前までやっていたようにハウトの頭を撫でる。するとハウトが明らかに脱だつ力りよくし、少しするとゴロゴロと喉のどを鳴らし始めた。

（えー……可愛い）　>>>♥

　同じ猫ねこ科だ。ビイもすることはある。しかしまるで子猫が母猫にするような無む邪じや気きな甘え鳴きは、ビイの親心を刺し激げきした。

（よく考えたら、ひとりで頑がん張ばってきた人なんだよなぁ）

　一人で育ち、一人で戦争を終わらせ、今は王として一人で仕事をしている。途と中ちゆうからツェーイもいたものの誰かに甘えるなんてことをせずに、背筋を伸のばして生きてきたのだろう。

　来歴を思えばいくらでも甘やかしてやりたいと思った。

　両手でわしゃわしゃしようと片手を屋根から離はなした途と端たん、突とつ風ぷうが吹いて身体が傾かしぐ。

「おわ、わわわ」

　膝の上に頭を乗せたままのハウトがいるので転がり落ちる訳にはいかない。焦あせったビイだったが、すぐに腹に大きな手が回り、支えてくれる。

「まったく……毎回思うが本当に同じ猫科なのか」

　先ほどまで寝ね転ころがって喉を鳴らしていたとは思えない俊しゆん敏びんさで起き上がったハウトが、ビイを引っ張り上げてくれた。

「ご、ごめんよぅ～。たぶん落ちても自分でなんとか受け身は取れると思うんだけど……」

「納なつ得とくしがたい。そのまま頭から落ちる方が想像に難かたくない」

　辛しん辣らつな言葉を吐はきながらハウトはビイを抱かかえて屋根を下り始める。

「戻る。心配をかけてすまなかったな」

　もういつものハウトだった。ビイは自分で歩けるのになぁと思いながらも、まぁいいかと任せることにした。

　バルコニーから室内に戻ったハウトは、ビイをゆっくりと下ろしてから何かを考え込んでいる。

「どうかした？」

　ビイが確かく認にんのために顔を覗のぞき込むと、ハウトは「うーむ」と唸うなってから、中庭を見て言った。

「何をするにも、まず先に許可がいるなと思ってな」

「どういう意味？」

「こちらの話だ。子どもたちはどこだ？　話がある」

　子どもたち？　オレの？　そう間ま抜ぬけにも聞き返すと、ハウトに「他ほかに用のある子どもはおらん」と言い返されてしまった。
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　ハウトに子どもたちと話してから行くと言われたので先にビイは執しつ務む室に戻もどった。今日の仕事の采さい配はいが一通り済んだらしい執務室はツェーイしかおらず、静かになっていた。

「やー。ようやくばたばたが落ち着いたよ」

　疲れた様子のツェーイにビイは紅茶を淹いれてやって、ソファに対面するように座った。ヒマだったら手伝ってほしいと言われた書類を手に取って分類を始める。ツェーイはご機き嫌げんだ。諸もろ々もろ片付けることが出来て、懸け念ねん事じ項こうに手がつけられそうだと言う。

「懸念事項？」

　問いかけるとツェーイは勢いよく頷いた。

「そう。ハウトさんのお兄さんの子ども探し」

「ああ……」

　ビイはそのことかと思い当たり、書類を手にしながら何気なく言った。

「それは気になる。オレがいる間に解決してくれたらいいな」

「いる間？　え？　ビイくんいなくなっちゃうの？」

　ツェーイの言葉に驚おどろいたのはビイの方だ。思わず顔を上げる。

「え？　もとから一ヶ月限定って話だったじゃない」

「困るよ!?　今やビイくんは、ハウトさんの保護者みたいなものじゃない!?　あんなに懐なつかせておいて一ヶ月で放ほうり出すの!?」

　ビイはツェーイの勢いに目を白黒させる。反論を封ふうじたまま、ツェーイは必死の形相で続けた。

「ハウトさんには幸せになってもらいたいんだ。家族愛に飢うえている人だから身内がほしい。チビちゃんたちと一いつ緒しよに、このままここに残ってよ」

「……も、もともと一ヶ月限定って言ってたし、ツェーイも元気になったし、ドラドさんもいるじゃない」

　ビイの発言に「それが何」とツェーイはにべもない。

「チビちゃんたちにとってもここは悪い環かん境きようじゃないでしょ」

　たしかにそれはそうだった。気が付けば中庭ではハウトがリッカに剣けんの稽けい古こをしている。リックも最近はツェーイの指示を受けていろいろしているらしい。ドラドと本を読みながら討論をしているライカの姿も見たばかりだ。

　下の双ふた子ごさえ、二人で楽しそうに遊んでいる。いまビイの手が必要なのは末っ子のレンだけだ。

　たしかに王宮にいることで、子どもたちにも良い影えい響きようは確実にある。

　けれど、それは親であるビイの力で与あたえてあげられるものではない。はい、いいですよとは即そく断だんできなかった。

「……それ言ったらたぶんねぇ、オレよりも大変な人からすっげぇひき止められると思うよ」

　何故なぜかツェーイがそう言ってじっと眺ながめてくるのに疑問を抱いだきながらも、渡わたされた書類の分類がようやく終わる。

　話を切り替かえようとビイは書類に目を落とした。

「このリスト、何？」

　見たところ、人の氏名がびっしりと並んでいる。顔を近づけると氏名の横には数字が書かれていた。年や月も併へい記きされている辺り、その数字は年ねん齢れいを示しているらしい。

（……三歳と四歳の、子どものリスト？）

　二枚目をめくろうとして、その手がツェーイに止められる。

「整理するだけって言ったでしょ。この先を見ると、関係者になっちゃうよ？」

「……すみません」

　ツェーイの威い圧あつ感に、ビイは思わず謝ってしまった。自分の立場を思い出せば、余計なことだったに違ちがいない。

「とはいえ、ビイくんもちょっとは関係してるんだけどね」

　オレが勝手に言っていいことじゃないからなぁ、とツェーイは書類をハウトの机の上にまとめて置いた。

「ビイくんとこのチビちゃん、下の子何歳だっけ？」

「下の子……レンのこと？　三歳だけ……うわっ」

　答えると同時に、ハウトが二人のいる執務室の扉とびらを開けた。

「ハウトさん、ドア早くしめて！」

　ツェーイの悲鳴のような注意もむなしく、外からの風が吹ふきこんでくる。まずい、とビイが思ったのと同じくしてツェーイが机の上の書類を押さえにかかった。しかし運悪く数枚の紙が風に乗って舞まい上がった。せっかく正しく処理されるようになったのに紛ふん失しつなどさせるものか。ビイは自分の近くに落ちて来た書類二枚を空中でキャッチする。

「──え」

　その用紙の内容が見えたのは故意ではなかった。ちょうど手にした部分に、見慣れた名前があったから、目についてしまったのだ。

　あまりに見慣れた、毎日呼ぶ名前だ。

「──レン？」

　ツェーイが「あちゃー……」と小さく呟つぶやくのを、どこか遠くのことのように感じた。

「このリストは、何？」

　ビイはレンの名前が載のった用紙をしっかりと抱き込んで二人と対たい峙じした。室内に舞った書類をすべて回収したのを確認してから、ソファに座った。

　ビイの質問に対して、ハウトもツェーイも困ったように顔を見合わせている。だが流されるわけにはいかなかった。二人が言葉を濁にごす理由を、我が子の名前が書類に載る由よしを求めて、ビイは奮起した。

「うーんとね……困ったねぇ、ハウトさん」

　口を開いたのはツェーイだった。風の件は本当に事故だったようで、頰ほおを搔かいて言葉を探している。

「何故困るの」

「うーん……見なかったことにはなんないかなぁ」

「ならないよ。うちの子の名前がある理由を教えて」

　ツェーイの視線がハウトの方に流れた。ビイも一緒に彼を見る。

「……私の兄の実子である可能性が高い子どもたちだ」

「は」

　口を開いたのは、予想外にもハウトの方だった。ツェーイに対して臨戦態勢になっていたビイは開いた口が塞ふさがらない。唐とう突とつなことで内容が理解できずにいた。

（兄の、実子って）

　以前確かにその話は聞いた。探していると。しかしそれが市し井せいの民たみに及およぶ話だとは誰だれが想像しただろうか。ビイは胸に抱かかえ込んでいた書類をもう一度見る。

（共通点は、三歳ってこと？）

　年齢だけしか分からないということか。レンの他にも年齢が「三」と表記された子どもが続いている。それは地区ごとになっているようで、レン以外にも近所の子どもの名前があった。

　ため息をついたハウトは疲つかれ切った様子でソファに座る。何か視線だけで指示を受け取ったのか、ツェーイは外へと出て行った。

「以前、どうやって探すのだと聞かれたな」

　ハウトはビイを隣となりに座らせてから、手にしていた書類を指差した。

「兄の子なら白ライオンの獣じゆ姿うしのはずだ。年齢は三歳から四歳で、まだ獣姿を得ていない子をまとめて追つい跡せき調査する」

「……なるほど。それでうちの子もリストに入ってたのか」

　六人の中で獣姿を得ていないのはレンだけだ。他ほかの五人はすべてユキヒョウで役所に届け出ている。なるほどとビイはようやく肩かたの力を抜ぬいた。

（……年齢と、獣姿未取得っていうだけで引っかかったのか）

　それならば分からなくもない。似ているとかそういう意味不明な主観でのリスト入りではないと安あん堵どする。ハウトはため息をつくように呟いた。

「……正直、見つかってほしいような、見つかってほしくないような、複雑な気持ちだ」

「どうして？」

　ビイは首を傾かしげた。ハウトの青い目はいつもよりも弱々しい。

「父は王宮に入れるなと指示を出した正せい妃ひを慮おもんぱかって、第二王子わたしの存在を公表しなかった。実際に私の獣姿が王家を表す白ライオンではなく、普ふ通つうのライオンだったら、ただの貴族の落らく胤いんとして市井に預けて平民として育てるつもりだったらしい」

「……でもそうしていたら、戦争を終わらせてくれた英えい雄ゆうのあなたは生まれなかったね」

　けれどそんな名声が彼の幸福な子ども時代の替わりになっただろうか。

　ハウトは考えているのだ。お兄さんの子どもがもし市井で幸せに暮らしていたとしたら、王宮に連れ去ることが幸せかどうか。

「……人生にたられば、は無い」

　ハウトの低い声に、ビイも「そうだね」と呟いた。ビイだって、何度も他人に「子どもさえいなければ」と言われて、その都度同じように言い返してきたものだ。ビイの人生を一から十まですべて歩めるのはビイだけだ。交差点に触ふれただけの人間のする仮定に、慰なぐさめも意味もない。

　ハウトの育った離はなれを思い出す。そこでたった一人で育った白いライオンの幼子がまだそこにいるようで、心が苦しかった。

「うちの母さんが言ってたんだけどね。人生の幸福って総量はみんな同じで、どんなふうにそれを人生に割り振ふるかだけが違うんだって」

　その言葉にハウトは首を傾げる。幸福、というあいまいな表現でしか表せないのがもどかしい。ビイは自分よりも高いところにあるハウトの頭を抱えるようにして抱だきしめた。

「これまでつらいことがたくさんあったなら、きっとハウトの人生はこの先に重点的に幸福を割り振ったんだよ。……ここから、幸せだったり楽しいことだったりがあるんだと思うよ」

　子ども時代は幸福の割り振りが少なかったんだ。ハウトの頭を撫なでながら、ビイはそう言った。

「頑がん張ばってくれて、ありがとう。あなたがこれまで頑張ったことで、救われた人がたくさんいたんだよ」

　肩にハウトが頭を凭もたせかける。

「……そうだといいな」

　小さなその呟きは、王であるハウトの本音であり、青年であるハウトの願いだろうと思った。

（──すこしゆっくりさせてあげたい）

　しかしビイの願いとは裏腹に、部屋の扉が叩たたかれる。目が覚めたようにハウトはビイから身体からだを離した。

　許可を得て入室してきたのはツェーイだったので、その行動は当たり前だったのだけれど、ビイは何故なぜか寂さびしいと思った。




　　　　◆




　その日もいつも通り、ビイは書類運びに勤いそしんでいた。届け先の人たちもビイの顔を覚えてくれたのか、声を掛かけてくれるようになっている。

　王宮での仕事に楽しさを感じるようになってきたと、ハウトに言ったらどんな顔をするだろうか。そう思ったところで、ハウトを見かけた。

　王宮内の人の話をすると彼が楽しそうな顔を見せるので、ぜひ話してやろう。

　そう思った足が、ハウトに並ぶ人ひと影かげを見てぴたりと止まった。柱の陰かげで見えなかったその姿に息を吞のむ。

（──スピカ姫ひめ？）

　どうやら二人は肩を並べて何か真しん剣けんな話をしているらしい。風に乗ってわずかに聞こえた言葉にビイは背を跳はねさせた。

「──では、その件はそのように」

　スピカらしい凜りんとした声が、そう言ったのが聞こえる。ハウトも了りよう承しようしたらしい。

（なんの件だろう……）

　ビイが疑問に思っている間にも、二人は何やら顔を近づけてくすくすと笑っている。親しげなその様子に、ビイは自分が息を詰つめていたことに気付いた。

（そ、っか……）

　お仕着せの婚こん約やく者だと言っていたハウトが、こうして彼女を受け入れている。はたから見れば何ひとつ驚おどろくことではなかった。彼を支えてあげられるのは、ビイひとりではない。

「なんだ……成長はやすぎじゃん」

　子ども扱あつかいしたつもりはなかったが、あまりにおぼえが良すぎて。歩き方を教えた子どもが翌日に突とつ然ぜん走り出したような、あっけにとられるような心地ここちだった。

（もう少し、おぼつかないままでも良かったのに……）

　そう思った瞬しゆん間かん、ビイは自分がそう思ったことに驚いた。

　スピカはそこまでよく知らないが、まっすぐな正義感のある人だと思う。ハウトも良いい人だ。それぞれ素す敵てきなところを持っている二人が惹ひかれあい、結婚をするというのだから、諸もろ手てをあげて祝福してやるべきだ。

（……なんで、気分が重くなるんだろう）

　話は終わったらしい。ハウトがスピカから離れて、王宮の中に消えた。

　ビイも静かに立ち去ろうと思ったが、精神的な衝しよう撃げきを受けたせいで足に力が入らなかった。背にしていた柱の陰から盛大に後ろにすっ転んだ。

「……そんなところでどうなさったの」

「すみません、スピカ姫……」

　まさか立ち聞きしていましたとは言えない。ビイはどうしようかと口ごもった。しかしスピカはそんなビイに対して以前会ったときより優やさしげな表情で、「ちょうど良かった。お話ししたいことがあります」と言った。

　さほど知らない仲であるビイにまで話したい内容といえば。そう想像した途と端たん、ビイの胸の奥がぎゅっとなって重い。

（──聞きたくないなぁ）

　自分でも驚くほど、そう思った。

　彼女はこれからハウトの隣にいて、いつか二人で登ったあの屋根のてっぺんにも一いつ緒しよに登るのだろう。

　それが嫌いやだと思ったら、胃のさらに奥の奥の方。ふだんそんなものがあることを忘れてしまいそうな底にある何かがビイの中で蠢うごめいた。ハウトに初めて会ったときにはぺたんこだったのに、ともに過ごすうちに水を含ふくむように大きくなってきたそれは、今や鎌かま首くびをもたげてビイを苦しめる。

「し、知ってるから」

　直接言わないでくれと手で制すると、スピカははにかんだ。頰ほおを染める姿は可愛かわいらしい。

「あなたは愛いとしい人の身内だから、祝福してほしいわ」

（──愛しい人の、身内）

　大して親しくもないのにどうしてそんなことを言ってくるのだろうと思っていたが、ビイの中でその単語が線でつながる。

〝ハウトさんの保護者みたいなものじゃない〟

　ツェーイの言葉が蘇よみがえった。なるほど、とビイは胸のうちで得心する。周囲からそう見えているから、みんなビイに報告に来るのだ。

「わたくし、ずっとこの王宮で息の詰まるような心地でおりましたの。あの方のおかげで、いろんな生き方があるのだと知りましたわ」

（──やめて）

「生まれ変わったような気持ちです。祖父に何と言われようと、この思いは貫つらぬき通してみせます」

（──聞きたくない）

　その場にツェーイを連れて、ハウトが戻もどってきた。それを見たスピカが「また参ります」と小さく呟つぶやいて去っていった。

　きっと、スピカは幸せになるだろう。ビイの知る不器用な優しさや、王としての誇ほこり高さはビイだけのものじゃない。そんなハウトに心惹かれないはずがない。その姿を想像すると、ビイの中で蠢くものは、ビイを苦しめるように増大していく。

　ハウトが幸せになれるなら、それは良いことだ。これまで一人で生きてきた彼の、幸福の割り振りはここから増えていく。

　しかしそれでもなお祝福ができない自分の心の狭せまさに嫌いや気けがさした。

（自分勝手だなぁ……）

　──ハウトのことが、好きだ。

　ビイは諦あきらめて、蠢くそれにしぶしぶ恋こい心ごころと名前をつける。するとそれは名前がついて安心したのか、さきほどの不快感がウソのようにおとなしくなった。

　自分の前でだけ寛くつろいだ表情を見せるハウトはとても可愛い。いくらだって甘やかしてやりたいと思う。一緒にいて幸せだった。

　しかし代わりに涙なみだがこみ上げるほどの寂しさに襲おそわれた。

　そんな幸せは期間限定のものだ。期日が来ればきっぱり終わる。失ってしまうことが分かっている悲しさが勝まさった。

　子どもたちはどんな未来を選んだって祝福してやりたいし、全力で応おう援えんしてやりたい。ハウトもその範はん疇ちゆうだと思っていた。しかし違ちがう。名付けたばかりの恋心は彼の幸福のその隣となりに自分がいたいと思っている。あわよくばその幸福を自分も味わいたいと身の程知らずにも思っているのだ。

　何もないくせに。

　自じ嘲ちようして、なんとか涙は食い止めた。

「ねぇビイくん、やっぱり王宮に残ってよー」

　ビイの気持ちも知らず、戻ってきたツェーイはそう言う。

　色々これから忙いそがしいから、と言われる。主人が結婚を控ひかえているのなら、たしかにこれから忙しくなるだろう。

「残りません、てば」

　弱々しくそう答えると、ツェーイとハウトの二人は顔を見合わせる。ハウトが先に部屋へ向かう。その後を追うようにツェーイも歩を進め、首だけで振ふり返る。

「その話、真ま面じ目めに考えておいてね。オレはハウトさんのためならどんな手段でも取るから」

　ツェーイは笑って今度こそ廊下の向こうに消えた。残らせたいのは何故なぜだろう。家族愛に飢うえていると言っても、これからは婚約者のスピカが支えるだろう。ビイにできることなど何もないのに。

　体力的に厳しい仕事も、たくさんあった。子どもたちの夜泣きで十分に寝ねられなくて、精神的に厳しいときもたくさんあった。

　こうしてハウトが遠ざかることを思って泣きだしたくなる気持ちはどちらに近いだろう。

「……ママ、何をしてるの？」

　ふいに背後からおそるおそる声が掛かけられた。振り返ればライカを筆頭に、子どもたちが全員勢せい揃ぞろいでそこにいた。

　何をしている、か。

（──こういう考え、よくない。よくないぞ）

　ふいによぎった暗い気持ちに首を振って、中庭を見る。風が強いせいか葉っぱがたくさん落ちていた。ビイはそれを見て指差した。

「葉っぱのお掃そう除じしようと思うけど、みんなもやる？」

　笑え顔がおを作ってそう言うと、不安そうな顔をしていた子どもたちが「やるー！」と駆かけてくる。

　子どもたちの明るい声にほっと和なごんだ。用意を済ませて声を掛けると、子どもたちは横一線に並んでしゃがんだ。レンだけは少し飛び出しているが、これは公平性というものだ。空いた端はしっこにビイも並んだ。

「よーい……どんっ！」

　掛け声とともに葉っぱ集めレースが始まる。

　すごい勢いで先頭に飛び出したのはリッカだ。そのあとにライカ、リックと続き、ルイがルカの様子を気にしながら並走している。ルカはすでに眠ねむそうだ。

　当たり前だがレンは全然前に進まない。拾った葉っぱを持ったまま次の葉っぱを拾うという行こう為いは、三歳の子どもにはまだ難しい。彼本人のプライドを損そこねないようにこっそりと拾いながらついていく。

　けれど折り返してきた兄たちがレンに「がんばれ！」と声を掛けるので嬉うれしそうに「あい！」と返事をしている。まぁこれでいいだろう。

「あ、ルカが力ちから尽つきた」

　目め端はしの利きくリックが折り返しついでに後ろを振り向いてそう言った。確かに途と中ちゆうで芝しば生ふに顔を埋うずめたルカが倒たおれている。場所を選ばず入にゆう眠みんしてしまうそれには、もはや笑うしかない。

「わはは。こればっかりはしょうがないよなぁ」

　戦力外のルカを木の根元に仰あお向むけに寝かせ、残った子どもたちと掃除を進めることにした。

　本気を出したリッカが信じられないスピードで駆け抜ぬけて行ったり、ライカが知識を総動員して葉っぱを一いち網もう打だ尽じんにできる網あみを作ったりとめいめい楽しそうで、ビイはそれを笑いながら見ていた。最後の方では上三人は獣じゆ姿うしを取ってじゃれ合っている。

　夕飯の頃ころには、ほぼ片付くメドがつく。ふいに視界の端っこでルイがちょこちょことルカのところへ向かう。さっきまでリッカと遊んでいた影えい響きようでか、その頭にはユキヒョウの耳がぴょこりと出ている。何をするのか見守っていたビイは、はっとする。

（あ、もしかして）

　ビイの懸け念ねんは現実のものになる。ルイは足元の土をルカに掛け始めたのだ。

「こらこら。だめだって言ってるだろ」

　後ろから持ち上げるようにしてルイを止めた。土まみれになってしまったルカの服から土を払はらってやっていると、しょげたようにしっぽを垂らしたルイがぼそっと呟く。

「……ねぇママ。ぼく、早くおうちに帰りたい」

　ビイは顔を上げた。いつもとは少し違う自己主張に、何かの意思を感じる。ビイはルイを抱だっこして顔を近づけた。

「そうしたら、ルカに砂掛けるのやめる？」

「……わかんない」

　ルイは何か思いつめたような顔をしている。ビイは詳くわしく聞こうと待った。

「あのね……ママ」

「ビイ」

　ふいに中廊ろう下かからハウトがビイを呼んだ。そして何故なぜか子どもたちに向かって目配せをする。その途と端たん、ルイは我に返ったようにぴょんとビイの腕うでから逃にげて行った。

「ママ、僕たちあっち掃除してくる」

　ライカがルカとルイの手を引いて連れていく。レンを引きはがしたのはリックだ。驚おどろいているうちに、子どもたちは笑い声をあげてビイから離はなれて行く。遠くでリッカが何かで遊ぼうと言い出したのが聞こえた。

（気を遣つかわせちゃった……）

　ビイは感謝するとともに、寂さびしさに襲われる。それは、彼らが手元から巣立っていくことに起因している。毎日すくすく育っていく彼らが無事に大人になったら。群れを持たないユキヒョウは独立することが多いから、家を出ていくだろう。

　全員を見送ったらからっぽの巣を、ビイは最後に片付ける。子どもたちが可愛かったときのことを思い出しながら、大変だったなぁと振り返るのだろう。

　そのとき自分は何をしているのだろうか。一日の大半を使う子どもたちの世話を終えたらどうなってしまうのか。

　幼児ではなくなってきた上の三人。特にライカは年ねん齢れい以上に大人びている。けれど、ビイの脳のう裏りには今でもうちに来た当時のほわほわな彼を昨日のことのように思い出せるのだ。

　子どもたちを手放したとき、一人でやることもなかったら。

　未来は遠いようで、あっという間だ。すでにライカだって十歳になった。同じだけの期間を過ごせば青年になり、その頃にはビイの手助けも必要としなくなるだろう。

（そのとき、オレはどうするんだろう）

　今は毎日を生きるのに精いっぱいで、朝から晩まで子どもの面めん倒どうに明け暮れているけれど。

（──ひとりになっちゃうのか）

　胸が疼うずくように痛んだ。今はひとりの時間が欲しいと思うこともあるが、時間とともにそれは寂しさに変わるだろうか。

　そんな複雑な胸のうちをよそに、ハウトは眩まぶしそうな顔で近づいてきて、ビイの手を引く。されるがままについていくとハウトの部屋にそのまま入ることになった。

　勧すすめられベッドに座ると、ハウトもすぐ横に腰こしを下ろした。

「以前、私にこう言ってくれたことを覚えているか。私を育てたかった、と」

　唐とう突とつに言われ、ビイは頰ほおを搔かいた。覚えている。泣きながら支し離り滅めつ裂れつなことを言った。恥はずかしいと思っているうちに、ハウトは何か言いづらそうに口ごもってから、少し緊きん張ちようした面おも持もちで切り出した。

「ビイは……子どもたちが巣立ったあとのことは、何か考えているか？」

「巣立ったあと？」

　ビイはわずかにも見えない未来のことを、ふいに考えてみる。遠い未来だ。遠すぎて輪りん郭かくさえ見えない。

「レンが巣立ったら……恋こいがしてみたかった」

　この男への恋れん慕ぼの情を出す訳ではないけれど、ふいに言葉にしてみた。ハウトがそれを聞いて目を見開く。ビイはその変化に気付かず、呟つぶやいたまま遠くを見た。

　恋をしてみたい。

　今はそれどころではないと、この十年言い続けてきたけれど。スピカのように、相手のことを思うだけで頰が染まるような感情をビイも経験してみたかった。

　それはどれだけ楽しいことなのだろう。みんなが夢中になるそれは、今のビイにはまるで手の届かないものなのだけれど、子育てが終わったら未知の何かに挑ちよう戦せんしてみたい気持ちはあった。

　きっと、きっと心躍おどるような楽しいもののはずだ。かじったら蜜みつが染しみ出すパンケーキみたいな、そんなものをいつか味わってみたい。

　ビイだけを見て、ビイと一いつ緒しよに人生を歩んでくれる相手が欲しい。そう思っていた。きっと甘くて楽しいものだと。しかし現実は違ちがう。

（──泥どろ水みずみたいだ）

　ビイはうんざりしながら思った。恋など何がおもしろいのか、今となっては分からなかった。恋を歌うものすべてに「本当にそんなすばらしいことばかりか」と呪のろいをかけたくなる。

　うまくいかなくて、失うことが決まっているのに、目が追いかけるのを止やめない。

　ハウトの顔を見るのは好きだな、と思った。凜り々りしくて、美しい。男性の横顔だけれども、塑そ像ぞうのように整っているそれはいくら見ても飽あきなかった。

　あこがれていた分、消しよう沈ちんする気持ちは大きい。

　子育てが終わったら楽しみに、と思っていた。

　失恋したひとは、どうやって相手を忘れればいいのだろう。

「そう言うハウトは……」

　聞き返そうとして、ビイはうかつだったと口を閉じた。ハウトは結けつ婚こんするのだ。ふいに思い出す。ハウトも黙だまり込んだ。

　お互たがい無言の時間が少し続いてから、ふいにハウトが口を開いた。

「このまま、王宮に残らないか。ビイ」

「……残ったってやれることがないもん」

「お前に、何かしてほしいなんて思っていない。ただ、いてくれればいい」

「どういう……ん」

　予告なくハウトの唇くちびるが、ビイの頰に触ふれた。それがやわやわと移動して、口の端はしに落ちる。

　何もできないビイをそばに置いて、何の価値があるのか、と大人のビイが冷静に聞く。けれど求められることに心は震ふるえた。

　間近にあった青い目が何かをねだるように細められた。ビイはそれに、ほんの少し首を振ふることで応こたえる。そうすることで口の端に触れたままだったハウトの唇に触れることができるからだ。

　ビイが許したと分かった途端、ハウトは猛もう然ぜんと食くらいついてくる。押しつぶす勢いで抱きしめ、呼吸をさせてほしいと背を反らそうとするビイを口づけで追いかけてきた。

「ん、ふ……ち、ちょっと、待って」

　口づけの合間に何とか呼吸を確保し、一度仕切り直したいと告げたが、ハウトの頭上に思い掛がけず耳が飛び出していた。瞳どう孔こうも、いつもの落ち着いた青から明け方のような明るい青に変わっている。喉のどの奥からも獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうの唸うなり声が聞こえている。

　相手が興奮して我を忘れていることに気付いたビイは、刺し激げきしないよう全身から力を抜ぬいた。何せ相手は最強のライオンだ。ユキヒョウのビイが抗あらがっても勝ち目はなく、かつこんな状じよう況きようで抵てい抗こうすることは無意味だ。幸い脱だつ力りよくしてもがっちり抱だきすくめられているのでベッドから転げ落ちることもない。

　ハウトはすぐにビイが抵抗しないことに気付いたのか、唸るのをやめた。代わりに味見をするように首元や肩かたに歯を立てる。耳骨や鎖さ骨こつなどの肉が薄うすいところに牙きばを感じると、快楽とは別にして声が漏もれる。

　一番ダメだったのは、喉骨だ。ぐう、と沈しずみ込ませるようにしてそこに牙が立てられれば、大だい丈じよう夫ぶだと分かっているのに食い殺されるのではと本能的に震えた。

　どうしていきなり、と思う気持ちが掠かすめたが、すぐにドロドロに溶とけてしまう。

　溶かしたのはビイの中にある歓かん喜きだ。可愛かわいい。可愛くてたまらない。たとえ一いつ瞬しゆんのことであろうと好いた相手に触れられること以上に幸せなことはない。　>>>♥

「──あ」

　小さく叫さけんだら、ハウトは塞ふさぐのを忘れていたと言わんばかりに口づける。しかしそれは安心させようとか慈いつくしむというよりは貪むさぼられると言った方が近い。

　そのまま巣穴にひきずりこむようにしてベッドに横たえ、仰あお向むけになったビイの身体からだに覆おおうようにのしかかってきた。

「ビイ……ビイ」

　名前を呼びながらも、ハウトの手はビイから衣服を剝はがしていく。あっという間に下着だけになってしまって、最後の一枚を脱ぬがされそうになるのをビイはさすがに止めた。

「──なんだ」

　不ふ機き嫌げんそうなハウトの低い声に、ビイは涙なみだ目めになりながら訴うつたえる。

「そ、そっちも脱げよ……！　オレだけ何で丸まる裸はだかなんだっ！」

　本当に自分だけが獲物のようで、理り不ふ尽じんだと言うと、ハウトは長い長いため息をついてから深呼吸をして、身を起こして服を脱ぎ始めた。

　手伝おうかと手を伸のばせば、それはがっちり摑つかまれて口に含ふくまれる。指の先から股またまでを飴あめのように舐なめねぶられ、関節を優やさしく甘あま嚙がみされれば、そこから全身に微び弱じやくな刺激が行き渡わたり、腰が砕くだけそうになる。伸ばした手はシーツに沈んだ。

「自分で脱ぐって、口で言えばいいだけだろ……」

　恨うらめしげに言っても、ハウトは一いつ顧こだにしない。上半身を露あらわにしてから、髪かみ留どめを外している。

　髪がぱさっと広がるのを、ビイは興奮とともに眺ながめる。ハウトの体温が上がっているのか、顔にある傷きず跡あとがうっすらと浮うかび上がってくるのが分かって見み惚とれた。

　そのまま近づいてきたハウトに何もかも委ゆだねようとしたとき、部屋の扉とびらが激しく叩たたかれた。

「──ハウトさん！　ハウトさん！　ちょっと緊きん急きゆう事態！」

　ビイをかじっていたハウトが、あからさまに不機嫌な顔をして唸る。ビイも驚おどろいたが、あのツェーイがこんなに慌あわてているのだから何かあったのだろう。起き上がろうとして、全く動こうとしないライオンの体重で呻うめき声を上げる。

「……ちょ、ちょっと？」

　まさか無視する気か。ハウトは石のように伏ふせてビイを腹の下に敷しいたままだ。

「ハウトさん!?　まだ寝ねる時間じゃないよね、起きてるよね!?」

　反応のないハウトに焦あせったようで、扉の向こうでツェーイが騒さわぐ。いつのまにか掛かけてあった鍵かぎのせいで踏ふみ込んではこられないようだが、そう長い間籠ろう城じようできる訳でもないだろう。

　ハウトも分かっているのか、先ほどよりも長い長いため息をついてから、ビイにシーツを一枚掛けた。

「──……そのまま待っていろ。すぐ終わらせるから、服は着るなよ」

　耳元にそう囁ささやかれ、ビイは背を震わせた。押し殺したような甘い声に、腰から下が砕けそうになる。

（なんの話だろうな……）

　状況によってはビイも出ていく必要があるのかもしれない。そうしたらさすがに服くらい着てもいいよな？　ビイはそう思いながら扉の向こうに消えるハウトの背中を見送った。

「うわっ！　ビックリした、ハウトさん、何で上の服着てないの。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな時間にお風ふ呂ろ入ろうとしてたの？」

「うるさい、とりこんでいるんだ。早く言え」

「えー、トゲがある。そんなとりこむような仕事あったっけ。どうしたの」

「……いいから」

　ツェーイはいぶかりながらも「あ、そうだね」と居ずまいを正したようだ。

「あのね、ハウトさん。側近さんが新しく思い出したことで、ほぼ特定できた」

「なんだと!?」

　扉の向こうの展開にビイもにじりよる。数百人の候補者の中から特定できたというのはすごいことだ。相当有力な証言だったのだろう。ビイは気になってしまいベッドから下りようと端はしに移動した。

「……でも、それがさぁ。言いにくいというか、運命的というか……」

「はっきりしない物言いだな。何だっていうんだ」

　ツェーイが言葉を濁にごすことで、ハウトも少し気になったのか、先ほどまでの苛いら立だちは失うせているようだった。決意までには数秒の沈ちん黙もくがあり、ようやくツェーイが顔を上げて言った。

「もしかすると、……ビイくんちの末っ子ちゃんかもしれない」

（──レンが!?）

　唐とう突とつなことだったが、聞き逃のがしたくない。シーツ一枚ひっかけたままで、ビイはベッドから飛び降りた。

「だからさ、やっぱりさっき言ってた通り、寝てでもいいからビイくんを王宮につなぎとめる方が得策……」

　扉を開けようとしたビイは、その発言に固まった。

　何と言った？　今、ツェーイは何と？

（……オレを、つなぎとめる？）

　横よこ面つらを思いっきり張り倒たおされたような感覚に陥おちいる。

　さっき、ツェーイが言っていた。「どんな手段でも取る」と。

（──これが、その手段？）

　ならば、ビイが幸せを感じたハウトとの交こう歓かんは、いったい何だったのだ。

　ハウトに触れられたところが、さっきまで幸せだと思ったところから、ただれて崩くずれるようだ。

　ビイにとって、差し出しても良いと思った愛の行こう為いだったのに、彼にとっては、王宮の人々にとっては、これは別の意図があるものだった。

（なるほど。……なるほど）

　どうしてハウトがいきなりこういう行動に出たのか。不思議だったが、すべて納なつ得とくできた。ハウトにとってビイを求める理由は、恋こいとか愛とかそんなものじゃなかったのだ。ビイの中にある柔やわらかいところを踏みにじってでも、必要なものを残そうとしたのだろう。

　胸の内にゆらめくような怒いかりの炎ほのおが点ともる。

　その炎の勢いのまま、ビイは乱暴に扉を開き、顔を出す。

「──ビイくん!?　なんで、え？　シーツ？　え!?」

　戸口から飛び出してきたビイがシーツ一枚纏まとっただけのあられもない姿であること、ハウトが上半身裸であること。察しの悪い人間でもさすがに何が起きていたかは分かっただろう。ツェーイはハウトとビイの間で視線を二度ほど往復させてから肩を落とした。

「あ～、それで……すさまじく、お邪じや魔ましちゃったみたいで」

　その言葉にビイが焦るよりも先に、ハウトが苦々しげに「全くだ」と言った。しかしビイは、先ほどの詳しよう細さいを聞きたくてツェーイに詰つめ寄る。

「レンだっていう証しよう拠こはあるんですか？」

「落ち着いてビイくん。ほぼ、って言ったでしょう。状況的に考えたら末っ子ちゃんの可能性が高いってだけで」

　これ、報告書。ツェーイはハウトに一枚の書類を渡す。ビイにも分かるようにハウトは言った。

「兄の側近が、町はずれの大きな木の近くにある孤こ児じ院の玄げん関かんに子どもを預けた、と言っている」

「──その木、アクイラの木なんだってさ」

　ビイは息ができなかった。

　ビイの知る限り、アクイラの木はアンタレス国原産で土が変わると育成が難しく、植木屋を始めた父が町中に苗なえ木ぎを植えて丹たん精せいこめて育てても、たった一本しか生き延びなかったのだ。それが異国で生きる自分のようだと、母の愛があるからここで生きていられると父がノロケを繰くり返し、それこそ耳にタコができるほど聞いた。思い出して戦せん慄りつする。

「その側近さんが、間ま違ちがえてるってことは？　アクイラの木って、この国じゃ珍めずらしいんだよ」

「──側近は、アンタレス国出身で、彼にとっては見慣れた珍しくもない木なんだ」

　もちろんこの国では珍しいことも知っていて、だからこそ目印にした。ツェーイにそう追加で説明されても、はいそうですかとは納得できない。

「だってその人は記き憶おくが混乱してるんでしょう？　正しいとは限らないんじゃ」

「──ピスケスと同じことを言うな、ビイ」

「オレと、その人を、一いつ緒しよにするな……！」

　殺人疑ぎ惑わくが掛けられた人の言葉と、同じ扱あつかいをされる筋合いはどこにもない。思わず強い口調でビイはハウトに喰くってかかった。その勢いにハウトも両手を上げて降こう伏ふくの姿勢を取った。

「分かっている、ビイ。すまない、今のは失言だった。取り消す」

「──……オレもごめん」

　ハウトだってお兄さんの死の真相究明をしていて、そのわずかな痕こん跡せきを手た繰ぐるようにしてここまで来たのだ。緊きん迫ぱくしたその場の空気は、誰だれかが扉を叩いて来訪を知らせたことでわずかに緩ゆるんだ。

　しかし届けられた書類を見たツェーイがハウトに報告をする。

「もうひとりの候補者は、つい今しがたヒョウの獣じゆ姿うしを得たみたい」

　それを聞いたハウトは残念そうに目を細めた。

「アクイラの木の周りの家で、獣姿を得ていない三、四歳の子どもはレンだけということか」

　レンが、王の血を引いている可能性が高い。

　それは背筋が凍こおるような仮定だった。

　そう告げたハウトも苦々しげな表情で静かに続ける。

「……聞いたとおりだ。レンがもしそうなら、こちらで引き取ることになる」

（いやだ、レンはオレの子だ）

　反射的にビイは首を振ふった。

「給料は要いらないから、今日で仕事を辞やめて、家に帰る。もちろんレンも連れて行く！」

　激げつ昂こうするビイに、ハウトが焦ったように「落ち着け」と声を掛けた。

「誘ゆう拐かい扱いになるぞ。このままここにいろ。そうすれば、これまでと何も変わりないだろう」

「──変わりがないだって？」

　ゆらりと怒りの炎が立つ。

「それって、どういう立ち位置だよ。それともなに、あなたがレンを育てるの？」

「それは……」

　怯ひるんだハウトに構わずビイはまくしたてた。

「オレは何になるんだ。乳母うば？　ばあや？　どんな顔でそこにいろっていうんだ!?」

　自分の力不足をこんなに悔くやしいと思ったことは無かった。

「……私はお前も手放す気はない」

「──便利だから？」

「違う、そうじゃない！」

　頑がん張ばって傷を閉じる努力をしたのに。塞ふさがり切っていないところを探して刃は物ものを突つき立てられるようだった。うっかり肌はだを合わせそうになって、ごまかされるところだった。ひどい裏切りを恨うらむよりも先に、相手が王であることを思い出せなかった自分の失敗だと分かってはいたが、責める言葉は流れ出したら止まらなかった。

　だってハウトだって結けつ婚こんするのに。ビイとは身分も育ちも違うきれいな人と幸せな家庭を築くのに。王宮に残れば否いや応おうなしに目にするのだ。そんな姿を誰が見たいものか。これ以上触ふれられたくなかった。

　ビイはフラつく頭を支えながら回れ右をする。ベッドサイドに落ちていた服を身につけ、自室に向かった。

「ビイ」

　ハウトが追い縋すがるようにしてビイの手を摑つかもうとする。しかしビイは振り払はらって叫さけぶ。

「やめて。触さわんないで。……二度と触んないで」

　同じ気持ちを返してくれるわけでもないのにどうしてそんなひどいことをしたのだ。

　一方的な宣言だったが、それ以上ひき止められることはなかった。静かに扉とびらが閉まり、ビイは遊び疲つかれたらしい子どもたちの眠ねむるベッドの前に立ち尽つくした。




　　　　◆




（いち、にい、さん、し、ご、ろく……）

　いつも通り子どもたちの数をかぞえ、全員がベッドの上で寝ね息いきを立てていることを確かく認にんしてから、ビイも倒れ込むようにして横たわる。

（……レンが？　ハウトの甥おい？）

　近い場所で聞こえる小さい寝息。ビイはたまらなくなって、その小さな身体からだにそっと触れた。いつからか夜泣きもしなくなって、上の五人と同じように眠るレン。兄の子のはずだ。兄の子だと思って育ててきた。

（だって、うちは、孤児院じゃない）

　側近の証言はあやふやなところがある。ピスケスと同じ主張だろうと、それで決められたらたまったものじゃない。

　レンは、ビイの家の子なのだ。レンはビイにべったりで、甘えん坊ぼうで。これまでもそうだったし、これからもそうだ。ビイの手で育って、大きくなる。そのはずだ。

（……けどもし、レンが王家の血を引いていたら）

　ビイはレンをそっと抱だきよせる。ツェーイの言葉が刺ささったまま、呪のろいのようにリフレインする。

「ママ？　どうかした？」

　昼寝だったので、眠りは浅かったのだろう。三男のリックが目をこすりながら起き上がる。レンを抱いたビイがよほどひどい顔をしていたのか驚おどろいたように目を見張った。

「──家に、帰ろう」

　ビイがそう言うと、リックは更さらに衝しよう撃げきを受けたようだった。その横で起き上がった長男のライカも状じよう況きようを把は握あくしてすぐに口を開く。

「王様は!?　王様はなんて!?」

　ライカが焦あせったように言うが、ビイは声が出ない。眠ったままのレンを抱いて、ルイとルカを揺ゆり起こす。

「ママ、落ち着いた方がいい」

　次男のリッカがそう言ったが、ビイは首を振った。一刻も早くここを出て行きたい。

　街で、自宅から遠く王宮を望む分には、幸せを祈いのってあげられると思った。けれど、目の前でほかの人に愛をささやくのは祝福してあげられそうにない。想像ならばビイを傷つけないけれど、現実はきっとそんなに優やさしくない。ビイの初めての恋こいの相手は、自分に向けられることのない愛を誰かに注ぐのだ。

　その相手を、憎にくまずにはいられないと思った。

　ハウトには恋が必要で、ビイに求められているのは保護者の役割だ。見守って、時おり助言して、成長していく彼を子どものように支えてやる。自分がその愛を乞こうことは許されない。

　本当は欲しい、と言えずに物欲しげになってしまうのなら、それが露ろ見けんしないうちに離はなれたいと思って何が悪いのだろう。荷物をまとめたビイを見て、上の三人の子どもたちは顔を見合わせて部屋から飛び出していく。

　ハウトが知ったら止めに掛かかるだろう。レンを奪うばわれたくない一心で、下の三人を抱かかえて立ち上がる。

「──ビイ、その大荷物、どうかしたか」

　窓から聞こえた声に、ビイは驚いて振り返った。どこから現れたのか、兄のベテルが手を差し出していた。

「こないだ出来なかった話がしたくて、来たんだけど……」

「ビイ、その男は誰だ!?　戻もどれ！」

　背後でハウトがそう叫ぶのが聞こえたが、ビイは矢も楯たてもたまらず兄を押して子どもたちと窓から飛び出した。驚いたのは兄だった。

「何だ!?　ビイ、何で逃にげるんだ!?」

　そう言いながらもビイが抱きかかえた子どもたちを見て一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような顔をする。

「その子……？」

　レンのことかとビイは身体で隠かくした。分かっていても、レンに知らせるのは落ち着いてからにしたかった。ビイが視線だけで今はやめてほしいと訴うつたえると、彼も同じことに思い当たったようで「先を急ごう」と言ってくれた。

　兄は王宮に詳くわしいのか、ハウトに追いつかれることも衛兵に会うこともなく、王宮の門のところへと到とう着ちやくした。ビイは息をはずませながら、王宮を振り返った。スピカやアンドロメダに挨あい拶さつできなかったことに、わずかな後こう悔かいを覚えた。

　この街へと繫つながる門をくぐれば、一生縁えんのない相手。短期間だけだったが、胸が痛むばかりだったが、彼に会って自分がよく分かったように思えた。彼を通じて自分を知ったような気がする。

「とりあえず急いだ方がいいんだろ？」

「待って。まだほかの子が！」

　上の三人を置いていくつもりなどなかった。しかし兄はビイの手を強く引いた。

「ひとまず王宮を出よう。話もあるし、落ち着いてから迎むかえに来たらいい。オレも迎えに行きたい人がいる」

　レンはハウトに見つかれば、出て行くことを許されないだろう。もう二度と会えなくなってしまうかもしれない。気持ちがはやった。

　けれど、上の三人は置いて行かれたと知ったらどう思うだろう。何かあったら。保護者のいない子どもがどんな目に遭あうか、ビイも身にしみて分かっている。それでも出口のところまで来て、ビイはきびすを返した。

「上の三人も連れてくる。みんなで家に帰ろう」

「本気か。追っ手が来たらどうする」

「だからって、ここに残して自分だけ出て行くなんてできないよ！　家族なんだ！」

　兄に子どもたちを渡わたそうとすると、三人は引き離されることに激しく抵てい抗こうする。大きな黒い目が潤うるんでいるのを慰なぐさめるように覗のぞき込んで、ビイはその大きな目に映る自分の後ろで、誰だれかが棒を振ふりかぶっているのを見つけてしまった。

「──あっ！」

　避よける時間もなく力任せに殴なぐりつけられ、視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。ビイの意識は泣きじゃくるレンが自分の腕うでの中に飛び込んできたところで途と切ぎれた。




　　　　◆




　衝撃が腹を打った。引きずられるように連れてこられたビイは、そのまま腹部に一発拳こぶしを受けて冷たい床ゆかに放ほうり出される。内臓を打ち付ける痛みに堪たえながら、腕の中のレンに少しでも影えい響きようがないように力をこめる。

（──ルイと、ルカも、兄さんも無事かっ!?）

　ビイは咳せきこみながら何とか痛む目を開けた。

「ママ、ママ！」

　その途と端たん、ルイの声が聞こえ、ルカの小さな手が頰ほおに触ふれた。二人とも泣いてはいたが、大きなケガは見たところないようだ。

（──良かった……）

　ひとまず安あん堵どして、ビイは身を起こした。支えるようにして子どもたちがビイの腹や背中にとびついてくる。抱き留めながらビイは周囲を見渡した。

（ここはどこだ？）

　昼間のはずなのに、そこは暗かった。カーテンが閉め切られているらしい部屋でビイは気配から、兄を探した。

「ビイ……オレはここだ」

「兄さん！」

　叫さけぶようにして声が聞こえたあたりへ呼び掛けると、身動きが自由なビイたちに対して、兄は縄なわでグルグル巻きにされているようだ。暴行を受けたのか顔が腫はれあがっているのが分かる。ビイは駆かけ寄りたかったが、そこに兄以外の人がいないとも限らないと警けい戒かいした。

　良くない事態なのは確かだ。ビイは三人を強く抱きしめた。

「ママ……」

　不安が移ったのか、ルカが震ふるえている。ビイはつとめて笑え顔がおを作り、大だい丈じよう夫ぶだよと答える。

「大丈夫なもんか。みんな殺される」

「兄さん止やめて！　子どもたちが怖こわがる！」

　ベテルの発言にたまらずビイが声を荒あらげると、そちらの方に子どもたちは驚いたようだった。

　ビイのその声が聞こえたのか、どこかで軋きしむような音がして、何も無かったところから細く光が漏もれて左右に広がっていく。気付かなかったが、そこにあった扉とびらが開いたようだった。ビイはまぶしくないように子どもたちの目を庇かばいながら、そこから現れた人間は誰かと目を凝こらす。

（──ピスケス？）

　幾いく度ども苦々しい気持ちで見つめてきた老人が、背後に屈くつ強きような男を二人従えて現れた。そしてビイの方をまっすぐに見ている。

　何事だろうか。ビイは分からずにいたが、ピスケスが次に言った言葉で総毛立つ。

「──その、子どもがそうか」

（その子ども、って……）

「分からないのか？　亡なきベガ王太子の忘れ形見ぞ」

　ビイは、自分がひどい勘かん違ちがいをしていたことに気付き、動どう揺ようした。兄ではない。兄の縁者だということでここに連れて来られた訳ではなかった。ビイはレンを出来るだけピスケスから見えないところに置こうと背に庇った。

　わずかなビイの抵抗を、ピスケスは笑う。

「王の血筋でも……獣じゆ姿うしを得る前に死んでしまえば、証言も検証しようがなかろう」

　身の毛がよだつ内容だった。ピスケスの悪事の証明を不能にするためだけに、自分たちは捕とらえられたのだ。

（死んでしまえば……って、やばい。殺される……!?）

　何とか活路を見み出いだしたい。せめて子どもたちだけでも。ビイは何かないかと周囲を必死に見回す。

「余計な抵抗は、苦しみを長引かせるだけだぞ」

　ピスケスの背後に控ひかえていた大男たちがビイたちに向かっていやらしい笑みを浮うかべた。

　ビイは全身を怒いからせながら近づいてくる男たちへ威い嚇かくしてみせる。

「……まだこの子が本当に王の血筋かなんてわからないのに、何てことを」

「そうだな。だがどちらにせよ、もうここから生きては帰せない」

　ビイは三人を庇いながらも、ピスケスが背後の扉を閉めていないことに気が付く。

　敵は二人。ピスケスを入れれば三人。隙すきをついて子どもたちだけでも何とか逃がせないか。ビイは頭の中で何度も練習をする。しかしどう考えてもビイ一人では太刀たち打うちできそうにもない。

（何とか……何とか子どもだけでも）

　ビイは子どもたちを立ちあがらせ、ルイにそっと耳打ちをする。

「……いいかい、ママがあの悪い人たちを止める。その間にルカとレンを連れて、あの扉から外に出るんだ」

「ママを置いていけないよ」

　ルイはすぐに首を振った。しかしビイはにこやかに笑う。

「大丈夫。すぐそばまで王様の助けが来ているはずだから、それを呼んできてほしいだけだ。ママもあとからすぐに行く」

　口からデマカセは、思っていたよりスムーズに出た。おかげでルイは覚かく悟ごを決めたように頷うなずいてくれる。

　ビイは自分の震えがルイに気付かれないよう、ぐっと手を握にぎった。会えるのは最後かもしれない。ルカと、レンにも何か声を掛かけてやりたかったが、時間がない。

（──カッコつけだっていい）

　ビイは息をついた。

（この子たちを守って、それが最さい期ごでも）

　何かあったとき子どもたちを一人で守れるのかとオリオンに聞かれた。あのときは六人全員連れて逃にげてやると息巻いたが、実際のビイでは幼いこの三人すら守れるか分からない。

　それでも、我が子が生きられる可能性がひとかけらでもあるのなら、それに賭かけたい。

「──行けっ！」

「──扉を閉めろ！」

　ビイが叫んだのと、ピスケスがこちらの意図に気付いて指示を出したのはほぼ同時で、わずかばかりビイの方が早かった。

　ビイが飛びかかった男の一人が最も扉に近く、彼が転んだことでピスケスの指示は届かなかった。扉の両サイドに置かれた立派な観葉植物の葉が大きく揺ゆれた。わずかな扉の隙間から、子どもたちがすり抜ぬけるようにして飛び出していく。

（よか、った……！）

　ビイが体当たりした男がビイを摑つかみ、殴りかかって来る。

「──あっ！」

　悲鳴とともに、子どもたちを追いかけて残りの男が扉に手を掛けた。

「やめてーっ！」

　叫ぶことしかできない自分の無力さがつらかった。大人が本気で走れば子どもの足なんてすぐに追いついてしまう。その前に、少しでも遠くに三人が逃げてくれれば。

「ぐあっ！」

　扉の方で、低い呻うめき声がきこえた。追いかけていった男が、倒たおれている。その上には、縛しばられたままの兄が扉のそばの観葉植物の鉢はちを押し倒しながらも必死の形相で乗りかかっていた。

「──兄さん！」

「おのれ、はやく子どもを追え！」

　そう叫んだピスケスがビイを打つ。老人と思っていたがその力は想像以上で、ビイは声を上げてしまった。

「っ痛！」

「ママっ!?」

　ビイが思わず零こぼした声に、子どもたちが立ち止まってしまった。振ふり向いていては逃げられない。ビイは「戻もどるな！」と叫んだ。

「ママっ！　ママーっ！」

　しかしレンがルイの手を振りほどいて戻ってきてしまう。泣きながらビイを助けようとしていた。ビイの背後でピスケスが嫌いやな笑い声をあげる。指示された男が扉に鍵かぎを掛ける。

「ママに、何をするんだーっ！」

　今までにない強い口調で叫んだレンが、床ゆかを蹴けった。空中で、小さな身体からだが変化を起こす。伸のばした手はふわふわとした毛を帯び、全身がしなやかに伸び上がる。ついに獣姿を得たのか。その瞬しゆん間かんを、親として片時たりとも逃のがしたくないと思った。

　レンの毛皮の色は銀、しかし目を見張った。

（──ユキヒョウ!?）

　末っ子のそのしっぽは他ほかのヒョウよりも太く、毛がみっちりと生えている。そして何より、まだらの模様はライオンではありえない。

（──違ちがった、レンじゃない）

　衝しよう撃げきは、ピスケスも同じだったらしい。ビイが目を見張っている間にも、レンが飛びついてその小さな牙きばを彼の腕うでに突つき立てた。

「なんっ！　なんだと!!」

「レン！　危ない！」

　初めてのむちゃくちゃな攻こう撃げきだったせいか、ピスケスは振り回すようにしてそれを解ほどこうとする。レンも嚙かみつく力はまだ弱いため、小さな身体は宙に舞まった。

「王の血筋でなくとも構わぬ！　殺してやる！」

「レン！」

　何とか落下点に転がり込んだビイはレンが床に叩たたきつけられるのをギリギリのところで防いだ。先ほど兄が倒した観葉植物の鉢を誤って蹴ってしまう。

　背後からうぉー！　という声がして、今度はルイがユキヒョウの獣姿でピスケスに飛びかかった。

「──やめなさいっ！」

　レンとそう大きさも変わらないユキヒョウが、いくら老人とはいえ大の大人に立ち向かって敵かなうはずがない。ビイは何とか起き上がってそれを止めに入った。

　土つち埃ぼこりが激しく舞い上がり、真っ暗な部屋の中でバタバタと攻こう防ぼう戦せんが始まった。それと同時に扉とびらを激しく叩く音がしてビイは顔を上げた。

「ピスケス！　ピスケスそこにいるか！」

「ハウト！」

　そうであってほしいと求めた声が、扉の向こうから聞こえる。ビイは自分はここにいると叫さけんだ。

「ピスケス、罪はもう逃れられんぞ！　私の側近の誘ゆう拐かいの現行犯だ、ここを開けろ！」

「──陛下、残念ながらここは私の屋や敷しき、私の部屋。私が扉を開けない限り、私の法律しか及およびません」

　ピスケスは扉の向こうにいるハウトに対して、そうせせら笑った。ハウトが一瞬黙だまり込み、まさかそんな言い分が通るのか、とビイは絶望的な心地ここちになる。

「……法を守らぬことを選ぶのか」

　どこかで聞いた覚えのある言葉を扉の向こうでハウトが呟つぶやく。

（──ん？）

　ハウトは、大したことでもないというように扉の向こうで小さくため息をついた。まるで今から行く道を確かく認にんしただけのような、なんら脅きよう威いではないという姿勢だ。

「今回は、守る必要がどこにあるのか分かりません。何か問題でも？」

　ピスケスは嘲あざ笑わらい、言った。しかしハウトは怯ひるむ様子もない。ビイは自分の記き憶おくを頼たよりながら、扉から這はうように数歩後ずさり、子どもたちを自分の背後へと庇かばう。

「いや、構わん。むしろそうであれば話は早い」

　ただ一言だけ告げる。

「──実は、私もそちらの方が得意だ」

　ビイは確信を持って、子どもたちに覆おおいかぶさる。どすん！　という激しい音が伏ふせた床にも響ひびいた。

「あとで法律をじっくり学ばせてやろうな」

　ビイは立った埃にけほけほとむせて涙なみだ目めになりながら顔を上げた。その視線の先では、ひしゃげたように開いた扉から、銀色の王が姿を現した。

「──ハウト」

　その姿を見た途と端たん、ビイは安あん堵どで全身から力が抜けた。まだピスケスの連れた男も、ピスケス本人もいるけれど、ハウトがいるならば何も心配はいらない。自分たちが人ひと質じちにさえならなければ。

　そう思ったビイに、背後から男が手を伸ばした。ぐぅっと息が詰つまる。

「近づくな！　こいつを殺すぞ！」

　男が恫どう喝かつするように叫んだ。ビイは足手まといになるまいともがいたが、男の大きな手はちょうどビイの喉のど元もとを圧あつ迫ぱくしていて外れない。みるみるうちに脳内に酸素が欠けつ乏ぼうし、視界が明めい滅めつしていく。

（──あ、やばい、かも）

　死ぬ直前に、これまでの人生を振り返るようなものが見えると言うが、あれは噓うそだな。ビイはそんなことを思った。

　だって後こう悔かいばかりしか浮うかばない。可愛かわいい子どもたちを怖こわい目に遭あわせてしまったこと、兄とちゃんと話ができなかったこと、……可愛いハウトの求愛を退けたこと。

（たとえ噓でも、一回くらい受け入れときゃ良かった）

　自分の人生でそう何度もあることでもなかったろうに。

　そう思いながらビイは視界が昏くらくなっていくので、終わりを悟さとる。あっけないな。

（──最さい期ごだったら、みんなの声が聞きたい）

「ママに！　何をするんだー！」

　ばすん、と何かがぶつかるような音がする。その途端、ビイの首を絞しめていた男の手が緩ゆるみ、ビイは盛大に咳せき込んだ。思いっきり呼吸をしてから、ビイは先さき程ほどの声の主がルカだと気付いた。あのルカが飛びかかったらしい。暗くら闇やみの中で声だけが聞こえる。あのルカが。ぼんやりしていて気付けば寝ねてしまうような、おっとりした子が。

「ル…──!?」

　最後まで名前を呼んでやることは出来なかった。飛びかかった男の顔に嚙みついているルカの獣じゆ姿うしを、ビイは初めて目にしたことに気付いた。双ふた子ごだから当然同じだとルイの獣姿だけ見てそう思いこんでいた。

「……ルカ……」

　月の光のような銀色の毛皮。猫ねこ科特有の丸みを帯びたその全身に違い和わ感を覚える。

　──耳が丸い。しっぽが細い。そして何より。

「……模様がない」

　ビイは絶句した。その様子にハウトも気付いたらしい。こちらに驚おどろいたような視線を寄よ越こしたまま、手元で紙風船でも割るような簡単さで男を気絶させていた。

　そして流れるようにルカが嚙みついていた男を手刀で落とし、ピスケスを片手で拘こう束そくした。

「ハウトさん、側近さんが完全に思い出したって！　木の近くの家、先に一人赤ちゃんがいたからここが孤こ児じ院だって思って置いていったんだって！」

「──だよな！　その子、知らない子だと思ったんだ！」

　飛び込んできたツェーイが両りよう脇わきにリックとリッカを抱かかえてそう叫んだのに合わせ、兄もそう言う。背後から衛兵を連れたドラドとライカがついてきていた。

　あの日、扉の前にいた双子。何故なぜか産うぶ着ぎは別々だった。双子なのに、同じ産着じゃないのは何でだろうと思ったが、特に深くは追つい及きゆうしなかった。どうせ兄のやることだ。意味がないと、そう思いこんだ。

「──ルカ」

　ビイは震ふるえる手でルカを抱だきよせようと手を伸ばした。しかし当の本人が肩かたを震わせて、獣姿のままとびすさる。

　それに人の姿のルイが、転がっていた観葉植物の鉢はち植うえから土を掛かけた。

「ルイ!?　こんなときに何をしているの！」

　いつものいたずらを止やめさせようとルイを抱きかかえ、ビイはあることに気付いた。抵てい抗こうしないでその場で大人しく土まみれになっているルカの白い毛皮が、見慣れた模様に汚よごれている。

　もちろん凝ぎよう視しすれば違うのは分かるが、鉢植えのやけに黒い土にまみれたライオンの子どもは、まるでユキヒョウの子どもと一いつ瞬しゆんだけ見間違う。

「──ぼくのっ！　ぼくの弟だもん！」

　ビイが抱きかかえていたルイが叫んで腕うでの中から脱だつ出しゆつする。そして床に落ちた土を拾い、なするようにして獣姿でへたりこむルカにつける。ルカも黙だまってそれを受け入れている。

「こうしたら、一いつ緒しよだもん！　おんなじだもん……！」

　決して、決して同じとは言わないまでも、その行動によって浮かび上がる模様には、白ライオンの子どもをユキヒョウの子どもと誤認させるだけの効果はあった。洗い流せば消えてしまうものとはいえ、必死に弟のルカを同じだと言い張るルイの姿に、ビイの視界はみるみる滲にじんで見えなくなる。

「ぼくたち……ママと、一緒にいるんだもん……！」

　その慟どう哭こくに、ビイもこらえきれずに涙をこぼした。膝ひざを折るようにしてしゃがみこみ両腕を広げる。二人も泣きながら飛び込んできた。

「兄弟を奪うばわれまい、としてのことか……」

　ハウトのつぶやきが殊こと更さら涙を誘さそった。腕の中で謝り続ける双子を強く抱きしめる。

「ライオンでもユキヒョウでも猫科じゃなくても、二人はうちの子だよ」

　レンも、リッカもリックもライカもビイにぴったりくっついてくる。ビイは、子どもたちを抱きしめる手が足りないと思った。

　良かった。また会えて良かった。声が聞けた。ただただ溢あふれる愛いとしさに任せてビイは子どもたちを撫なでまわすように抱きしめた。ケガもないようでほっとする。

　ややあって、ルカが心を決めたように顔を上げて言った。

「ママ、あのね。ぼくいいよ」

「何が？」

　唐とう突とつなルカの許可に、ビイは内容が分からないと首を傾かしげた。しかしほかの子どもたちには通じていたようだ。揃そろって頷うなずいてみせる。分からないのはビイだけのようだ。

「──王様と、さいこんしてもいいよ」　>>>♥

「!?」

　とっさのことで正しいリアクションは取れなかった。ビイは動どう揺ようのあまり、ユキヒョウのしっぽを出してしまった。

「さいこん？　……え、再さい婚こん？」

　他ほかの単語と聞き間ま違ちがえたのか。ビイは確認のために何度か繰くり返すが、そのたびに子どもたちが頷いて「再婚」と答える。

（──何を、言って……）

「私が彼らに相談したのだ。……ビイと結婚したいが、それを許してくれるかと」

　背後からそう言われる。驚きで出たままだったしっぽに誰だれかが触ふれてキスをした。油ぎれの機械のようにぎこちなくビイは後ろを向く。当然そこにはハウト以外いない。

「結婚、て……」

　先ほどのあれは、ビイをつなぎとめるための噓じゃなかったのか。そういえば、と記き憶おくの底で子どもたちにハウトが何か子どもたちに話があると言っていたことを思い出す。何の話なのか、あとで聞いても教えてもらえなかった。

「僕たち、王様に協力してたの」

「ここならママが僕たちにご飯分けなくても、お腹なかいっぱい食べられるし」

「夜こっそり起きて内職することもないでしょ？」

　口々に上の子どもたちがそう言うので、全すべてバレていたと知って顔から火が出そうだった。ハウトも「お前は……」と顔を覆おおった。子どもたちも同じように苦い顔をする。

「まぁ、そこも含ふくめて、……お前の良いいところだな」

　苦く笑しようする青い目とかち合った瞬間、ビイがよくよく胸の底に押し込めたはずの恋こい心ごころが、みるみるうちに息を吹ふき返す。干ひからびて死にかけていた種が水を吸って爆ばく発はつ的に芽を出したような激情が、渦うずを巻いてビイを満たした。

（──で、でもだって。スピカ姫ひめと、婚約って言ってたのに）

　彼女の思いを踏ふみにじってまで、自分がその場に立とうとは思っていなかったのだ。噓うそ偽いつわりなく、ビイはそう思っていた。

「──ベテル！　怪け我がはない!?」

「!?」

　突とつ如じよ呼ばれた兄の名前に、ビイは一瞬面めん食くらって顔を上げる。腕の中にいた子どもたちも、それに驚いたのか同じように目をまるくしていた。

「ああ良かった……！　祖父が、祖父があなたに何かしていたらと思ったら……あなたなしではわたくしはもう生きていけないのに！」

　グルグル巻きの兄に取りすがるようにして泣き伏ふす女性の姿に、ビイは思い当たったが、にわかには信じられなかった。凜り々りしく強そうな声に、しっかりした身体からだつき。しかし泣きながらも彼女が顔を上げたところで確信に変わる。

「……スピカ、姫」

「ビイさま！　このたびは……祖父が人の道に悖もとることを致いたしまして……」

　スピカが兄のベテルに触ふれたまま、ビイにがばっと頭を下げた。

（どういうこと？　さっきあなたがいないと生きていけないって、誰だれに向かって言ったの？）

　状じよう況きようがつかめない。スピカの焦こがれる相手は、ハウトではなかったのか。

「……おじいさま、わたくしはベテルと添そい遂とげたいと何度も申し上げました……！　この王宮でしか生きられない世界の狭いわたくしでも、ともに旅に出られると教えてくださったのです。それなのにこのようなこと！」

「バカを言うな！　こんなどこの馬の骨とも知れぬような一いつ般ぱん市民にお前をやれるか！」

「なんと言われようと、わたくしはベテルの妻になります……！　ベテルが窓を壊こわしたとき、初めてわたくしの世界も変わったのです……！」

　その宣言は力強く、ビイは驚おどろいた。

　窓を壊して世界が変わるとは何ぞや、と思っていれば、スピカが泣きそうになりながらピスケスに続けて訴うつたえてくれたおかげで事態が把は握あくできる。

　金貨三百枚の借金返済のために王宮で植木職人として一時働きをしていた兄が、スピカと出会ったのは偶ぐう然ぜんで、兄がうっかり落とした枝でスピカの部屋の窓を突つき破ってしまったことがきっかけだったらしい。

　年上なのにふわふわした兄に対して、最初は怒おこっていたスピカだったが、話すうちに正しいことばかりにとらわれた自分を思い直すようになったのだという。

　何で人生が変わるか分からないものだとビイはしみじみと思った。そして、ビイだったらそんな出会い、激げき怒どして弁べん償しようを求めるばかりだろうと思ったが、恋れん愛あいは当人同士にしか分からないものだ。

（兄さんには、あれくらいしっかりした人が付いててくれた方がいいよね）

　無理やり納なつ得とくして、あとは祝福をすることにする。

「私との婚約破は棄きは聞いていたが……誰だ、あの男」

　取り残されたハウトは啞あ然ぜんとしている。しかしビイは露ろ見けんするまで黙っていようか、一瞬だけ迷い、すぐに打ち消して白状する。

「……兄です」

「!?　兄？　誰の!?」

　消え入りそうな声でビイは「オレのです……」と呟つぶやいた。側そばで聞いていたツェーイが「ウソでしょ!?」と絶ぜつ叫きようしているし、ハウトは毛を逆立てた状態で絶句している。

　真逆の反応をする二人を前にして、ビイは消えて無くなりたいと真しん剣けんに思った。

（なるほど、身内。たしかにベテル兄さんは身内だ……）

　よくよく聞けばスピカとハウトが二人で話していたのも、この婚約をなかったことにするという話だったらしい。立ち聞きしていたビイが勘かん違ちがいしたものだ。

　兄とハウト。スピカの恋した相手について、ビイが誤解した原因を探さぐるために一いつ致ちした符ふ合ごうを読み解いていくと、状況が分かってくる。自分の勘違いだ。

（……完全に、ハウトは詰なじられ損じゃないか）

　数時間前に感情的に責めたことを思い出せば、いたたまれない。言われる筋合いのないことを何度、ハウトに言っただろうか。ビイは消え入るような声でハウトに詫わびた。

「……ふむ」

　ハウトはその僅わずかな謝罪を聞きとったのか、少し考えるような仕し種ぐさをした。

「謝ってほしいわけではないが、賠ばい償しようを求めるのもありかもしれん」

「えっ!?」

　思わぬ言葉だった。ビイは跳はね上げるようにして伏ふせたままだった顔を上げた。

　ハウトはいたずらっぽく笑えみを浮うかべて言った。

「ずっとそんなことはないと思っていたが、私は寂さみしがりやだということが分かった」

（──え？）

　金額やら賠償内容の話になると思っていたビイは面食らった。その様子をハウトは面おも白しろそうに見ている。

「以前はそれを直視したくなかった。しかし、……お前に会って、お前の子どもたちを見ていて、一いつ緒しよにいたいという気持ちは言葉で主張しないと通じないということを知った」

　ハウトが微笑ほほえむ。ビイも釣つられた。思わず笑い合う。

「気持ちを身体で表そうとしたら、誤解されてしまった。うっかり逃にげ出されるところだった。大変傷ついたぞ。その賠償だ」

　殺し文句だ。ビイは思わず笑いながら額に手を当てた。

「──だって、分かんないじゃん……」

　漏もれた言葉に対してハウトは何のことはないと肩かたをすくめた。

「お互たがい様じゃないか？　ビイだって何も言ってくれなかった」

　それは違いない。返す言葉もなくて、腹から笑いがこみ上げた。

「子どもたち。お前たちの母親と、これから話をさせてほしい」

　ハウトの懇こん願がんに、側にいた子どもたちは顔を見合わせる。

　最初にライカがビイの膝ひざから立ち上がって言った。

「本当は本当は嫌いやだけど、……五百歩くらい譲ゆずって、今夜だけいいよ」

　それに続いたリックも、つんと上を向いてハウトに言う。

「僕は千歩だね。あとでちゃんと返してもらうから」

　リッカが下の三人を抱かかえて笑う。

「よく分かんねーけど！　ママ、いってらっしゃい！」

「てらっしゃーい！」

　子どもたちが手を振ふる。下の三人は何を見送っているのか分かっているだろうか。ビイはハウトの肩に担かつぎ上げられたので慌あわてた。

「誰かルカをお風ふ呂ろに連れて行って！　ルイはおてて洗ってね！　あと誰か寝ねる前にはレンをトイレに連れて行って……！」

　みるみる遠くなる子どもたちに最後まで聞こえただろうか。ツェーイが子どもたちに声をかけるところが曲がり角を行くビイの視界にちらっと入り、そのあとすぐに見えなくなった。
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　ベッドに下ろされて服を脱ぬごうとした途と端たん、緊きん張ちようで手が震ふるえた。しばらく大人しく待っていたハウトだったが、ある一点を超こえたら待ちきれなくなったのか急せかすようにして首をぐりぐりとこすりつけてくる。

（わー……かーわいい）

　匂においをつけるように全身で甘えてくるそれは、猫ねこ科の愛情表現だ。体格も良くプライドも高いはずの百ひやく獣じゆうの王がビイに可愛かわいがってもらおうとひっついてくる。よく忘れてしまいそうになるけれど、そういえば年下だったのだなぁとビイはぼんやり考えた。

　ビイは服を脱ぐのを止やめて、ゆったりとハウトの背中を撫なでる。するとハウトの手も、同じようにビイに触れて来た。その動きは性的な意図をもっていないはずなのに、ざわざわと落ち着かなくさせた。触れられた背骨の付け根から伝でん播ぱしていけば、あちこちの力を保っていられなくなってほろほろと崩くずれていきそうだ。

「ビイ、キスしたい」

　懇願されて、ようやく脳みそが動き出した。

　キスは、ビイだってしたい。自分の欲よつ求きゆうもあって何とか数センチ首を動かすと、すぐそこで待っていたハウトの唇くちびると重なった。待ち望んでいた感かん触しよくに、ようやくわずかに力が抜ぬける。

「どこも、ケガをしていないか」

　ハウトはキスの合間にビイのあちこちに触れてそう言う。特にどこにも痛みはないが、緊張状態が続いているせいで気付かないところに傷のひとつやふたつはあってもおかしくない。ただ、それくらいなら放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶだろう。ビイは心配することはないと覗のぞき込むハウトの頰ほおに触れた。

「どこも痛くないから大丈夫」

「……そんなの見ないとわからん」

　とか言いながら脱がせる理由探してるだけだろ、むっつり。言い掛かけて、ビイは肩を跳ねさせた。肌はだに触れるところに侵しん入にゆうしてきたハウトの手をとっさに止めようとしてしまったが、ハウトはビイの手を摑つかんで口づけた。

「ひぇっ」

　まるで飴あめでもしゃぶるようにビイの指がハウトの口の中に消えた。柔やわらかい、潤うるんだ何かに包まれ、指先から根本まで食はまれる。その感触に追い詰つめられるようにビイは震えた。

「ば、ばっちいからやめろ。ハウト！」

「いやだ」

　にべもなく切り捨てられた。大きな手が、滑すべるようにしてビイの腹をひと撫でした後、ふいに熱が離はなれて行く。

「──？」

　ビイが顔を上げればハウトが服を脱いでいる。なるほど、ここで自分も全部脱ぐべきか。ビイは腹筋で身を起こして、もそもそと前合わせに手をやった。

「──何をしている」

　しかしうまく動かない手を、ハウトの声が止める。何って、とビイが答えようとしたら先にハウトが口を開く。

「それは私がやる。ビイは何もするな」

「……えぇ？」

　何も、とはどういうことだ。しかしハウトの気配が、さきほどの甘ったれではなく、獲え物ものを前にした臨戦態勢の肉にく食しよく獣じゆうのものになっている。目が据すわった相手を前に、同じ猫科肉食獣とはいえ体格的にまるで勝ち目のないビイは、言われた通り手を放して大人しくベッドに横たわった。

「いい子だ」

　ハウトがそう囁ささやき、のしかかる。重みを感じてのけぞったところで、またキスが降ってきた。

「ん……」

　何もするなと言われた通り、ハウトはそのあとビイに何もさせなかった。服を脱がされキスをし、お互いの体温が融とけて境目が分からなくなってくる頃ころには、どこに触れられても骨がなくなってしまったように気持ち良くなっていた。それでもハウトが可愛くて、ビイは何度も彼の名前を呼んだ。

　そのたびハウトと触れているところから快楽がさざなみのようにビイを襲おそう。

「……ビイ、すまない。入りたい」

　何もかも分からなくなっているのは、ハウトも同じなのだろうか。余よ裕ゆうなさそうに眉まゆを寄せた恋こい人びとにそう懇願され、ビイは微笑んだ。

「いいよ、おいで──っあ」

　許可を出した途端、足を大きく割り広げられ、息が詰まった。ビイがキスに溺おぼれている間にくつろげられていたらしい後こう孔こうに、ハウトが体重を掛けるようにして侵入してくる。

「ふぁっ、ああ！」

　痛みは無かったが衝しよう撃げきがすごかった。腹の奥を目指し、隘あい路ろをこじ開ける切っ先が恐おそろしくて、ビイは本能的にのけぞって逃げようとした。

「ビイ、……逃げるな」

　しかし逃げをうつ腰こしを大きな手が押さえつけ、ずり上がろうとする肩を抱だきしめる。みっしりとした身体からだがビイを支配するようだった。

「ぅ、う、……ふぅ……」

　少しずつ身体が拓ひらかれていくのに、快楽を伴ともなっているのが信じられなかった。違い和わ感の奥に甘い何かがぞろぞろとビイを満たしていく。

「あ、っあぁ……！」

　ハウトが息をついた。ビイも限界まで開いた足の間に体重を感じて、同じように息をついた。少し休きゆう憩けいをするように間近で青い目がビイを見つめた。

「大丈夫……なんだ、心配すんなよ」

　ビイは独り言のようにそう呟つぶやいた。するとハウトは青い目を優やさしげに微笑ほほえませ、慈いつくしむような優しいキスをしてくれる。腹の奥の凄すさまじい圧あつ迫ぱく感を、その瞬しゆん間かんだけは忘れられた。

「かわいいな。ハウト、かわいい」

「……私は母になってほしい訳ではない」

「分かってるよ」

「どうだか」

　拗すねたような発言に、きゅんとなる。子どもたちでいろんな可愛いに出会って、ほぼすべての種類を味わったと思ったが、まだまだ可愛いには先があるようだ。ビイも愛情をこめてハウトに首を擦こすりつける。

「……ぜんぜん違ちがうよ。ちびたちには幸せになってほしいけど、ハウトにはオレと幸せになってほしい」

　囁くと、間近で青い目が見開かれた。

　この青と一いつ緒しよに生きていくのだ。一緒にご飯を食べて、一緒に寝て、働いて楽しいこともつらいことも分かち合っていく。それが、これからのビイの人生だ。

「ごめんな。他ほかの人と幸せになって、とか健けな気げなことが言ってやれなくて」

「……すさまじい殺し文句だ」

　恨うらみ言のようなハウトの言葉にビイは笑った。

　──しかし次の瞬間、容よう赦しやのない律動を始めたそれに悲鳴を上げる。

「ま、待って、待って、あ、あ、あ……！」

　限界まで径を膨ふくらませたそれは、ビイのようやくほころんだ蕾つぼみを限界まで味わおうと奥まで侵しん攻こうする。怯おびえて逃にげようとする腰を押さえつけられて、抜き差しが繰くり返され、抜いた時よりも深い場所に体温を感じるようになる。

「ちょ、ちょっと……待っ……ああっ！」

「あんなことを言って、煽あおった責任は、ちゃんと自分で取れ」

　懇こん願がんはほぼ無視された。ハウトも余裕がないのだろうが、ビイもいやいやと首を振ふった。

「深いやつ、怖こわい……っ！　こわれ、る……っ！」

「壊こわしはしないさ。私がはじめて手に入れた宝物だからな……」

　だったらもっと丁てい重ちように扱あつかってくれても。ビイは半泣きになりつつ、全身を覆おおう快楽から何とか意識だけでも守ろうと首を振りたくる。

　悲鳴を上げて手で押しのけようとすると、その手は摑まれ、手た綱づなのように強く引かれた。おかげで深くまで咥くわえこむことになり、ビイは声にならない悲鳴を上げた。

「おか、しく、なるから……そこ、もう触さわんなっ！」

「──私はもうおかしくなっている。……快楽の底まで付き合え」

　涙なみだ目めの懇願は、封ふう殺さつされる。ハウトの形に絡からみつくように締しめ付けて、ビイは震ふるえた。

「や、やだぁぁぁ！」

　絶ぜつ叫きようは、そのまま口づけに飲み込まれた。遠ざかる意識の中で、それでもハウトが自分に夢中になっているところが可愛かわいいと思うのは重じゆう症しようだな、なんてビイは思った。　>>>♥

　彼の振り分けた人生の幸福が、ここから増えていけば良いい。それをかたわらで見ていられるのは、かなり幸運なのではないかな、とも思った。
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　目覚めはいつもよりも怠だるかった。唸うなりながらも、いつものように手足が動かないことに疑問をおぼえた。何故なぜかあちこちが筋肉痛だ。リッカの寝ね相ぞうで蹴けられでもしただろうか。

　いつものようにベッドの中を探さぐって人数を確かく認にんしようとしたら、誰だれもいないシーツの中を自分の手が泳ぐだけだった。

（あれ──みんな先に起きた？）

　気付かなかったのだろうか。そんなことがあるのか。ビイは驚おどろいて目を開けて、見覚えのない服を着た自分の状じよう況きようを把は握あくした。

「──おはよう。身体は大だい丈じよう夫ぶか」

　すぐ側そばにあったのは、昨夜ゆうべさんざん泣き縋すがった相手の姿で、シーツの中を泳いでいた手を摑つかんでキスを落としてきた。ビイは昨夜の何もかもを思い出して沈しずみそうになる。

　しかしハウトはしれっと昨日のあのあとの報告をしてくれた。

　ピスケスが無事に捕ほ縛ばくされたことで、色々な調査がようやく動き出したこと。兄ベテルが自分の借金にビイを巻き込んだことを知らなかったらしいスピカが激げき怒どし、全額働いて返すまではベテルと旅に出ないと宣言したこと。

　そのため、ベテルは今朝から王宮のあちこちで下働きをしているらしい。それは大変そうな、と思ったが、そのかたわらには慣れぬ手つきで彼を手伝うスピカがいるというのだから、あっけにとられてしまった。

　世の中うまくできているものだ。しみじみと思い耽ひたる。

「それと、ドラドが王おう妃ひの部屋に移動してほしいと言っていたから後で顔を見せてやれ」

　そのあとの報告は聞き逃のがせず、ビイはシーツから顔を出した。

「!?　王妃の部屋!?」

「まぁ……立場上そういうことになるな」

　ハウトも少し言いづらそうに視線をずらす。ビイは焦あせった。とんでもない事態が動き出してしまったと冷や汗あせまで出てくる。

「ちょっと待って止めてきてよ。なんちゅうとこで生活させようとしてるの」

「……では新しくビイのための宮を建てるか？　ピスケスの件で人手が足りないのだが、まぁビイが嫌いやだと言うなら仕方あるまい。妻を正式に迎むかえ入れるための宮きゆう殿でんの準備を……」

「わー！　そんなことまでしなくていい……！」

　押し問答に負けてビイはうなだれた。暴れたせいか腹が空腹を訴うつたえる。

　ドアが良いタイミングでノックされたので、ビイは朝食だろうかとのろのろ起き上がった。

「ママ？」

　するとドアの陰かげからちょこっと子どもたちが顔を出す。

　ビイは弾はじけるようにそちらを見て微笑んだ。ビイの顔を見るなり、子どもたちは元気に駆かけてきて、飛びついた。

「ルカ？　ルイも、こっちにおいで」

　部屋には入ってきたものの少し離はなれたところにいる下の双ふた子ごをビイは呼んだ。しかしやってきたのはルイだけで、ルカは尻しり込ごみするようにそこにいる。

　ここで無理やり抱き上げることはできない。ビイは辛しん抱ぼう強くルカが顔を上げるのを待った。ルカは柔やわらかい髪かみの毛を小さく震ふるわせて、何度か口を閉じては開けを繰り返し、ようやく意を決したように顔を上げた。

「ごめんなさい……ぼく、ぼくね。ライオンにならないように、寝ねたふりしてたの」

　噓うそだったの、と小さい声なのはそれが自分の罪だとでも思っているからだろうか。ビイのところにやってきたルイも同じようにしょんぼりと頭を下げる。二人が獣じゆ姿うしを初めて取ったとき、さぞ驚おどろいたことだろう。たまたま二人っきりで、他の兄弟にも見られなかったから、隠かくしとおそうと思ったという。

　よく眠ねむる子だと思っていたビイは、軽く笑った。当たり前のことだが、二人の必死の行動を責める気はまるでない。愛いとしさが溢あふれそうで手を伸のばしてルカを呼ぶ。

「なぁ、ママにルカの獣姿を見せてくれよ。まだちゃんと見られてないんだ」

　するとそばで見ていたハウトが黙だまってルカを抱き上げ、ビイのところまで運うん搬ぱんする。とさ、とすぐそばに下ろされたルカはビイの前で俯うつむいたまま固まっていた。

　そしてしばらくして白いシーツの上に白いライオンが現れる。

「わぁああ！　可愛い！　白くて、モコモコじゃん！」

　抱だきしめてそう叫さけぶと、ルカはもがいた。不安そうだった顔に、ビイはニカッと笑え顔がおを見せて言った。

「な、おはようの挨あい拶さつしようぜ」

　ルカが顔を上げた。そして一瞬迷うように顔を伏ふせる。

　いつもよりも緊きん張ちようしているのか、その鼻は冷たかったが、ちょん、といつものように挨拶を交かわす。

「……おはよ」

　間近でルカにそう言うと、ルカも恥はずかしそうに微笑んで「おはよう」と返してくれた。

「ママ！　オレも！　オレもおはよう！」

「僕が先だよ！」

　その途と端たん、五人の子どもたちが全員ビイに突とつ進しんしてくる。レンが容赦なくビイの腹にぶつかったので一瞬息を止めることになったが、ハウトはそれを実に楽しそうに見ていた。

　代わる代わる子どもたちから鼻ちゅーを受けた後、ハウトが最後に顔を寄せてきた。少し恥ずかしいと思ったが、これからはそれが普ふ通つうなのだと受けようとする。

　──が、それは何故かライカとリックによって妨さまたげられた。

「……はて。これは昨日、譲じよう歩ほしてもらったはずでは？」

　ハウトはライカに顔を押さえられて不ふ機き嫌げんそうに言う。リックに庇かばわれるようにされているビイには何が起きているのか分からなかった。

「──昨日譲ゆずった五百歩を返してもらおうと思って」

　そう言ってライカがビイの肩かたにまきつく。

「僕は千歩も譲ったから。ちゃんと言ったよね」

　リックも反対側からビイに抱き付いた。ハウトが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で頭を搔かく。守られているビイも戸と惑まどうほどに鉄てつ壁ぺきの守りだ。

「国王陛下の伴はん侶りよになってもママは僕たちのママだし」

「……王様、返品は受けつけないから」

「よくわかんねーけど！　ママお腹なかすかない？　ご飯いる？」

　緊きん迫ぱくした空気は次男の大声に破は壊かいされる。その提案に、レンがきらきらした顔で「ご飯！　持ってきてママにあげるの！」と叫んだ。

　一いつ緒しよに行こう、とリッカがレンの手を取ったのは兄弟愛として微笑ほほえましいが、兄弟きっての腕わん白ぱくとやんちゃが揃そろっているのをただ見送ることは出来ない。

「誰か……！　誰か、二人についていって！」

　自分の食事などどうでもいいが、意い気き揚よう々ようと行った先でケガをさせたくない。

　ほぼ悲鳴と同じように叫ぶと、しょうがないな、とビイの周囲にいた残りの四人が示し合わせたようにベッドから下りて後に続いた。

「──今のうちに」

　ハウトが空いたベッドに腰こしを下ろして、そっと鼻を寄せる。ビイもそれをためらわず受け入れて、鼻を合わせてから静かに唇くちびるを重ねた。

　食堂に向かう子どもたちが、歩きながらこっちを見ていることに気付いていたが、ハウトも分かっているのだろう。お許しをいただいたキスの間だと、二人に笑いが漏もれる。

　こうして子どもたちは大きくなるのだなぁと思った。

　きっとそう遠くない将来、巣立っていく彼らの背中を見送ることになる。それは想像するだけで寂さびしいような、誇ほこらしいような、きっと複雑な気持ちをビイに与あたえるだろう。

　これまではそれが人生の終着点のようでそこから先を考えるのは怖こわかったが、今は少し違ちがう。

　少し先の未来。立ち尽つくす自分の隣となりに、こうしてハウトがいたら。そう想像するようになった。

　彼がいれば、子どもたちの巣立ちを見送ることは、終着点ではなく経過点になる。そこから二人で支え合うようにして生きていく未来があればいい。

　初めて生まれた小さな未来への渇かつ望ぼうを、ビイは胸にそっと秘ひめて、もう一度ハウトにキスをした。


END










あとがき






　塩山オーロラと申します。このたびはお手に取っていただき、ありがとうございます。

　小学生のころに住んでいた地域にプラネタリウムがありました。

　そこで「フォーマルハウト」という星が、天の川から外れたところにある一等星として紹しよう介かいされていて、その二つ名が「南の一つ星」であると知りました。

　早めの中二病に罹り患かんしかけていた私は、その星の孤こ高こうさにときめきを覚えずにはいられませんでした。集団に迎げい合ごうせず、ひとり空の外れで輝かがやいている姿に、なにか力強い意思さえ感じたものです。

　しかしその年の秋、日本でいちばん星が見えることで有名な観光地に行き、夜空を見上げて絶句しました。

　フォーマルハウトが見えるはずの南の空は、みっしりと星だらけでした。

　どの星がフォーマルハウトなのか、まったくもって分かりません。

　どこが一つ星なのか。孤高とは何か。

　思考することを放ほう棄きしたくなるほどに、夜空は隙すき間まなく星がちりばめられていて、空のベースカラーである紺こん色いろのどこにも、空きスペースは見あたりませんでした。

　見えないだけで、ひとりぼっちじゃないんかい。

　一いつ瞬しゆんにして冷めてしまい、早めの中二病は終わりを迎むかえたのですが、なんとなく気に入った星として大人になっても記き憶おくに残っていました。

　本作を書くにあたり、もう一度この星を調べたところ、フォーマルハウトはフォーマルハウトＢとフォーマルハウトＣという伴ばん星せいを持っていることを知り、孤こ独どくな星が連れ添そう人を手に入れて孤独じゃなくなる話はおもしろいかもしれないなぁと思ったのが、ハウトというキャラクターにつながっています。

　そんなイメージを自分で持っていたため、話のエンジンがキャラクターたちと嚙かみ合わず、担当様との打ち合わせは難航いたしました。紙面をお借りして、担当様にはお詫わびとお礼を申し上げます。お手数をお掛かけしました。

　サマミヤアカザ先生、素す敵てきな挿さし絵えをありがとうございました。ハウトとビイと子どもたちが、とっても可愛かわいくて幸せです。

　販はん売ばいに携たずさわって下さる皆みな様さま。お力ちから添ぞえ、ありがとうございます。

　手に取って下さった読者様にも最大限の感謝を表して、ご挨あい拶さつを締しめさせていただきます。

　ここまでお付き合いいただき、ありがとうございました。


塩山オーロラ









電子書籍特典　書き下ろし短編

「白ライオン王の子連れ婚　後日談」







　生まれたときから運は悪い方だ。

　同情されるから口に出したことはないけど、思い返してみたら人生で良かったことがひとつもない。

　口の中の鉄さび味をぺっと吐き出しても、すぐに滲んでくるのが不快で顔をしかめる。

「ツェーイ。こんなときのためにお前を生かしておいたのだ。お役目を果たして、しっかり死ね」

　白髪の混じるオオカミの王が、身に着けていた甲冑をオレに渡しながらそう言う。あちこちで怒号の飛び交う戦場の陣幕の中、膝をついてその指示を聞いた。

「良いな。出来るだけ敵を引きつけて、時間を稼ぐのだぞ」

　元気に分かったと答えるのもおかしい気がして、曖昧に頷きながらオオカミ王の紋章のついた兜をつける。

　その態度が苛立ったのか、王が拳を固めて殴ってきた。けど、兜に当たって手の方が痛かったらしい。兜つける前にしたらよかったのに。

　このひとも国を出るとき「すべての猫どもを蹴散らして凱旋する」なんて勇ましいことを言っていたのに、こうしてすぐ側まで敵が来ていると知ったら、しっぽを巻いて逃げ出すことを選択したらしい。

　まぁ戦争なんて大将が生き残ってなんぼのものだけど、かなり押されているのにこうして命汚く生き延びようとするから戦争が長引くのかな、なんて思ったりもした。

　でも今更そんなことどうでもいい。

　年恰好がかなり違うのに、オレのことを影武者にすると言い続けた甲斐があったと王は言っている。どうせ面のついている兜をかぶれば顔も隠れるのだからと。

　左肩に刺さっていた矢を抜いたら血が溢れた。他にもまだ刺さってるけど、痛かったから抜くのはやめた。

　どうせ、よくもってあと一時間の命だ。今さら手当しても何もならない。

　遠目に見たけど向こうの軍を率いている大将は、ウチの大将とはケタ違いに強くて、単騎駆けなのに傷ひとつない。こっちは国王直下の正規親衛隊なのに、あんなに若い大将の率いる部隊にここまで押されているなんて。

　──たぶん遠からぬ未来、この戦争はこちらが負ける。

　けど、オレはそれを見ることなく今日死ぬのだろう。

　陣幕の近くで味方の悲鳴が上がる。それを聞いたうちの王は聞くに耐えない怒鳴り声を上げて逃げ出した。それに側近たちが続く。

　その場に残ったのは影武者のオレだけだ。陣幕の外の悲鳴が止んだ。

　──来る。

　薄い布の向こうで、殺意がひらめく。一瞬の静けさを破るようにして、陣幕の中に一人の若い男が躍るようにして飛び込んできた。

　銀色の髪に、涼やかな青い目。汚れてはいたが、その姿は間違いなく先ほど見かけた敵の大将だ。全身血にまみれているけれど、それは全て返り血なのだろう。顔は不自然なまでにきれいだ。

　目を合わせた瞬間、足元が震えた。とてもじゃないが、勝てる相手ではないと分かる。

　もう命を捨てる覚悟はしたのに、どこかで生き残る道を探していたらしい本能が白旗を上げた。

　しかしそれでも時間を稼がなくてはいけないと理性が叫ぶ。震える指に何とか力を込めて、手にしていた剣を振り上げた。

　二度ほど切り結んだ後、男が強めに剣を薙ぎ払う。力で押し負けてよろめいたら、男の剣の切っ先が、オレの顔を隠していた兜を飛ばした。

「──やはり別人だな」

　そう言った敵将は、本当の王の逃げた方向を見やった。

　何もかも、バレてる。

　草むらが揺れた。目を凝らすと、そこに逃げたはずの王が息を潜めているのが分かって驚いた。

　どうして逃げなかったんだと思ったが、包囲されていたのだろう。突破するだけの力もないと、敵将も分かっていたらしい。

「そこから出て来い。一騎打ちだ」

「ま、待、て……！」

　生き残れるつもりもなかったけれど、食わせてもらったのだから仕事をしなくてはと立ちふさがったはずだった。

「退け」

　一矢報いよう、と剣をもう一度構えたけれど相手の方が上だった。

　紙一重でよけられた切っ先は相手の鼻を一閃して、血が吹き出したけれど、致命傷には至らなかった。

　代わりに強烈な肘うちを受け、崩れたその横を踊るようにして背後の王様に銀色の敵将が飛びかかっていく。

「影武者は凛々しく散ろうとしたのに、貴様が逃げるとは何事だ！」

　追い縋ったけど、銀色の敵将は影武者だと分かっているオレには目もくれない。

　──ああ、負けた。

　銀の敵将が振り上げた剣が、国王を捉え静かに終わりを告げた。それを見て相手側の軍が勝ちどきを上げる。ここからは一方的な虐殺の時間だ。

　苦しめられて殺されるくらいなら、自分で死にたい。落ちていた剣を何とか手にして、喉元に向けた。

　しかしそれはすごい力で薙ぎ払われる。

「──たったいま戦は終わった。いたずらに命を落とそうなどと考えるな！」

　ビリビリと、空気が震えた。

　何を言ってるんだ、このひと。

　もう立ち上がる気力もなく、空を見上げてそう思った。

　無益な殺生って、戦争だよ？　全員死ぬでしょ。歯向かった相手を殺し尽くすまで終わらないんだ。

　混乱していたら、敵将はしゃがみこんだ。のぞきこまれているのが分かって、小さく息をのんだ。

「大丈夫か」

　銀色の敵将がそう言って助け起こしてくれたけど、そうしてくれる理由がわからなかった。

　うそでしょ。状況、分かってる？　あなたのその鼻の傷、誰がつけたか分かってる？　どうして助けてくれようとするの。

「陛下！」

　遠巻きに、銀色の敵将がそう呼ばれたので仰天した。

　陛下？　陛下って、国王陛下!?　もしかしてただの部隊長じゃなくて、敵の総大将!?

　呼びに来た人が怯えるようにして周囲をみる。そりゃあ、血の海だからね。こっちもやられたけど、その分相打ちにもしたはずだ。

　けど、呼びに来た人は、この人が全部やったんだと思ったみたい。青ざめている。

「い、いま馬を持って参りますので、こちらでもう少々お待ちください」

「構わん。負傷者を先に運べ。まだ息のある者もいるはずだ」

　あら優しい。

　そう思ったけど、あちこちで指示が飛んでいるせいで、周囲がうるさくて王様の声は部下には届いてないみたいだ。聞き取れなかったらしい部下は怯えたように「な、なんと？」と聞き返している。

「……もう良い。はやく行け」

　やたらと低い声だけが、地を這うようにして部下に届いた。

　あ、それだけ聞き取れちゃった？　びくっと肩を振るわせた部下は弾かれたように走っていく。

　もったいない。最初の指示は良かったのに、これじゃ当たり散らしただけじゃない。間の悪いひとだ。

「水だ。飲めるか」

　そう思っていたらオレに水をくれた。貴重なものだろう。こんな死にかけの敵にもったいないよと首を振ったら、困ったような顔をされた。

「戦いは終わった。もうお前は敵ではない」

　その言葉には、心底驚いてしまった。

　この人は心配ではないのだろうか。いくら敵の国王を殺したといっても、オレが自分を殺しにかからないか、ふつうだったら気にするものだろう。安全のためには危機の芽は摘んでおくべきじゃないか。

　驚いたまま絶句していたら、彼は自分のマントを破ってオレの止血を始めた。なにしてんの。止めなよ。

「ほかの傷は浅いが、どうして早くこの矢を抜かなかったんだ。筋肉が締まり始めているぞ」

　そう言いながら汗をぬぐう。顔をぬぐったら血に気づいたみたい。そうだよ、それ、オレが切った傷跡だからね。分かってるのかな、何なんだ、この人。

「王様、さぁ……」

「なんだ」

「けっこう、良いひと？」

「好きに判断しろ」

「……間の悪い人でも、あるね」

「それは認める」

　傷の手当てをしながらも、訥々と返してくれるその答えがおかしかった。傷口は痛んだけど、笑いがこみ上げてしまって。王様も鼻をすすって初めて「痛いと思ったら切れていた」っていうものだから、なおさらおっかしくて。

　オレが助からなくても、ひとりだから誰も悲しまない。

　そう告げたら、自分も同じようにひとりなんだ、って小さく答えた。

　こんな立派な白ライオンの王様なんだ。ひとりだなんてそんなことないでしょう。

　そう思っていたのに。

　保護された王宮で看病をされているうちに、この白銀のライオンの周りに、本当に誰もいないことを知った。

　良い人なのに。まっすぐで芯の篤い素敵な人なのに。

　縁者も友人も、みんな死んでしまったオレには元の国への未練はなくて。

　ハウトさんについて、この国に骨を埋めることに決めたのはケガが回復してわずか数日後のことだった。




　　　　◆




「そんな出会いだったのにねぇ」

　中庭で雪合戦が始まっているのを眺めながら、思わずつぶやいた。

　降り積もった雪で白く染まった庭の上を、コロコロ転がる小さいユキヒョウが、一匹、二匹……三匹、四匹。

　おや、おかしいな。

　すごくちっちゃい五匹目のユキヒョウと、あと雪の白に紛れそうなくらい真っ白なライオンが大小二匹。ビイくん以外の全員参加で雪まみれになるのも構わず遊んでいる。

　頼んでいた急ぎの書類の引き取りに執務室に来たら、こんなことになっていた。

　背の低いレンくんやルカくんが雪に埋もれそうになればハウトさんや他の兄弟が助けに行っているが、毛皮が雪まみれだから引き上げたのが雪玉なんだかチビちゃんなんだか分からなくなってる。

　雪合戦のメインは上の三人の闘いだ。

　人型と獣姿を器用に使い分け、果敢にもハウトさんに雪玉を投げつけているのは次男のリッカくんと三男のリックくん、それに長男のライカくんも参戦していた。

　でもハウトさんの方が一枚も二枚も上手で、全部避けて代わりに雪玉を投げ返して三人を雪まみれにしている。

　どうあがいても雪に埋もれちゃうレンくんはハウトさんが肩車していて、ルイくんとルカくんは二人で仲良く雪だるまを作っている最中だ。

　あれ？　ビイくんがいない。どこに行っちゃったんだろ。

　群れの重要人物の姿を探していたら、ちょうど背後の扉が開き、探していたビイくんが顔を出した。紅茶を淹れて戻ってきたらしい。

　くぁ、と小さく欠伸をしているから状況を察した。

「みんな呼ぶ？」

　一時休戦にさせるべきかと問うと、ビイくんは笑って首を振る。

「紅茶まだ熱いから、ちょうどよくなるころに終わるでしょ」

　これはツェーイの分だよ、と渡してくれた紅茶はちょうど良い温度だ。けれど猫舌の彼らには到底飲めないものらしい。

　ソファに積まれたタオルの山。暖炉の火に薪を追加でぽんと放り込む。冷えた子どもたちを迎える準備は万端のようだ。

「……風邪ひかないといいなぁ」

　その呟きには苦笑してしまう。たしかに誰か一人くらいは風邪ひいてもおかしくなさそうだ。

「ハウトは多分大丈夫だと思うんだけど」

　真っ先にビイくんの心配リストから外された王の名前に、思わず吹き出してしまった。

「意外とそんなことないよ。季節の変わり目、鼻声になってたりする」

「ええ!?」

　ビイくんの驚きは尤もだ。あれだけ強い身体の持ち主が弱っているところは想像することが難しいだろう。けれど、事実だ。

　窓際に立って、彼らを眺めると、ついつい口が軽くなる。

「まぁ、不摂生の見本みたいな時期あったからねぇ」

　机にかじりついて、色んなものに負けまいとしていたあのころを思い出すと、今でも苦しくなる。

　けど、今は違うでしょう。ご飯は毎日食べるし、よく寝てるし、よく笑ってる。

　ビイくんの首元に小さい赤い花がたくさん咲いているのも知ってる。

　あくびも、眠たそうな理由も。昨日遅くまで起きてたせい？　なんて聞かないよ。

　今日みたくビイくんが眠そうな日は、朝からハウトさんが子どもたちの面倒を率先して見ていることも、気付いてないふりをする。

　ソファに腰かけ、タオルの山にもたれかかったビイくんが静かに寝息を立てはじめたから毛布を持ってきてかけてあげたのもたまたま。

　換気のために開けた窓から中庭を眺めれば、思わず口元が緩んだ。

　まぁ、ハウトさん幸せそうな顔をしちゃって。めっちゃ笑ってるじゃん。

　頼んでおいた急ぎの書類、終わったのかだけ気になったけど、それよりもしみじみと思う。

　良かったねぇ。ほんと良かったよ。

　ずっと幸せになってほしかったの。

　まっしろな毛皮を、血で染めるなんて二度としないで。あなたの言葉を聞いて恐怖で震える人が二度と出ないように。みんなが、あなたのことを理解してくれますようにって。

「わっぷ！」

「──そこで見ているなら、参加したらどうだ」

　しみじみともの思いにふけっていたせいで、ハウトさんが投げた雪玉に気付かなかった。思いっきり顔に受けた。

　これがまた冷たいのよ。鼻にも入ったし、このやろう。

「オレ、チビちゃんたちに加勢しますからね！」

　そう叫んで中庭に飛び込んで、雪玉を固めた。上の三人に戦略を授けて混戦になった。通りすぎていく食堂の女性たちが、アンドロメダさんって言ったっけ。彼女が楽しそうに笑ってくれて。がんばってー、って応援までしてくれた。

　ハウトさんが雪玉を受けて払った顔に、じんわりとオレのつけた傷が浮かんだ。

　ねぇ、もうひとりじゃないよね。

　オオカミのオレじゃ、この猫科獣人の国ではあまり大した助けにはなれなかったと思うけど、せめてひとりぼっちだって思わないでほしいって必死だった。

　やれることは限られていたけど、オレにとっては唯一の大将。

　どうかここからのあなたの人生が幸せでありますように。

　あれからずっと、そう祈っていた。

　生まれたときから運は悪い方だ。

　同情されるから口に出したことはないけど、思い返してみたら人生で良かったことがひとつもない。

　けど今思えばハウトさんに会えた日から悪いことばかりじゃなくなったんだ。

　きっとハウトさんがビイくんに会えたのも、そういう巡り合わせみたいなものだよね。

　ここからの人生は、運が良い方だ。きっとハウトさんもそう。

「ぶっ！」

　顔の正面に受けた雪玉が意外と痛かったので、思い耽るのはやめて、ここからは本気でいこうと思う。

　オオカミの能力、侮るなかれ。いざ、覚悟！
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